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泊里五部落

泊里五部落 とまりごぶらく

大
船
渡
市
末ま

っ
さ
き崎

町ち
ょ
う。

リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
岩
手

県
最
南
部
の
こ
の
一
帯
は
、
陸
前
高
田
市
や
宮

城
県
気
仙
沼
市
と
共
に
気け

せ
ん仙

地
方
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
に
、
海
に
向
か
っ
て
4.5
㌔
ほ
ど
突
き
出
た

碁ご
い
し石

と
呼
ば
れ
る
半
島
が
あ
り
ま
す
。
半
島
の
突
端
、

変
化
に
富
ん
だ
雄
大
な
海
岸
線
は
景
勝
地
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
お
り
、
碁
石
の
よ
う
な
漆し

っ
こ
く黒

の
丸
い
石
が
敷

き
詰
め
ら
れ
た
碁
石
浜
は
、
こ
の
半
島
の
名
前
の
由
来

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
半
島
の
南
は
南

み
な
み
ば
ま

浜
、
北
は
北き

た
ば
ま浜

と
呼
ば
れ
、
豊
か
な
漁
場
と
し
て
天
然
ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ

を
獲
る
小こ

り
ょ
う漁

や
、
ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
、
カ
キ
な
ど
の
養

岩手県

碁石半島

大船渡市

盛岡市

久慈市

宮古市

釜石市

陸前高田市

気仙沼市

殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
27
年
、
当
時

の
末
崎
村
が
大
船
渡
市
と
合
併
し
た
こ
と
で
、
碁
石
は

大
船
渡
市
と
の
繋
が
り
が
深
く
な
り
ま
し
た
が
、
経
済

圏
と
し
て
は
長
ら
く
陸
前
高
田
に
属
し
て
お
り
、
盆
・

正
月
の
市
（
盆
マ
チ
や
詰つ

め
市
）
に
は
、
必
ず
高
田
へ
買

い
物
に
出
か
け
た
と
言
い
ま
す
。
こ
の
半
島
の
突
端
に

か
け
て
西に

し
た
て舘

、
泊と

ま
り里

、
碁ご

い
し石

、
三

さ
ん
じ
ゅ
う
が
り

十
刈
、
山や

ま
ね根

と
呼
ば

れ
る
５
つ
の
地
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
現
在
「
碁
石

５
地
区
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
一
帯
は
、
集
落
の
行
事
を

共
に
行
っ
た
り
、
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
り
と
、
こ
れ
ま

で
も
緊
密
な
関
係
を
結
ん
で
き
た
地
域
で
す
。

赤
あ か ど く ら

土倉漁港

巾
きんちゃく

着 岩

白石岩座
ざ と や ま

頭山
（別名メクラ山）

向
むか

い浜

大浜
貝
かいじま

島

松島

小浜

壺
つぼ

浜
（通称ズボズボ）

海馬島

大島

前島

乱暴谷 
（雷岩）

千代島
（かつては経

きょうじま
島）

サルッペ

えびす浜

打
ぶっとお

通し→

ツボノクチ

長八岩→

←麻
おくされじま

腐島 碁石漁港

泊里漁港
舘ヶ崎

門之浜漁港

碁石岬

遊覧船
乗り場

碁石
レストハウス

市立博物館

熊野神社

中井

門之浜

八幡神社
碁石公民館

三十刈公民館

山根公民館

泊里公民館
西舘公民館

麟祥寺
神明社

墓地
碁石地区コミュニティセンター

大岩

泊里浜
（熊野浜）

白
しら

浜

坊
ぼ う ず

主浜

ミズシリ浜

↑
松
まつした

下

ウソ浜

カミノワキ

南カラ

弁天崎
ニデ浜

↑スナドリ崎

カンタロウ岩 →

長磯

アラザネ カメノワキ

小
こ わ き

脇
碁石浜

ショドコ石浜
（小磯浜）

滝
ノ
浜

バ
ン
ジ
ャ

前
上
下し

た

浜

←
ウ
シ
コ
ロ
バ
シ

場ば
は
ま
ま
え

浜
前

南み
な
み
か
も
い
ば
ま

鴨
居
浜

北き
た
か
も
い
ば
ま

鴨
居
浜

ホ
レ
ジ

←
コ
グ
レ
シ
ョ
（
小
さ
な
磯
）

北　浜

南　浜

山根

三十刈

西舘

泊里

碁石

碁石

ジュウタク

西
にし

の後
うっしょ

ろ

舘
たてっぱな

ッ鼻

シモマエ

ホソミ

タノシリ浜

←爺
じんちゃま

様コロバシ

←ツボイシ浜
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泊里五部落

　

村
の
記
憶 

―
泊
里
・
西
舘

　
「
碁
石
５
地
区
」
が
か
つ
て
は
「
泊
里
５
部
落
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
よ
う
に
、
こ
の
地
域
の
中
心
だ
っ
た
の
は
泊と
ま
り里
集

落
だ
。
泊
里
は
「
中
組
」
と
も
呼
ば
れ
、
泊
里
５
部
落
の
中

で
も
最
初
に
ひ
ら
け
た
集
落
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
い

つ
の
時
代
の
こ
と
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
碁
石
の
吉

田
力
男
さ
ん
（
昭
和
18
年
生
ま
れ
）
に
よ
れ
ば
、
慶け

い
お
う應
３
年
生

ま
れ
の
ひ
い
お
ば
あ
さ
ん
の
話
と
し
て
、
か
つ
て
は
「
泊
里

三
十
八
軒
」
と
い
う
時
代
が
し
ば
ら
く
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の

前
は
「
泊
里
八
軒
」
で
あ
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
48
～
49
㌻
の
絵
図
は
江
戸
時
代
後
期
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
こ
の
地
域
の
古
地
図
だ
が
、
湾
に
面
し
て
30
余
軒
の

家
が
立
ち
並
ぶ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、こ
の
頃
が「
泊

里
三
十
八
軒
」
の
時
代
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
絵

図
に
も
あ
る
よ
う
に
、
泊
里
の
中
心
に
鎮
座
す
る
の
は
、
数

百
年
の
歴
史
を
持
つ
と
い
う
熊
野
神
社
だ
。
ま
た
、
そ
の
東

に
は
臨
済
宗
麟り
ん
し
ょ
う祥
寺
や
、
大
和
田
家
（
屋
号
：
元も
と
で
ら寺

）
の
氏

神
で
あ
る
神
明
社
が
あ
り
、
ま
た
泊
里
湾
の
東
に
は
武
田
家

（
屋
号
：
西に
し
た
て舘
の
大お
お
や屋
）
の
氏
神
で
あ
る
八は

ち
ま
ん幡
神
社
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
泊
里
は
信
仰
の
面
か
ら
見
て
も
こ
の
一
帯
の
中
心

地
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
の
前
、
泊
里
に
は
36
戸
・
120

人
余
り
が
暮
ら
し
、
小こ

り
ょ
う漁

や
養
殖
漁
を
中
心
と
し
た
漁
業
な

ど
で
暮
ら
し
を
た
て
て
き
た
。
そ
う
し
て
多
く
の
恵
み
を
海

か
ら
受
け
て
き
た
一
方
で
、
泊
里
の
歴
史
は
常
に
津
波
と
共

に
あ
っ
た
。
海
に
面
し
、
土
地
の
低
い
泊
里
は
、
人
々
の
記

憶
と
し
て
語
ら
れ
る
だ
け
で
も
明
治
29
年
、
昭
和
８
年
・
35

年
（
チ
リ
地
震
津
波
）、
平
成
23
年
と
、
津
波
ご
と
に
大
き
な

被
害
を
受
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
た
び
に
高
台

へ
の
移
転
が
計
画
さ
れ
る
も
の
の
、
時
間
の
経
過
と
共
に
再

び
人
家
が
増
え
、
ま
た
波
を
か
ぶ
る
と
い
う
歴
史
が
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
。多
く
の
人
が
漁
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

海
の
近
く
に
住
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
人
々
を
浜
の
近
く

に
引
き
寄
せ
た
の
だ
ろ
う
。

　

明
治
29
年
の
津
波
の
前
、泊
里
の
人
口
は
61
戸
・
474
人
、「
宅

地
が
軒
を
並
べ
て
町
の
よ
う
で
あ
っ
た
」
と
記
録
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
当
時
は
と
て
も
大
き
な
集
落
だ
っ
た
よ
う
だ
。
し

か
し
、
こ
の
時
の
津
波
で
泊
里
で
は
住
民
の
約
半
数
の
尊
い

人
命
が
犠
牲
と
な
り
、ま
た
、津
波
直
後
の
泊
里
浜
に
は
「
再

び
居
住
で
き
る
見
込
み
」
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
浜
か
ら

高
台
に
の
ぼ
っ
た
２
ヶ
所
に
「
新
宅
地
」
を
設
け
る
移
転
計

画
が
立
て
ら
れ
た
、
と
い
う
（
右
図
参
照
）。
こ
う
し
て
、
泊

里
か
ら
碁
石
や
三
十
刈
、
山
根
な
ど
の
高
台
へ
、
少
し
ず
つ

そ
の
居
住
地
が
広
が
っ
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
し
、
結
局

移
転
を
し
な
か
っ
た
り
、
し
ば
ら
く
し
て
他
所
か
ら
転
入
し

た
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
の
津
波
か
ら
30
数

年
後
、
昭
和
２
年
の
記
録
を
見
る
と
、
泊
里
は
や
は
り
「
大

部
落
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
昭
和
８
年
の
津
波
に
よ
っ
て
再
び
大
き
な
被
害

を
受
け
た
泊
里
で
は
、
再
度
高
台
へ
の
移
転
計
画
が
進
み
、

碁
石
に
は
集
団
移
転
地
（
通
称
「
住
じ
ゅ
う
た
く宅
」）
な
ど
も
造
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
昭
和
15
年
の
記
録
に
、
泊
里
で
は
「
人
家 

次
第
に
山
手
の
方
に
移
り
、
漁
業
家
の
作
業
場
と
化
し
つ

つ
」
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
こ
う
し
て
碁
石
半
島
の

さ
ら
に
先
の
方
ま
で
居
住
地
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
た
だ
し

戦
後
す
ぐ
、昭
和
23
年
の
航
空
写
真
（
51
㌻
参
照
）
を
見
る
と
、

碁
石
や
三
十
刈
、
山
根
な
ど
の
高
台
に
は
ま
だ
民
家
は
ま
ば

ら
で
、
代
わ
り
に
一
面
の
畑
が
広
が
っ
て
い
る
か
ら
、
泊
里

が
ご
く
近
年
ま
で
、
人
家
の
密
集
す
る
「
泊
里
５
部
落
」
の

明治 29 年『岩手縣沿岸大海嘯部落見取絵図（甲）』
※ 図と文を書き起こしたもの。明朝体は筆者の加筆

中
心
的
集
落
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、
泊
里
は
36
戸
の
う
ち
35
戸
が
被
災
し

た
。
泊
里
の
草
分
け
の
家
と
伝
え
ら
れ
る
大
和
田
太
一
さ
ん

（
屋
号
：
元
寺
、
大
正
８
年
生
ま
れ
）
に
よ
れ
ば
、「
明
治
や
昭
和

の
津
波
で
残
っ
た
家
も
今
度
の
津
波
で
は
サ
ッ
パ
と
影
も
形

も
無
く
流
さ
れ
た
」と
言
う
。
そ
れ
を
受
け
、震
災
か
ら
ち
ょ

う
ど
２
年
後
の
平
成
25
年
３
月
、
泊
里
は
自
治
会
と
し
て
解

散
し
、
地
区
の
共
有
財
産
も
分
配
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
が
別
の

地
域
に
転
入
す
る
こ
と
と
な
り
、
泊
里
は
そ
の
長
い
歴
史
の

幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

＊　

＊　

＊

   

泊
里
と
並
ん
で
古
く
か
ら
集
落
が
作
ら
れ
て
い
た
の
が

西に
し
た
て舘

だ
。
地
区
の
南
西
に
の
び
る
舘た

て

ヶ
崎さ

き

と
呼
ば
れ
る
小
さ

な
半
島
に
は
、
か
つ
て
「
西に
し
た
て舘
城
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
現

陸
前
国
気
仙
郡
末
崎
村
字
泊
り

○
流
亡
戸
数　

五
十
六
戸　
　

○
負
傷
人
口

○
潰
戸
数　
　
　
　

四
戸　
　

○
海
面
ヨ
リ
高
低　

六
尺

○
流
亡
納
屋　
　
　
　
　
　
　

○
満
干
潮
ノ
差

○
潰
納
屋　
　
　
　
　
　
　
　

○
打
上
浪　
　
　

六
十
尺

○
死
亡
人
口　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
浪
走
リ　

自
百
間　

至
三
百
間

○
泊
里
は
元
宅
地
は
棟
を
並
べ
町
の
如ご
と

し
。
今
回
、
海
か
い
し
ょ
う嘯

に
皆
流り
ゅ
う
ぼ
う
亡
せ
ら
れ
と
て
も
、
再
び
居
住
の
見み
こ
み込
、
こ
れ

無
に
よ
り
、
朱
点
の
二
ケ
所
に
新
宅
地
を
設
け
、
移
転

の
設
計
中

○
元
宅
地
跡　

海
岸
に
は
防
風
潮
林
の
植
付
の
急
務
な
り

○
安
政
三
年
（

1856
）
七
月
二
十
三
日
の
津
浪
は
、
家
宅
に

浪な
み

打
上
が
ら
ず

新
宅
地 

見
込
地

新
宅
地 　

　見
込
地

要
水
路

神社

寺

山

山

浸水域

北

畑

田

泊
里
湾

在
で
も
石
積
み
ら
し
き
遺い

こ
う構
が
残
さ
れ
て
い
る
。地
元
で
は
、

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
葛か
さ
い西
清き

よ
し
げ重
の

重
臣
、
武
田
太
郎
信
義
の
居
城
で
あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
大
正
生
ま
れ
の
古
老
に
聞
く
と
、
こ
の
付
近
か
ら
兜
か
ぶ
と

を
被
っ
た
人
骨
が
何
体
か
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と

か
、
か
つ
て
は
本
丸
・
一
の
堀
・
二
の
堀
な
ど
の
地
名
が
つ

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
武
田
家
の
子
孫
と
さ
れ
る
の
が
「
西
舘
の
大
屋
」
の

屋
号
を
持
つ
武
田
家
（
現
当
主
・
貞て
い
い
ち一

氏
）
だ
。
こ
の
西
舘
の

大
屋
は
末
崎
町
全
体
で
も
６
、７
軒
目
に
古
い
家
だ
と
伝
え

ら
れ
、
こ
こ
か
ら
分
家
し
た
金か
ね
や
ま山

、
メ
ヤ
（
武
田
家
の
「
前メ
ヤ

」

の
意
味
）
な
ど
と
共
に
西
舘
で
は
草
分
け
の
家
と
言
わ
れ
て

い
る
。
48
～
49
㌻
の
絵
図
で
泊
里
の
西
側
に
描
か
れ
て
い
る

数
軒
の
家
も
、
こ
れ
ら
の
家
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　

昭
和
の
時
代
、
西
舘
は
半
農
半
漁
で
暮
ら
し
を
た
て
て
き

た
。
浜
で
は
男
た
ち
が
小こ
り
ょ
う漁
を
、
丘
で
は
女
た
ち
が
麦
作
を

始
め
と
す
る
耕
作
に
精
を
出
し
、
西
舘
城
が
あ
っ
た
と
い
う

舘
ヶ
崎
も
一
面
の
畑
と
し
て
拓ひ
ら

か
れ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和

30
年
代
以
降
に
ワ
カ
メ
や
ホ
タ
テ
の
養
殖
が
始
ま
り
、
浜
仕

事
に
手
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
女
が
浜
に
出
る
こ

と
も
多
く
な
っ
た
。
近
年
で
は
勤
め
人
も
増
え
、
碁
石
５
地

区
の
中
で
も
勤
め
人
の
多
い
集
落
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
西
舘
で
は
43
戸
の
う
ち
38
戸
が

津
波
に
よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
高
台
移
転
計
画
や
地

域
外
へ
の
転
居
が
進
み
、
こ
の
地
で
長
い
時
間
を
か
け
て
重

ね
ら
れ
て
き
た
暮
ら
し
の
あ
り
方
も
、
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

１

書かれている（昭和 37 年か、熊谷芳弘氏提供）
3.  平成元年（1989）の熊野神社式年大祭、西舘の家並み（武田貞一氏提供）
4.   昭和 55 年（1980）の熊野神社式年大祭、西舘の家並み（　　〃　提供）

1.  震災前の泊里の家並み（ 『津波をみた男』大船渡市立博物館 
H9 年 より転載）

2.  熊野神社式年大祭に参加する泊里の人々。幟には「中組」と →

１

２

３

４



トンボロ（陸繋砂州）にて浜遊び（昭和 31 年 8 月・武田貞一氏提供）泊里青年団の活動（昭和 30 年初頭・吉田力男氏提供） 碁石観光祭の喉自慢大会（昭和 30 年代・武田貞一氏提供）

　人口のこと　

　各集落の人口の動態についてはあまり多くの資料が残さ

れていません。ただし全体的な傾向として、終戦後に人口

が回復したのち、泊里や西舘が人口減少しているのに対し、

碁石、三十刈、山根は人口が増加していることがわかりま

す。特に碁石は昭和 29 年（1954）からの 50 年で 1.5 倍

に人口が増え、現在では面積・戸数人口とも５地区の中で

最大となっています。比較的土地の低い泊里・西舘から碁

石方面への高台移転が進んだ結果と考えられます。
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昭
８
：
津
波
襲
来
、
末
崎
で
は
39
名
が
犠
牲
に

　
　
　
国
鉄
大
船
渡
線
が
細
浦
駅
ま
で
開
通

昭
12
：
碁
石
海
岸
が
国
指
定
名
勝
、
天
然
記
念
物
に

昭
６
：
峰
岸
の
近
藤
一
郎
氏
が
こ
の
頃
に

　
　
　
カ
キ
養
殖
を
開
始
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

昭
14
：
舘
ヶ
崎
角
岩
岩
脈
が
国
指
定
天
然
記
念
物
に

昭
16
：
太
平
洋
戦
争
勃
発

昭
20
：
末
崎
村
、
空
襲
を
受
け
る
。
そ
の
後
終
戦

昭
27
：
大
船
渡
市
へ
合
併
、

農
協
泊
里
支
所
に
泊
里
診
療
所
開
設

昭
29
：
小
松
藤
蔵
氏
、
浮
竹
式
カ
キ
養
殖
を
門
之
浜
湾
に
導
入

　
　
　
岩
手
県
南
バ
ス
、
細
浦―

泊
里
間
の
運
行
開
始

昭
23
：
末
崎
村
中
学
校
校
舎
が
落
成

昭
28
：
第
１
回
碁
石
観
光
ま
つ
り
を
開
催

昭
25
：
泊
里
港
の
防
波
堤
、
船
揚
場
を
整
備

昭
32
：
小
松
藤
蔵
氏
、
ワ
カ
メ
養
殖
実
用
化
に
成
功

昭
39
：
製
塩
工
業
が
経
営
不
振
の
た
め
閉
鎖

昭
42
：
大
船
渡
湾
口
防
波
堤
工
事
に
よ
り
ト
ン
ボ
ロ
が
消
失

昭
46
：
末
崎
町
全
域
に
上
水
道
完
成

昭
49
：
こ
の
頃
、
ワ
カ
メ
養
殖
施
設
を
利
用
し
た

　
　
　 

養
殖
コ
ン
ブ
と
ワ
カ
メ
の
二
毛
作
が
本
格
化

昭
57
：
大
船
渡
市
立
博
物
館
が
現
在
地
に
移
転

昭
53
：
碁
石
漁
港
の
離
岸
堤
の
整
備
が
は
じ
ま
る

昭
50
：
赤
土
倉
漁
港
の
整
備
が
は
じ
ま
る

昭
60
：
赤
土
倉
漁
港
の
改
良
工
事
が
は
じ
ま
る

平
13
：
碁
石
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成

　
　
　
泊
里
漁
港
の
外
洋
部
の
施
設
整
備

平
23
：
東
日
本
大
震
災

平
25
：
泊
里
が
解
散

昭
40
：
南
浜
の
佐
藤
馨
一
氏
が
ワ
カ
メ
塩
蔵
加
工
法
を
開
発

昭
43
：
十
勝
沖
地
震
の
津
波
が
襲
来

昭
35
：
チ
リ
地
震
津
波
襲
来

昭
34
：
末
崎
漁
業
協
同
組
合
が
ワ
カ
メ
養
殖
の
た
め

             

既
設
の
ノ
リ
、
カ
キ
養
殖
漁
場
を
整
理

昭
38
：
泊
里
漁
港
の
改
良
工
事
に
着
工

昭
30
：
山
根
に
泊
里
診
療
所
が
開
設

明
29
：
津
波
襲
来
、
末
崎
全
体
で
は
676 
名
が
、

　
　
　
泊
里
浜
で
は
260
名
が
犠
牲
に
　

大
４
：
末
崎
青
年
団
が
発
足

明
31
：
赤
土
倉
に
松
を
植
林

大
11
：
末
崎
婦
女
会
が
発
足

　
　
　
碁
石
浜
の
大
和
田
鳥
蔵
氏
が
私
財
に
て

　
　
　
碁
石
湾
の
東
の
堤
防
を
修
築

大
13
： 

碁
石
浜
の
大
和
田
寅
蔵
氏
が
私
財
に
て

　
　
　
碁
石
湾
の
西
の
堤
防
を
修
築

昭
63
：
泊
里
漁
港
を
拡
張
整
備

末崎町全体の人口（人） 碁石５地区の人口（人）

泊里

泊里 西舘

西舘

三十刈

三十刈
山根

山根

碁石

碁石

474

169
155

187

219

299

214

192

泊里

140
122

177

228

242

389

176

241

281

431

151

230

200

14

378

250

263

279



　

土
地
の
記
憶

碁
石
で
は
現
在
で
も
屋
号
を
用
い
て
い
る
。
屋

号
に
は
場
所
柄が
ら

を
示
す
も
の
、
家
の
由
来
を
示
す

も
の
、
商
売
を
表
す
も
の
な
ど
様
々
。
土
地
や
暮

ら
し
の
記
憶
が
そ
の
ま
ま
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
津
波
で
被
害
を
受
け
た
家
々
を
中
心
に
、

家
の
場
所
や
屋
号
、井
戸
の
場
所
な
ど
を
示
し
た
。

熊野神社

麟祥寺

消防センター

神明社

M29 海嘯碑（①）

JA

漁協

田中の井戸

泊里湾

カンベ井戸
（④）

シメンタの井戸（③）

①  明治津波の到達
　  点に立つ海嘯碑

⑤ 津波到達点に立つ
　 昭和 8 年海嘯碑

③ シメンタの
　 井戸

② 麟祥寺前の
　 海嘯碑

八幡神社

八幡坂（碁石浜道）

イドバタ坂

西舘公民館

山根公民館

碁石地区
コミュニティセンター

泊里公民館

S8 海嘯碑

S8 海嘯碑
（⑤）

M29 海嘯碑（②）

住宅

公共施設

その他建造物

空き家

井戸

石碑

津波浸水域

水路

1
4

5

3

6

7
8

9

10
11

12
16

17

18

19

20

21

23

24

25

26

27

28

29

41

42

43 44

45 46

47 48
49

50
51

52 53
54 55

56

85

86

87
88

89

90
9192

93

94

95

57

58
59

60

61
6364

6566

67 68
69 70

71

72
73

74

75

76

(77)

77

78 79

80

81

82

83

84

62

30

3132

33

34

35

36
37

38

39

40

22

13

15

14

(14)

2

(3)

古座商店
碁石屋
酒店

鮮魚
シタボ

ヘアサロン

山本商店

まるふく

上坊米店

種田商店

美容室

理容店

２

（M29 海嘯碑）※明治津波の到達点に
　立っていたが現存せず

④カンベ坊の井戸



泊里 碁石西舘 三十刈 山根
数 数数 数 数使用戸数 使用戸数使用戸数 使用戸数 使用戸数

ツルベ井戸

車井戸

ポンプ

泉

6

4

4

2

2

10

1

7

12

1

2

9

1

1

1

18

12

13

12

2

15

2

14

39

2

5

19

1

1

1

屋　号 屋号の由来 家の移動

横
よこみち

道別家

後
うしろかみ

上

井
い ど ば た

戸端

漁栄丸別家

藁
わらばたけ

畑

（アキノさん）

片
か た た

田

片田

漁
りょうえいまる

栄 丸

栄
さかえまる

丸 別家

小
こ は ち ま ん

八幡

小
こんしょ

磯

柿
かき

の下
した

横道の別家

片田家の上に
位置する

井戸の端に位置する

この辺り一帯を片田
と呼ぶ

漁船の名前

漁船の名前

八幡神社の下に
位置する
浜の名前。民宿小磯荘
を経営（昭 47 年開業）

漁栄丸の別家

震災後に花巻へ移転

昭和の泊里漁港改良工事
後、泊里浜から現在地へ

震災後、同じ場所に
再建

上
う え か た た

片田

茶
ちゃばたけ

畑

（麟祥寺住職）

吉
き っ ち り や

十郎屋

神
し め ん た

明社下

大
おおした

下

豆腐屋別家

大きな茶畑があった

先祖の名前
（旧屋号綿屋）

神明社の下に位置する

豆腐屋の別家

震災後、西舘の高台
へ移転
昭 26 年泊里浜より
移転。震災後、再建

昭 8 津波後に泊里浜
より移転

大
だ い く や

工屋別家

坊
ぼう

別家

後
うしろかみ

上 別家

下
し た ぼ

坊

神
し め ん た

明下別家
神明社の下に
位置している

坊の別家

後上の別家

坊の下に位置する

下
し た ぼ

坊別家 下坊の別家

井戸端の別家井戸端別家

95

84

94

90

88

86

82

92

87

85

81

91

89

83

93

76

71

80

75

78

73

69

77

72

68

79

74

70

屋　号 屋号の由来 家の移動

大
お つ ぼ

坪

鳥
と ば

羽

元
もとでら

寺別家

（かみ）

元
もとでらのうえ

寺 上

唐
か ら く わ や

桑屋

ーー

山
やまもとてん

本店

八
や そ き ち や

十吉屋

大
お つ ぼ

坪別家

（河
か し

岸）

碁
ご い し や

石屋

（綿
わ た や

屋）

河
か わ ら ば た

原端

河原端別家

種
た ね だ

田

田中

古座商店

大
おおした

下別家

喜
きさぶろう

三郎

川
か ば た

畑

下
げ た や

駄屋

長
ちょうしろう

四 郎

守
も り や

屋

金
き ん べ え や

兵衛屋

マルフク

豆
と う ふ や

腐屋

泊里の草分けの家。元、
寺があったという

かつて婿を唐桑半島
からもらった
熊野神社の宝船が
ここから上陸した

「碁石にある店」とし
て仕入先から呼ばれた

綿屋を経営していた

種田商店を経営
（昭 26 年開業）

古座商店を経営
（昭 19 年開業）

山本商店を経営
（昭 7 年開業）

先祖の名前

先祖の名前

※１代のみ

下駄屋を経営

熊谷豆腐店を経営
（昭 38 年開業）

まるふく商店を経営
（昭 31 年開業）

震災前に転出、元屋敷は
豆腐屋が購入していた

震災後、三十刈へ
移転

昭 8 津波後、三十刈
へ移転。現西舘冷蔵

昭 26 年に浜の奥へ
移転（現屋号吉十郎屋）
昭 20 年頃、門之浜から
転入。震災後三十刈へ

親戚関係により小友
より移転

昭 40 年代に熊野
神社脇から現在地へ

昭 53 年頃に現・鮮魚
シタボから現在地へ

震災後、大船渡市
猪川町へ移転

震災後、太田団地（小
河原地区）に移転

震災後、門之浜の親
戚宅へ移転
震災後、三十刈へ移
転

元寺の別家

元寺の上に位置する

大坪の別家

西の下別家

元
もとでら

寺

――

権
ご ん ぺ や

兵衛屋

――

下
し も し ん や

新屋

おやま

43

51

59

47

55

63

45

53

61

49

57

65

44

52

60

48

56

64

46

54

62

50

58

66

67

38

34

42

40

36

39

35

41

37

屋　号 屋号の由来 家の移動

西
にしたて

舘の大
お お や

屋

畑
はたけなか

中別家

金
かねやま

山

前
めや

丸
ま る た

田

木
き ど わ き

戸脇

橋本

南
な ん ぶ

部

入
い り こ

古

磯
い そ ざ

沢

（三井さん）

畑
はたけなか

中

西の仁
に い や

屋

西の大
お お や

屋

西の大屋
別家

西の仁屋
別家

西の下
した

古
こ ざ

座

こっち角
かど

別家

あっち角
かど

金
か ね た

田

和
わ た ど

田堂

床
と こ や

屋

西の大屋
別家

産
さ ん ば

婆

お金
かねづか

塚

中
なかにし

西

西
に し の じ ま

之嶋

上
わ ん ぼ

坊

まるたけ

大
お つ ぼ

坪別家

大
お つ ぼ

坪別家

勘
か ん べ ぼ う

兵衛坊

（タムタム）

西舘草分けの家
西舘城主武田家子孫１

９

５

３

７

２

10

18

26

14

22

30

12

20

28

16

24

32

11

19

27

15

23

31

13

21

29

17

25

33

６

４

８

初代西舘の大屋の
娘が分家
大屋の叔父？が大屋の
前に家を構えた

西舘城の木戸の脇に
あったとされる

西舘の大屋から見て
こっちの角に位置する

西の大屋の別家

西舘の大屋から見て
あっちの角に位置する
金山の「金」と武田の

「田」をとった
和田堂商店を
経営していた

床屋を経営
（昭 43 年開業）

同名の塾を経営
（昭 56 年開業）

現当主の母が
産婆だった
庚申塚への
入り口に位置する

熊野神社神主（社務所）

大屋の前にあったが
火災に遭い現在地へ

金山の２番目の別家

金山の１番目の別家

畑の中にあった

明治津波の後、泊里
浜から移転

昭 8 津波後、泊里浜
から移転
平 10 年、泊里浜か
ら移転

震災後、西舘の高台
に新築移転

震災前に東京へ移転

震災前に越喜来から
移転（和田堂の親戚）

昭 50 年代に泊里か
ら移転

赤崎町蛸ノ浦から
転入
震災後、同じ場所で
再建
震災後、三十刈へ
転出

西の仁屋の別家

神社から見て西にある
大屋
西の大屋の奥（イリッ
コ）にあった

畑中の別家

八戸（南部藩）から
来た

西の大屋の別家

西の大屋の別家

西の大屋の別家

大坪の別家

大坪の別家

　井戸のこと　

　末崎町全体に上水道が整備されるのは昭和 46 年

（1971）のこと。それまでは井戸が大切なライフラ

インでした。昭和 15 年の資料によれば、碁石 5 地

区には全部で 63 の井戸や泉があり、滑車に桶をつ

けて汲み上げるツルベ井戸や車井戸のほか、大正期

から全国的に流
は や

行りはじめたポンプ井戸もすでに普

及していたことなどが記録されています。

　井戸は、2 ～ 3 軒の共同で使っていたものも多

かったようです。共同井戸ではその管理も共同作業。

盆前になると井戸を使っている家が総動員で「井戸

替
か

え」を行ったもので、井戸の底にたまった一年分

の泥をすくい、水を全部替えて掃除したといいます。

　これらの井戸の中でも「勘
か ん べ ぼ う

兵衛坊の井戸」と「田

中の井戸」はこの地域の古地図に描かれた２つの井

戸と考えられ、特に古いようです。勘兵衛坊の井戸

（49 ㌻の４番か）は、もともと熊野神社神職の家筋で

ある上
わ ん ぼ

坊の井戸だったと伝えられており、現存して

います。田中の井戸（48 ㌻の 25 番か）も現在はマン

ホールで塞がれていますが、蓋を開けると石積みの

井戸が残され、中には今でも水が湛
たた

えられています。

この田中の井戸の脇にある家の屋号を井
い ど ば た

戸端、その

横の坂を井戸端坂と呼ぶ通り、この井戸は地域に

とっても重要なランドマーク（土地の目印や象徴）だっ

たようです。また、泊里にある「神
し め ん た

明社下の井戸」

は特に水量が豊富なことで有名で、近隣の数軒がこ

れを利用していたと言います。

　こうした井戸の多くは現在でもまだ残されてお

り、平成 23 年の東日本大震災の際には大変役立っ

たと言います。　　　　　　　　　　　　　　

昭和 15 年（1940）の碁石５地区の井戸（『気仙郡末崎村郷土教育資料』昭和 15 年より）

橋のたもとにあった

神社の方（おやま）に
あるから

（上片田の別家）

先祖の名前

西の下の別家

震災後、山根へ移転
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今
を
去
る
こ
と
お
よ
そ
70
年
前
、
昭
和
10
年
代
の
碁
石

５
地
区
の
な
り
わ
い
に
つ
い
て
『
気
仙
郡
末
崎
村
郷

土
教
育
資
料
（
一
）
地
理
・
産
業
・
歴
史
　
第
一
編
　
地
理
』

（
昭
和
15
年
、
吉
田
藤
一
・
佐
藤
洋
）
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

あ
り
ま
す
。

　
西
舘
　
泊
里
湾
の
西
部
を
占
め
中
井
よ
り
峠
を
越
え

た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
其
の
先
に
旧
西
舘
城
跡
あ
り
。
半

農
半
漁
の
部
落
な
り
。

　
泊
里
　
泊
里
湾
の
沿
岸
に
二
十
五
戸
の
人
家
あ
り
。

古
は
人
家
密
な
る
部
落
と
し
て
知
ら
れ
た
り
し
が
再
度

の
津
波
に
被
害
を
こ
う
む
り
、
人
家
次
第
に
山
手
の
方

に
移
り
、
漁
業
家
の
作
業
場
と
化
し
つ
つ
あ
り
。

　
三
十
刈
　
…
部
落
は
農
を
主
と
し
漁
は
従
と
な
る
生

活
状
態
な
り
し
（
中
略
）
昭
和
八
年
の
津
波
以
後
、
人
家

次
第
に
多
く
な
る
。

　
山
根
　
…
こ
の
部
落
は
山
根
盆
地
の
為
せ
る
田
地
を

抱
へ
村
内
の
田
地
の
三
割
を
占
む
れ
ど
、
其
の
所
有
は

他
部
落
人
の
物
多
し
。海
岸
も
遠
く
農
事
も
振
は
ず
…（
後

略
）。

　
碁
石
　
本
村
最
南
東
端
部
落
に
し
て
（
中
略
）
隣
部
落

泊
里
と
共
に
聚
落
状
況
は
同
じ
う
し
小
漁
浜
と
し
て
発

達
せ
る
も
の
な
り
。
又
一
部
は
（
中
略
）
畑
地
に
よ
り
て

農
業
経
営
を
主
と
す
る
も
の
あ
り
…
（
後
略
）。

　
農
業
や
漁
業
の
詳
細
な
実
態
は
こ
の
記
述
か
ら
は
う
か
が

え
ま
せ
ん
が
、
ど
の
集
落
も
半
農
半
漁
を
な
り
わ
い
と
し
、

し
か
し
海
の
す
ぐ
そ
ば
に
立
地
す
る
泊
里
集
落
や
碁
石
集
落

が
漁
業
へ
の
暮
ら
し
の
依
存
度
が
高
か
っ
た
こ
と
は
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
碁
石
だ
け
で
な
く
昭
和
前
期
の
三
陸
沿
岸
の
集

落
は
、
農
業
で
は
麦
や
稗ひ

え

な
ど
の
穀
物
や
蔬そ

さ
い菜

類
を
栽
培

し
、
海
で
は
早
春
の
岩
ノ
リ
に
始
ま
っ
て
、
春
に
は
マ
ツ
モ
、

フ
ノ
リ
、
ワ
カ
メ
な
ど
天
然
の
海
藻
を
と
り
、
夏
に
は
テ
ン

グ
サ
や
ウ
ニ
、
晩
夏
か
ら
冬
に
か
け
て
は
天
然
の
コ
ン
ブ
や

ア
ワ
ビ
な
ど
の
合
間
に
沿
岸
で
の
イ
カ
や
タ
コ
釣
り
、
刺さ

し
あ
み網

や
延は

え
な
わ縄

を
用
い
て
の
ド
ン
コ
や
メ
ヌ
ケ
、
イ
ナ
ダ
、
サ
ケ
や

マ
ス
な
ど
の
回
遊
魚
の
採さ

い
ほ捕

と
、
季
節
に
応
じ
た
漁ぎ

ょ
ろ
う撈

を
行

な
っ
て
暮
ら
し
を
た
て
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
農

業
や
漁
業
の
合
間
を
ぬ
っ
て
一
家
の
男
た
ち
は
東
北
や
北
海

道
各
地
の
大だ

い
ぼ
う
あ
み

謀
網
漁
業
の
網あ

み
こ子

や
北
洋
漁
業
の
船ふ

な
こ子

と
し
て

の
出
稼
ぎ
も
行
な
っ
て
暮
ら
し
が
維
持
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　
こ
う
し
た
碁
石
や
三
陸
の
沿
岸
集
落
の
営
み
は
戦
後
大
き

く
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
漁
船
の
動
力
化
、
大
型
化
で
生
産

力
が
高
ま
り
、
冷
凍
冷
蔵
設
備
の
普
及
や
、
鉄
道
、
道
路
な

ど
の
輸
送
網
が
整
備
さ
れ
、
大
消
費
地
で
あ
る
関
東
圏
へ
の

海
産
物
輸
送
が
容
易
に
な
る
と
、
三
陸
の
海
産
物
も
大
量
に

売
れ
る
よ
う
に
な
り
、
天
然
物
の
魚
介
の
採
捕
と
細
々
と
し

た
ノ
リ
や
カ
キ
な
ど
の
養
殖
を
組
み
合
わ
せ
た
漁
業
専
業
で

も
暮
ら
し
が
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
中
で
も

大
き
く
碁
石
の
暮
ら
し
を
変
え
た
の
は
碁
石
に
隣
接
す
る
中

央
地
区
の
門か

ど
の
は
ま

之
浜
出
身
の
小
松
藤と

う
ぞ
う蔵

に
よ
る
ワ
カ
メ
の
人
工

栽
培
方
法
の
開
発
や
、
養
殖
し
た
ワ
カ
メ
を
ボ
イ
ル
し
塩え

ん
ぞ
う蔵

す
る
技
術
の
開
発
な
ど
で
し
た
。
天
然
ワ
カ
メ
の
時
代
に
は

天
日
乾
燥
す
る
だ
け
で
、
ひ
と
と
き
は
碁
石
の
ワ
カ
メ
を
四

国
の
鳴な

る
と門

の
灰
ワ
カ
メ
と
し
て
加
工
す
る
下
請
け
生
産
時
代

も
あ
り
ま
し
た
が
、
ワ
カ
メ
養
殖
と
保
存
の
き
く
湯
通
し
塩

蔵
ワ
カ
メ
の
開
発
に
よ
り
、
三
陸
ワ
カ
メ
は
一
挙
に
市
場
を

獲
得
し
、
碁
石
へ
も
豊
か
な
海
の
時
代
が
も
た
ら
さ
れ
た
の

で
す
。

　
戦
後
も
昭
和
の
50
年
代
に
な
る
と
碁
石
の
海
に
は
ワ
カ
メ

や
コ
ン
ブ
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
な
ど
を
吊
る
し
た
色
と
り
ど
り

の
浮
き
が
花
咲
い
て
い
ま
し
た
。
碁
石
岬
で
は
焼
い
た
ホ
タ

テ
や
塩
ウ
ニ
、
ワ
カ
メ
や
コ
ン
ブ
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
折
か
ら
の
旅
の
ブ
ー
ム
で
碁
石
海
岸
を
訪
れ
て
く

る
旅
人
を
も
魅
了
す
る
豊
か
な
海
の
景
観
で
あ
り
、
海
の
味

覚
で
し
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
平
和
で
豊
か
だ
っ
た
碁
石
の

暮
ら
し
は
、
平
成
23
年
の
津
波
で
そ
の
多
く
が
海
の
中
に
消

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
津
波
か
ら
３
年
を
経
た
今
日
、
少
し
ず
つ
で
す
が
碁
石

の
海
に
ふ
た
た
び
養
殖
ワ
カ
メ
や
カ
キ
を
吊
る
す
浮
玉
が
浮

か
び
、
浜
は
津
波
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
章
で
は
、
わ
た
し
達
が
お
会
い
で
き
た
方
々
だ
け
に
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
津
波
前
後
の
碁
石
の
海
を
体
験
し
て

き
た
方
々
の
海
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

◉ 

津
波
で
養
殖
施
設
を
流
し
ま
し
た
が
… 

◉

　

今
度
の
津
波
震
災
で
施
設
も
流
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

震
災
後
に
ワ
カ
メ
養
殖
を
や
り
た
い
人
で
再
申
込
を
し
た
ん

で
す
。
碁
石
組
で
は
今
年
（
平
成
23
年
）
ワ
カ
メ
養
殖
を
や
っ

た
の
は
17
名
。
前
は
50
人
が
ワ
カ
メ
や
っ
て
た
時
が
あ
り
ま

す
。
で
も
今
の
方
が
ワ
カ
メ
養
殖
の
施
設
台
数
は
多
い
ん
で

す
。
昔
は
機
械
力
が
な
か
っ
た
か
ら
養
殖
は
労
力
的
に
大
変

だ
っ
た
の
ね
。
今
は
１
人
で
昔
の
３
倍
く
ら
い
や
っ
て
る
。

ワ
カ
メ
の
苗
を
巻
く
ロ
ー
プ
の
長
さ
は
今
は
160
㍍
、
ホ
タ
テ

や
ホ
ヤ
は
100
㍍
で
す
。
以
前
は
碁
石
、
泊
里
、
三
十
刈
と
部

落
単
位
で
養
殖
を
や
っ
た
け
ど
、
今
は
人
が
少
な
い
か
ら
、

こ
っ
ち
（
南
浜
）
は
全
部
一
緒
に
な
っ
た
。
養
殖
用
の
ロ
ー

プ
を
張
る
た
め
の
碇
い
か
り
の
敷ふ

せ
つ設
な
ど
の
作
業
の
効
率
は
、
全
部

一
緒
に
や
っ
て
も
効
率
的
で
な
い
か
ら
、
１
班
、
２
班
と
か

分
か
れ
て
作
業
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
碁
石
だ
け
で
１
班
だ
け

ど
、
今
は
泊
里
、
中
井
、
西
館
で
１
グ
ル
ー
プ
。
山
根
と

三
十
刈
で
１
グ
ル
ー
プ
。（
碁
石
・
吉
田
力
男
さ
ん
・
昭
和
18
年

生
ま
れ
）

　
◉ 

泊
里
の
ワ
カ
メ
養
殖
は
、
今
は
俺
一
人
… 

◉

　

泊
里
は
昔
は
半
農
半
漁
だ
っ
た
け
ど
、
震
災
前
は
漁
業
を

や
っ
て
い
る
家
は
大
し
て
な
か
っ
た
ね
。
津
波
震
災
後
の
ワ

カ
メ
養
殖
は
、
泊
里
組
で
は
俺
一
人
に
な
っ
た
の
。
昔
は
泊

里
で
16
名
か
17
名
か
あ
っ
た
。
泊
里
の
海
岸
に
作
業
場
が

あ
っ
て
。
震
災
直
前
に
ワ
カ
メ
や
っ
て
た
の
は
泊
里
組
で
は

俺
と
三
十
刈
の
熊
谷
節
男
さ
ん
、
大
和
田
友
男
さ
ん
、
鎌
田

吉
夫
さ
ん
、
大
和
田
忠
さ
ん
の
５
名
だ
。
そ
の
人
と
西
舘
３

名
、
尾
崎
誠
さ
ん
、
武
田
隆
さ
ん
、
泉
田
幸
七
さ
ん
。
泊
里

５
名
と
西
舘
３
名
の
８
名
で
ワ
カ
メ
組
を
や
っ
て
い
た
。
津

波
前
は
中
井
は
中
井
の
人
だ
け
で
や
っ
て
い
た
の
。
熊
谷
太

一
さ
ん
、
鎌
田
芳
勝
さ
ん
、
鎌
田
末
雄
さ
ん
の
３
名
が
や
っ

て
い
た
ん
だ
ね
。
俺
は
ワ
カ
メ
は
二
次
加
工
ま
で
し
な
い
わ

け
だ
。
ボ
イ
ル
す
る
と
作
業
場
い
る
し
。
震
災
直
前
に
55
カ

ゴ
ほ
ど
出
す
ま
で
に
し
て
い
た
の
さ
、
15
㌧
刈
っ
て
。
震
災

で
み
ん
な
流
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。（
泊
里
、
現
在
は
太
田
団
地

（
小
河
原
）
へ
移
転
・
熊
谷
克
夫
さ
ん
・
昭
和
17
年
生
ま
れ
）

　
◉ 

こ
の
爺
さ
ん
、
何
や
っ
て
ん
だ
べ 

◉ 

　

小
松
藤と

う
ぞ
う蔵
さ
ん
が
昭
和
32
年
に
養
殖
方
法
を
開
発
し
て
か

ら
、
碁
石
で
は
ワ
カ
メ
養
殖
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
も

と
も
と
大
昔
か
ら
、
メ
カ
ブ
が
胞
子
を
出
し
て
る
と
い
う
の

は
わ
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
を
人
工
的
に
や
る
方
法
は

わ
か
ん
な
か
っ
た
の
。
わ
た
し
が
小
学
校
の
頃
は
、
こ
の
爺

さ
ん
何
や
っ
て
ん
だ
べ
、
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
藤
蔵
さ
ん

は
人
工
的
に
メ
カ
ブ
か
ら
胞
子
が
出
る
の
が
い
つ
か
、
そ
ん

な
研
究
を
や
っ
て
い
た
ん
だ
ね
。
胞
子
が
何
に
一
番
つ
く
の

か
、
そ
し
た
ら
シ
ュ
ロ
（
棕
櫚
縄
）
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

1.  昭和 30 年代か。ワカメの胞子を付着させるシュロ縄の準備（吉田力男氏提供）　2. シュロ縄にびっしり育ったワカメの芽。
これを小さく切り取って幹縄に巻き込み、海中に投じてワカメを養成する（H24 年 12 月）

て
。
そ
う
な
る
と
、「
何
、そ
ん
な
事
な
ら
俺
も
わ
か
っ
て
た
」

と
い
う
人
は
一
杯
い
た
。
し
か
し
学
説
と
し
て
発
表
し
た
の

は
小
松
さ
ん
な
ん
で
す
。
宮
城
県
で
そ
ん
な
こ
と
は
わ
か
っ

て
い
た
と
い
う
の
は
一
杯
い
た
そ
う
で
す
け
ど
。

　

ワ
カ
メ
は
最
初
は
乾
燥
ワ
カ
メ
だ
っ
た
ん
で
す
。
乾
燥
場

を
作
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ボ
イ
ラ
ー
た
い
て
、
ボ
イ
ル
や
る
よ

う
に
な
っ
て
。
藤
蔵
さ
ん
は
漁
協
の
人
で
、
販
路
を
拡
大
し

て
。
あ
の
人
を
の
ぞ
い
て
ワ
カ
メ
養
殖
は
語
ら
れ
な
い
ね
。

小
松
さ
ん
は
特
許
と
っ
て
（
技
術
を
）
自
分
の
も
の
に
で
き

た
ん
だ
け
ど
、
小
松
さ
ん
と
い
う
人
は
、
言
葉
は
悪
い
け
ど

裕
福
な
人
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
の
た
め
に
と

い
う
こ
と
で
末
崎
や
他
の
土
地
に
広
め
た
ん
だ
ね
。
人
望
は

あ
っ
た
ね
。（
碁
石
・
吉
田
力
男
さ
ん
）

　
◉ 

ワ
カ
メ
養
殖
は
小
松
藤
蔵
さ
ん
、

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
の
人
の
後
を
継
い
だ
の
… 

◉ 

　

ワ
カ
メ
養
殖
の
開
発
者
は
小
松
藤
蔵
さ
ん
、
あ
の
人
の
後

を
継
い
だ
ん
で
す
。
た
だ
あ
の
人
は
自
分
は
養
殖
は
手
掛
け

な
か
っ
た
の
。
あ
の
人
は
ひ
と
つ
の
天
才
で
。
自
分
で
頭
で 2

1
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考
え
る
け
ど
、
実
行
は
し
な
い
。
藤
蔵
さ
ん
は
漁
師
な
ん
だ

け
ど
、
何
て
言
う
か
、
漁
師
で
あ
っ
て
漁
師
じ
ゃ
な
い
の
。

頭
い
い
の
。
藤
蔵
さ
ん
は
ワ
カ
メ
の
養
殖
と
い
う
遺
産
を
残

し
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
実
行
に
移
し
て
、
現
在
の
養
殖
ワ
カ

メ
に
仕
立
て
上
げ
た
の
が
我
々
。
藤
蔵
さ
ん
は
、
教
え
て
く

れ
た
ん
で
は
な
く
、「
そ
う
だ
ろ
う
」、
と
言
う
の
。「
メ
カ

ブ
か
ら
胞
子
が
出
る
だ
ろ
う
」
と
。
あ
の
人
の
頭
の
良
さ
っ

た
ら
な
い
。
当
時
、
若
い
う
ち
は
、
う
ち
の
親
父
が
大お
お
あ
み網
の

大だ
い
ぼ
う謀
だ
の
、
脇わ

き
だ
い
ぼ
う

大
謀
、
副ふ

く
だ
い
ぼ
う

大
謀
っ
て
い
う
よ
う
な
の
し
て
た

か
ら
、
そ
の
配
下
と
し
て
藤
蔵
さ
ん
を
使
っ
て
、
宮
城
県
の

出い
ず
し
ま島

、
網あ

じ地
島し

ま

、
金き

ん
か
さ
ん

華
山
、
あ
の
あ
た
り
を
十と

し
ま島

っ
て
呼
ん

で
る
け
ど
も
、定て
い
ち置
網あ

み

を
入
れ
て
て
、そ
こ
さ
出
稼
ぎ
に
行
っ

て
、俺
の
親
父
が
責
任
者
で
藤
蔵
さ
ん
を
使
っ
た
ん
だ
っ
て
。

親
父
は
、藤
蔵
さ
ん
は
賢
い
や
つ
だ
っ
た
っ
て
。
だ
け
ど
も
、

功
労
は
で
き
る
け
ど
も
、
実
際
に
は
や
ん
な
い
で
…
。

―（
奥
さ
ん
）や
っ
た
ん
だ
よ
。
藤
蔵
さ
ん
は
カ
キ
剥
き
と
か
、

ノ
リ
養
殖
と
か
。
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
た
よ
ね
。

　

や
っ
た
か
な
ぁ
。
あ
の
人
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
人

だ
っ
た
か
ら
ね
。
発
想
が
い
い
ん
だ
ね
。
藤
蔵
さ
ん
が
ワ
カ

メ
の
養
殖
方
法
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
さ
っ
き
言
っ
た
み
た
い
に
、
親
父
の
配
下
と
し

て
あ
の
人
は
や
っ
て
た
ん
だ
が
、
あ
の
人
が
賢
い
か
ら
、
自

分
を
使
っ
た
人
に
、
今
度
は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
る
よ
う

な
立
場
に
、
立
場
が
逆
転
し
て
…
。
藤
蔵
さ
ん
は
俺
の
お
袋

と
同
じ
く
ら
い
の
年
だ
か
ら
、
年
の
差
あ
る
か
ら
直
接
の
付

き
合
い
は
な
い
な
。（
山
根
・
鈴
木
祥
正
、
ツ
ネ
子
さ
ん
夫
妻
・
昭

和
12
年
、
昭
和
15
年
年
生
ま
れ
）

　
　
◉ 

ワ
カ
メ
研
究
部
で

　
　
　
　
　
宮
城
県
の
方
ま
で
教
え
さ
行
っ
た
の 

◉

　

ワ
カ
メ
養
殖
の
研
究
部
を
始
め
た
の
は
、
と
に
か
く
結
婚

し
て
か
ら
。
結
婚
が
昭
和
37
、
８
年
く
ら
い
、
そ
れ
か
ら
２

年
く
ら
い
経
っ
た
時
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ワ
カ
メ
の
技
術

も
、
養
殖
の
技
術
も
そ
れ
ま
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。　

　

―
（
奥
さ
ん
）
泊
里
と
い
う
部
落
が
、
今
は
な
く
な
っ
た

け
ど
、
そ
こ
に
も
何
人
か
こ
の
人
た
ち
の
仲
間
が
い
た
ん
で

す
よ
ね
。

　

最
初
は
天
然
の
ワ
カ
メ
の
メ
カ
ブ
を
と
っ
て
き
て
、
陰
干

し
す
る
ん
で
す
。
天
日
に
干
す
と
、
胞
子
が
死
ん
じ
ゃ
う
か

ら
。
メ
カ
ブ
の
ノ
ロ
は
ね
、
ぬ
る
ぬ
る
し
て
る
の
。
胞
子
を

保
護
す
る
た
め
の
ノ
ロ
ら
し
い
か
ら
。
そ
れ
を
日
陰
に
陰
干

し
す
る
と
、
我
々
は
「
カ
ブ
レ
」
っ
て
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど

な
ん
か
花
粉
み
た
い
な
も
の
が
表
面
に
上
が
る
ん
で
す
よ
、

ち
ょ
っ
と
青
い
や
つ
ね
。

　

―（
奥
さ
ん
）カ
ビ
が
生
え
て
る
よ
う
な
粉
吹
く
ん
だ
よ
ね
、

メ
カ
ブ
に
。
そ
れ
が
種
で
な
い
の
か
ね
。

　

メ
カ
ブ
を
顕
微
鏡
で
見
る
と
無
数
に
穴
が
あ
っ
て
、
そ
の

穴
の
中
に
胞
子
が
隠
れ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
れ
を
擁よ
う
ご護
す
る

た
め
に
ノ
ロ
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
ノ
ロ
を
乾
燥
さ
せ
な

い
で
、
そ
の
種
を
擁
護
す
る
。
直
射
日
光
を
当
て
る
と
胞
子

が
死
滅
す
る
か
ら
、
陰
で
干
し
て
。
そ
し
て
、
そ
の
目
安
と

し
て
は
、
そ
の
表
面
に
カ
ブ
レ
と
い
う
、
粉
の
よ
う
な
も
の

が
見
え
て
く
る
と
、
そ
れ
が
種
が
熟
成
し
た
っ
つ
う
目
安
に

な
る
ん
で
す
。
種
が
メ
カ
ブ
か
ら
出
る
っ
て
い
う
こ
と
は

知
っ
て
た
け
ど
、
陰
干
し
し
た
ら
い
い
っ
つ
う
こ
と
は
分
か

ん
な
か
っ
た
の
。
当
時
は
ワ
カ
メ
の
前
に
ノ
リ
養
殖
を
や
っ

て
い
た
か
ら
、
ノ
リ
の
残
材
の
ロ
ー
プ
を
用
い
て
ワ
カ
メ
の

種
を
つ
け
た
も
ん
で
す
。当
時
は
細
い
ロ
ー
プ
だ
っ
た
か
ら
。

今
こ
ん
な
太
い
ロ
ー
プ
に
な
っ
た
け
ど
。
メ
カ
ブ
採
っ
て
く

る
の
は
６
月
か
な
。
と
に
か
く
天
然
ワ
カ
メ
と
っ
た
後
だ
か

ら
。
採
っ
て
、
あ
と
は
枯
れ
る
時
に
、
同
時
に
メ
カ
ブ
が
成

長
し
て
、
胞
子
を
出
す
か
ら
ね
。
ヤ
マ
の
も
の
は
花
が
咲
く

ん
だ
け
ど
、
ウ
ミ
の
も
の
は
花
が
咲
い
た
ん
じ
ゃ
ブ
ラ
ブ
ラ

す
る
か
ら
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
根
の
ほ
う
に
メ
カ
ブ
の
よ
う
な

も
の
が
つ
く
。

　

―
（
奥
さ
ん
）
天
然
の
メ
カ
ブ
っ
て
大
き
く
て
気
持
ち
悪

い
も
ん
だ
。

　

陰
干
し
し
た
の
を
水
に
入
れ
る
温
度
つ
う
の
が
あ
る
わ
け

で
す
。
あ
ま
り
あ
っ
た
か
く
て
も
ダ
メ
だ
け
ど
も
、
限
度
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
あ
る
程
度
の
温
度
ま
で
す
る
と
ね
、
も
う

メ
カ
ブ
を
さ
っ
と
海
水
に
入
れ
る
と
、
メ
カ
ブ
か
ら
煙
の
よ

う
に
、
ふ
わ
ー
っ
と
胞
子
が
出
て
き
ま
す
よ
。
そ
う
い
う
ふ

う
に
種
が
出
て
し
ま
っ
た
ら
メ
カ
ブ
を
あ
げ
て
し
ま
っ
て
、

そ
し
て
種た
ね
い
と糸

を
入
れ
れ
ば
、一
番
効
率
が
い
い
は
ず
な
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
理
屈
が
わ
か
ん
な
い
か
ら
、
今
の
人
た
ち

は
、
メ
カ
ブ
と
種
糸
の
綱
と
を
一
緒
に
入
れ
て
い
る
ん
で
す

よ
。
一
緒
に
入
れ
る
と
、
入
れ
た
瞬
間
、
種
糸
の
綱
が
海
水

を
吸
っ
て
し
ま
う
ね
、
そ
う
す
る
と
、
綱
は
種
を
薄
く
し
か

吸
わ
な
い
。
綱
が
海
水
を
吸
っ
た
後
で
胞
子
を
吸
わ
さ
れ
る

よ
う
な
状
態
だ
よ
ね
。
そ
う
で
な
く
、
胞
子
を
放
出
さ
せ
て

お
い
て
、
そ
の
後
に
種
糸
の
綱
を
入
れ
れ
ば
、
自
然
に
綱
さ
、

海
水
と
同
時
に
種
が
吸
い
込
ま
れ
る
わ
け
だ
。
今
の
人
は
そ

う
で
な
い
、
先
に
種
糸
を
入
れ
て
、
そ
れ
で
メ
カ
ブ
入
れ
る

ん
だ
。
綱
を
先
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
綱
が
先
に
水
吸
っ

て
る
か
ら
、
効
率
が
悪
い
。

　

種
糸
作
る
の
は
組
合
（
漁
協
）
で
な
く
個
人
で
す
ね
。
碁

石
が
ワ
カ
メ
発
祥
の
地
つ
う
ん
だ
け
ど
も
、
逆
に
今
は
種
を

買
っ
て
き
て
ん
で
す
、よ
そ
か
ら
。
ほ
と
ん
ど
の
生
産
者
が
。

種
の
つ
い
た
の
を
北
の
方
か
ら
買
っ
て
き
て
。
大お
お
つ
ち槌
と
か
か

ら
。
こ
こ
が
発
祥
地
だ
か
ら
、
逆
に
種
糸
を
売
っ
て
や
る
く

ら
い
で
い
い
は
ず
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
じ
ゃ
な
く
、
そ

の
真
似
し
た
人
た
ち
が
や
っ
た
の
を
わ
ざ
わ
ざ
お
金
出
し
て

買
っ
て
き
て
、
そ
れ
で
や
っ
て
る
ん
で
す
。

　

―
（
奥
さ
ん
）
わ
た
し
た
ち
は
２
年
く
ら
い
前
ま
で
種
つ

け
し
て
い
た
ね
。

　

自
分
た
ち
で
や
れ
ば
、
い
い
金
が
で
き
た
も
の
を
。
逆
に

宮
城
県
の
女お
な
が
わ川

の
手
前
あ
た
り
ま
で
、
わ
ざ
わ
ざ
ワ
カ
メ
の

養
殖
方
法
を
教
え
さ
い
っ
た
の
。
我
々
グ
ル
ー
プ
で
。（
山
根
・

鈴
木
祥
正
、
ツ
ネ
子
さ
ん
夫
妻
）

　
◉ 

な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
種
作
り 

◉

　

種
つ
け
は
６
月
過
ぎ
か
ら
や
っ
て
る
人
も
い
る
け
ど
、
７

月
だ
ね
。
６
月
の
末
に
な
る
と
天
然
の
メ
カ
ブ
採
っ
て
き
て

一
晩
陰
干
し
に
し
て
、
そ
し
て
タ
ン
ク
に
水
汲
ん
で
メ
カ
ブ

を
入
れ
て
、
種
を
つ
け
る
シ
ュ
ロ
を
一
緒
に
い
れ
て
、
そ
し

て
１
時
間
か
２
時
間
、
メ
カ
ブ
が
吐
き
出
し
た
胞
子
を
種
糸

の
シ
ュ
ロ
に
つ
け
る
ん
で
す
ね
。
早
い
人
は
40
分
で
シ
ュ
ロ

糸
を
あ
げ
ま
す
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
「
種
つ
け
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
種
つ
け
た
シ
ュ
ロ
を
海
さ
持
っ
て
い
っ
て

ロ
ー
プ
に
吊
る
し
て
お
く
ん
で
す
。
そ
れ
を
ね
、
９
月
に

い
っ
ぺ
ん
掃
除
し
て
、
ま
た
そ
の
ま
ま
吊
る
し
て
お
く
と
、

10
月
に
な
る
と
芽
が
出
る
…
。
メ
カ
ブ
か
ら
種
は
作
っ
て
い

た
け
ど
、
う
ま
く
い
か
な
く
て
。
な
か
な
か
芽
が
出
な
い
。

そ
れ
で
10
月
末
か
11
月
に
種
買
っ
て
く
る
。
種
が
高
い
ん
だ

よ
ね
。
１
反
で
１
万
５
千
円
。
オ
ラ
で
な
ん
ぼ
だ
べ
な
、
12

～
13
反
使
っ
た
ん
だ
ね
。
15
万
円
く
ら
い
か
か
る
ね
。
種
は

釜
石
あ
た
り
、
吉よ
し
は
ま浜

（
大
船
渡
市
三
陸
町
）
も
あ
る
し
、
俺
は

吉き

り

き

り

里
吉
里（
大
槌
町
）で
買
っ
た
。最
初
は
釜
石
の
唐と

う
に丹
で
買
っ

て
い
た
が
。
俺
は
少
し
し
か
や
っ
て
な
い
け
ど
、
15
万
で
も

種
は
足
ん
な
い
く
ら
い
だ
よ
。
20
万
で
も
25
万
で
も
足
ん
な

い
ぐ
ら
い
だ
よ
。
ワ
カ
メ
つ
か
な
い
糸
も
あ
る
し
、
つ
く
糸

3. 種つけをしたシュロ縄。海中での生育状況を調べる（赤土倉沖、H25 年 8 月）　4. 養殖ワカメを摘んで泊里漁港に帰港した漁船。こ
れから湯通し塩蔵の加工作業が始まる　5. 水揚げしたワカメの湯通し作業。この後に塩をまぶして冷蔵する（4・5 とも H25 年 3 月）

4

5

も
あ
る
し
。
俺
は
12
台
や
っ
た
時
が
最
高
だ
ね
。
人
手
が
な

い
か
ら
ね
。（
泊
里
・
鎌
田
吉
夫
さ
ん
・
昭
和
14
年
生
ま
れ
）

　

◉ 

海
水
温
が
17
度
以
下
だ
と
ワ
カ
メ
の
質
が
落
ち
ま
す 

◉

　

ワ
カ
メ
の
種
つ
け
は
海
水
温
が
下
が
る
と
駄
目
な
ん
で

す
。
種
を
つ
け
る
と
き
は
18
度
～
20
度
台
だ
け
ど
、
芽
を
出

す
の
は
17
度
か
ら
18
度
、
７
月
の
１
日
か
ら
８
月
の
寒か

ん

の
あ

た
り
が
、
17
度
か
ら
20
度
台
に
な
り
ま
す
よ
。
育
っ
た
ワ
カ

メ
の
苗
を
幹み
き
な
わ縄

に
巻
き
込
む
時
は
15
度
台
。
そ
れ
で
種
つ
け

は
７
月
で
す
が
、
６
月
で
も
種
付
け
は
で
き
ま
す
。
そ
の
時

は
18
度
の
海
水
を
タ
ン
ク
に
入
れ
て
あ
っ
た
め
て
や
る
ん
で

す
。そ
う
す
る
と
胞
子
の
出
が
良
い
ん
で
す
よ
、そ
れ
を
や
っ

た
の
が
小
松
藤
蔵
さ
ん
な
ん
で
す
。
海
水
温
が
17
度
以
下
に

な
る
と
ワ
カ
メ
の
質
は
下
が
る
。
最
低
で
も
17
度
。
こ
れ
よ

り
下
が
る
と
ワ
カ
メ
の
色
は
変
わ
り
ま
す
。
４
月
に
17
度
台

の
水
温
に
な
る
と
、
ワ
カ
メ
の
光
沢
の
色
が
お
か
し
く
な
っ

て
く
る
。

　

１
月
は
幹
縄
に
巻
き
込
ん
だ
ワ
カ
メ
の
苗
の
間
引
き
位

で
、
養
殖
仕
事
は
閑ひ
ま

で
す
。
お
正
月
の
５
日
過
ぎ
か
ら
そ
ろ

そ
ろ
間
引
き
が
始
ま
る
ん
だ
が
、
今
年
（
平
成
25
年
）
は
正

月
は
無
理
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
で
し
ょ
う
。
苗
の
間

引
き
は
だ
い
た
い
２
月
で
す
。
30
㌢
の
間
に
ど
れ
だ
け
苗
が

あ
れ
ば
い
い
か
、
頭
の
中
に
あ
る
ん
で
す
よ
。
い
い
苗
だ
け

お
い
て
、
後
は
落
し
て
し
ま
う
ん
で
す
。
例
え
ば
30
㌢
の
間

に
10
本
お
く
か
、
15
本
お
く
か
は
そ
の
人
の
や
り
方
な
ん
で

す
よ
。
２
月
１
日
か
ら
２
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
に
間
引
き
は
終

わ
り
ま
す
。
３
月
の
中
頃
、
間
引
き
し
た
縄
か
ら
刈
り
込
み

が
始
ま
り
ま
す
。
最
後
の
間
引
き
か
ら
45
日
く
ら
い
経
っ
た

時
か
ら
刈
り
込
み
し
て
い
く
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
ん
で

3
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海に生きる

す
。
５
月
の
連
休
あ
た
り
ま
で
に
ワ
カ
メ
は
処
理
し
な
け
れ

ば
駄
目
。
連
休
明
け
か
ら
６
月
の
中
頃
ま
で
は
養
殖
コ
ン
ブ

の
刈
り
込
み
で
す
。（
碁
石
・
吉
田
力
男
さ
ん
）

　

◉ 

ワ
カ
メ
の
下
に
コ
ン
ブ
を
吊
る
す
二に

も
う
さ
く

毛
作 

◉ 

　

俺
も
コ
ン
ブ
養
殖
は
や
っ
た
。
あ
れ
は
ワ
カ
メ
と
の
二
毛

作
だ
か
ら
。
コ
ン
ブ
は
何
年
や
っ
た
か
な
。 

コ
ン
ブ
は
12

月
に
種
買
っ
て
来
る
ん
で
す
よ
。
漁
協
で
ま
と
め
て
。
５
月

の
連
休
あ
け
て
、
刈
り
始
め
る
ん
で
す
。
ワ
カ
メ
は
水
面
に

吊
る
す
ん
で
す
よ
。
コ
ン
ブ
は
そ
の
１
㍍
下
、
ワ
カ
メ
の
下

に
吊
る
す
ん
で
す
よ
。
種
糸
を
１
尺
ず
つ
に
切
っ
て
。
で
も

震
災
で
養
殖
の
資
材
全
部
流
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
止
め
て

し
ま
っ
た
ん
だ
よ
。（
泊
里
・
鎌
田
吉
夫
さ
ん
）

　
◉ 
ノ
リ
・
カ
キ
・
ホ
タ
テ
の
養
殖 

◉

　

ノ
リ
養
殖
も
あ
り
ま
し
た
し
、
カ
キ
は
早
く
か
ら
あ
り
ま

し
た
よ
。
カ
キ
は
我
々
の
時
代
は
50
～
60
人
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
や
っ
て
た
よ
。
や
っ
て
な
い
の
は
西
舘
の
大
屋
（
屋
号
）

く
ら
い
。
こ
こ
は
ち
ょ
っ
と
時し

け化
る
と
、
カ
キ
棚
も
ノ
リ
の

施
設
も
や
ら
れ
て
し
ま
う
ん
だ
ね
。
ホ
タ
テ
養
殖
は
末
崎
町

で
は
最
近
だ
ね
。ホ
タ
テ
は
ワ
カ
メ
よ
り
は
ず
っ
と
後
だ
ね
。

（
碁
石
・
吉
田
力
男
さ
ん
）

　

◉ 

ノ
リ
養
殖
の
後
は
ホ
タ
テ
養
殖 

◉ 

　

こ
れ
は
養
殖
ノ
リ
、
青
ノ
リ
で
ね
（
写
真
７
）。
爺
さ
ん
と

婆
さ
ん
が
綿
入
れ
着
て
る
か
ら
春
、
寒
い
時
だ
、
１
月
か
２

月
。
ノ
リ
に
草
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
草
を
取
っ
て
る
の
。

草
取
っ
た
ら
、
タ
ラ
イ
に
水
入
れ
て
、
ノ
リ
を
丁
度
い
い
く

ら
い
に
す
く
機
械
で
、
微み
じ
ん
ぎ

塵
切
り
に
す
る
。
わ
た
し
は
当
時

30
歳
代
。
こ
の
時
代
は
ま
だ
機
械
が
入
ら
な
い
時
で
、
ハ
サ

ミ
で
ノ
リ
を
切
っ
た
の
。
そ
の
後
、
自
動
的
に
ノ
リ
を
す
く

機
械
を
い
れ
た
。
わ
た
し
30
歳
代
か
ら
50
歳
代
ま
で
は
ノ
リ

で
生
活
た
て
て
、
ノ
リ
専
門
で
な
い
け
ど
、
半
農
半
漁
で

生
活
た
て
て
…
。
昭
和
30
年
頃
は
ノ
リ
が
盛
ん
に
な
っ
て

門か
ど
の
は
ま

之
浜
湾
さ
養
殖
や
っ
て
、
見
事
だ
っ
た
の
。
湾
内
さ
、「
シ

バ
」
て
い
う
竹
立
て
た
の
、
そ
れ
に
網
を
張
っ
て
。
浜
の
下

か
ら
ず
っ
と
湾
内
ま
で
、
そ
れ
は
見
事
だ
っ
た
の
。
そ
れ
か

ら
カ
キ
養
殖
も
や
っ
た
ね
。
ノ
リ
止や

め
て
か
ら
、
今
現
在
は

カ
キ
養
殖
し
て
い
ま
す
。

　

ノ
リ
の
後
は
み
ん
な
で
ホ
タ
テ
養
殖
に
切
り
替
え
た
け

ど
、
わ
た
し
は
ホ
タ
テ
養
殖
は
し
な
か
っ
た
の
。
浜
お
っ
か

な
く
て
、船
に
乗
っ
て
行
っ
た
け
ど
、波
に
た
ま
げ
て
し
ま
っ

て
。
で
も
ホ
タ
テ
組
合
は
い
っ
て
、
ホ
タ
テ
を
焼
い
て
売
り

ま
し
た
。
碁
石
の
岬
に
食
堂
が
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ
こ
が

商
売
止
め
た
の
で
、
そ
こ
で
、
ホ
タ
テ
を
焼
い
た
り
、
干
し

ワ
カ
メ
や
塩
ウ
ニ
も
売
り
ま
し
た
。
塩
ウ
ニ
は
四
角
い
箱
に

入
れ
て
売
っ
た
の
。
塩
ウ
ニ
は
加
工
し
て
家
に
置
い
て
お
く

と
、
商
人
が
買
い
に
き
た
も
の
で
し
た
。

　

ホ
タ
テ
売
り
は
碁
石
の
岬
で
、
碁
石
５
地
区
の
人
が
組
合

で
順
番
で
、
４
人
が
組
に
な
っ
て
生
で
焼
き
な
が
ら
売
り
ま

し
た
。
わ
た
し
は
ホ
タ
テ
売
り
が
嫌
で
ね
、
な
か
な
か
言
葉

が
出
な
く
て
。
知
っ
て
い
る
人
に
は
声
か
け
る
け
ど
、
旅
か

ら
来
て
る
人
に
は
声
か
け
ら
れ
な
い
。
や
っ
ぱ
り
商
売
や
っ

て
る
人
で
な
い
と
だ
め
。
声
か
け
な
い
と
売
れ
な
い
か
ら
。

ま
ず
生
の
ホ
タ
テ
50
個
持
っ
て
き
て
、
売
れ
具
合
み
て
、
ま

た
50
個
持
っ
て
き
て
焼
い
て
売
る
の
。
そ
れ
で
売
っ
た
の
は

４
人
で
必
ず
割
る
よ
う
に
し
て
、
１
人
７
千
円
と
か
も
っ
て

き
た
も
の
で
す
。（
西
舘
・
武
田
ト
シ
子
さ
ん
・
大
正
11
年
生
ま
れ
）

　
◉ 

天
然
ワ
カ
メ
味
は
い
い
け
ど
、
木
の
葉
の
よ
う
に
硬
い 

◉ 

　

天
然
ワ
カ
メ
は
、
養
殖
に
な
っ
て
か
ら
こ
こ
何
十
年
と
口

が
開
い
て
な
い
も
ん
ね
。
あ
っ
て
も
獲
ら
な
い
か
ら
も
っ
た

い
な
い
ね
。
天
然
ワ
カ
メ
は
本
当
は
味
が
い
い
ん
だ
け
ど
、

硬か
た

い
か
ら
ね
、
養
殖
と
違
っ
て
。
自
然
に
育
っ
た
も
の
だ
か

ら
、
天
然
ワ
カ
メ
は
岩
さ
付
い
た
も
の
だ
っ
た
ら
実
も
し
っ

か
り
し
て
る
し
、自
然
の
も
の
だ
か
ら
味
も
い
い
し
。
た
だ
、

形
や
伸
び
が
悪
い
ん
だ
よ
ね
。
養
殖
ワ
カ
メ
は
見
た
目
だ
け

は
い
い
け
ど
も
、
正
直
い
っ
て
味
は
よ
く
な
い
で
す
。

　

―
（
奥
さ
ん
）
天
然
ワ
カ
メ
は
、
本
当
に
木
の
葉
っ
ぱ
み

た
い
に
硬
い
の
。
形
も
悪
い
し
。（
山
根
・
鈴
木
祥
正
さ
ん
夫
妻
）

　
◉ 

ワ
カ
メ
干
し
に
高
田
松
原
ま
で
行
き
ま
し
た 

◉ 

　

天
然
ワ
カ
メ
が
大
量
に
採
れ
た
時
分
に
は
、
陸
前
高
田
の

松
原
ま
で
干
し
に
行
っ
た
ん
で
す
。
あ
そ
こ
は
砂
浜
だ
か
ら

昼
ま
で
に
は
乾
く
ん
で
す
よ
。
砂
利
だ
と
昼
ま
で
干
し
て
も

乾
か
な
い
ん
だ
よ
ね
。
船
で
積
ん
で
い
っ
た
り
、
車
頼
ん
だ

り
し
て
ね
、
一
日
が
か
り
だ
っ
た
ね
。
断
ん
な
く
て
も
大
丈

夫
な
の
。
い
ざ
こ
ざ
は
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
ワ
カ
メ

干
し
が
陸
前
高
田
の
漁
協
と
鉢
合
わ
せ
に
な
ら
な
け
れ
ば
い

い
ん
だ
ね
。ワ
カ
メ
は
良
く
乾
燥
さ
せ
ね
ば
な
ん
な
い
で
す
。

「
寝
か
せ
る
」
と
言
う
ん
だ
け
ど
、
生
乾
き
の
や
つ
を
４
、５

日
寝
か
せ
る
ん
で
す
。
採
る
場
所
に
よ
っ
て
、
葉
に
白
い
シ

ラ
ミ
が
つ
く
ん
だ
ね
。
砂
干
し
す
る
と
、
ワ
カ
メ
揉も

ん
で
砂

を
落
と
す
ん
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
シ
ラ
ミ
が
な
く
な
っ
て
い

る
ん
だ
ね
。
袋
さ
１
晩
入
れ
て
も
シ
ラ
ミ
が
消
え
て
し
ま
う

ん
だ
よ
ね
。（
三
十
刈
・
志
田
寅
之
進
さ
ん
・
昭
和
14
年
生
ま
れ
）

　

◉ 

今
で
も
ノ
リ
、
マ
ツ
モ
は
と
り
ま
す 

◉ 

　

今
も
ノ
リ
、
マ
ツ
モ
、
フ
ノ
リ
は
採
っ
て
る
よ
。
こ
こ
で

は
３
月
の
末
頃
か
ら
始
ま
る
の
か
な
。
俺
も
ノ
リ
、
マ
ツ
モ

が
開
口
に
な
る
と
、
た
ま
に
行
く
か
な
と
い
う
こ
と
も
あ
る

け
ど
。
３
月
か
ら
４
月
一
杯
で
す
ね
。
ノ
リ
は
あ
ん
ま
り
早

く
て
も
採
れ
な
い
ん
だ
。
ノ
リ
の
開
口
は
１
年
に
２
回
、
今

年
（
平
成
25
年
）
は
１
回
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
３
月
の

末
頃
だ
っ
た
か
な
。
あ
ん
ま
り
遅
く
な
る
と
ノ
リ
は
硬
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
、
採
り
に
行
く
人
も
い
な
く
な
る
。
フ
ノ

リ
も
ヒ
ジ
キ
も
マ
ツ
モ
も
開
口
日
は
同
じ
で
す
。
２
度
目
の

開
口
の
後
は
開
け
っ
放
し
だ
ね
。
遅
く
な
る
と
フ
ノ
リ
も
硬

く
な
る
ん
だ
ね
。
マ
ツ
モ
は
黒
い
ん
で
あ
れ
ば
採
る
ん
だ
け

ど
、
遅
く
な
る
と
赤
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
採
る
人
い
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ね
。ヒ
ジ
キ
は
お
湯
を
通
し
て
干
す
ん
だ
ね
。

マ
ツ
モ
や
フ
ノ
リ
は
生
で
乾
燥
す
る
ん
だ
ね
。
天
然
ワ
カ
メ

は
今
は
開
口
し
な
い
ね
。
養
殖
ワ
カ
メ
の
刈
り
取
り
が
２
月

6. 末崎中学校では平成 14 年（2002）からワカメ養殖体験授業を行っ
ている。この日は地元漁師が教師役を務め、苗の幹縄への巻込み作
業が行われた。門之浜漁港にて（H24 年 12 月）
7.  昭和 30 年代初頭、西舘にて。養殖したノリに混じった草の除去
作業（武田隆氏提供）。碁石５地区ではノリ養殖は昭和 35 年に廃
止され、それまでのノリ漁場をカキやホタテ、ワカメの養殖漁場に
切り替えた

末
か
ら
３
月
に
始
ま
る
か
ら
ね
。（
三
十
刈
・
志
田
寅
之
進
さ
ん
）

　
◉ 

テ
ン
グ
サ
は
昔
の
人
は
結
構
や
っ
た
ね 

◉ 

　

テ
ン
グ
サ
は
春
に
な
れ
ば
採
り
に
行
く
ん
だ
（
写
真
８
）。

俺
は
や
っ
た
こ
と
は
な
い
。
テ
ン
グ
サ
煮
る
と
言
っ
て
も
時

間
か
か
る
し
。
昔
の
人
は
結
構
や
っ
た
ね
。
今
は
誰
も
や
ん

ね
え
。
ト
コ
ロ
テ
ン
は
お
盆
に
食
っ
た
ね
。（
泊
里
・
鎌
田
吉

夫
さ
ん
）

　
◉ 

拾
っ
た
コ
ン
ブ
は
質
が
い
い
ん
だ
よ 

◉ 

　

拾
い
コ
ン
ブ
は
天
然
コ
ン
ブ
の
開
口
日
に
拾
っ
た
り
、
浜

が
時し

け化
た
後
に
拾
う
ん
が
い
い
ん
だ
ね
。
浜
さ
歩
い
て
。
毎

日
の
こ
と
だ
か
ら
ね
、
た
ま
る
ん
で
す
よ
。
俺
は
主
に
大
浜

と
タ
ノ
シ
リ
浜
で
拾
う
。
あ
と
黒
石
浜
と
三
ヶ
所
か
な
。
土

手
の
浜
と
い
う
と
こ
も
コ
ン
ブ
が
寄
る
ん
だ
け
ど
。
赤あ
か
ど
く
ら

土
倉

は
あ
ま
り
コ
ン
ブ
が
寄
ら
な
い
。
大
浜
と
い
っ
て
ツ
バ
キ
の

木
が
一
杯
あ
る
と
こ
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
の
浜
に
降
り
て

い
け
ば
拾
え
る
。
朝
の
６
時
と
か
７
時
と
か
に
行
け
ば
拾
っ

て
る
人
い
る
。
コ
ン
ブ
拾
い
は
早
い
者
勝
ち
だ
か
ら
ね
。
コ

ン
ブ
の
開
口
は
１
年
に
１
回
か
２
回
だ
け
ど
、
天
候
が
よ
け

れ
ば
４
日
か
５
日
続
け
て
開
け
る
ん
だ
ね
。
ま
だ
コ
ン
ブ
あ

る
よ
う
だ
な
、
と
み
れ
ば
ま
た
口
を
開
け
る
ん
だ
。

　

拾
っ
た
コ
ン
ブ
は
品
質
が
い
い
ん
だ
よ
。
コ
ン
ブ
が
開

口
す
る
と
、
み
ん
な
船
で
出
て
、
カ
ガ
ミ
（
箱
眼
鏡
）
見
て
、

コ
ン
ブ
の
束
を
カ
マ
で
刈
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
カ
マ
に
か

け
て
船
の
上
に
揚
げ
る
ん
だ
が
、
質
の
い
い
コ
ン
ブ
ほ
ど
、

カ
マ
か
ら
す
る
り
と
抜
け
落
ち
る
ん
だ
よ
ね
。
そ
れ
が
流
れ

寄
り
ま
す
の
で
、
拾
い
コ
ン
ブ
は
だ
い
た
い
質
が
い
い
ん
で

す
。
質
の
い
い
コ
ン
ブ
は
長
い
し
幅
が
ひ
ろ
い
、
大
き
い
の

6

7

８
．
テ
ン
グ
サ
を
採
る
テ
ン
グ
サ
突
き
（
Ｈ
25
年
10
月
）
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海に生きる

で
、
水
の
抵
抗
が
大
き
く
て
抜
け
る
ん
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
に
干
し
て
あ
る
の
で
生
な
の
は
今
朝
（
平
成
25
年
10
月

18
日
）
拾
っ
た
も
の
で
す
（
写
真
10
）。
束
に
な
っ
て
い
る
の

は
台
風
の
２
日
前
だ
っ
た
ね
。
天
候
が
良
く
て
も
、
今
日
干

し
て
そ
の
日
で
水
分
が
抜
け
る
こ
と
は
な
い
ん
で
す
よ
。
翌

日
も
干
し
て
。こ
の
辺
で
は「
ハ
サ
カ
ス
」と
い
う
ん
で
す
よ
。

こ
ん
な
い
い
天
気
で
２
日
干
す
と
完
全
に
水
分
が
抜
け
る
ん

で
す
よ
。
ま
ず
完
全
に
何
ヶ
月
お
い
て
も
心
配
な
い
よ
う
に

な
る
わ
け
で
す
ね
。
ア
ワ
ビ
開
口
の
前
に
、
コ
ン
ブ
は
「
カ

ガ
ミ
ド
メ
」
に
な
る
。
コ
ン
ブ
漁
に
行
っ
て
い
て
、
ア
ワ
ビ

見
か
け
る
と
獲
り
た
く
な
る
。
そ
れ
を
さ
せ
な
い
た
め
に
カ

ガ
ミ
止
め
を
す
る
ん
で
す
ね
。（
三
十
刈
・
志
田
寅
之
進
さ
ん
）

　
◉ 

赤
土
倉
漁
港
は
大
変
な
と
こ
だ
っ
た
の
… 

◉ 

　

山
根
の
戸
数
は
約
60
軒
あ
り
ま
す
。
漁
業
し
て
い
る
の
は

３
分
の
１
く
ら
い
で
な
い
か
ね
。
専
業
は
少
な
い
ね
。
専
業

は
何
人
か
だ
ね
。
昔
は
漁
師
一
本
で
食
べ
ら
れ
た
の
。
で
も

今
は
厳
し
い
も
ん
ね
。
本
当
に
田
ん
ぼ
や
っ
て
る
人
も
、
こ

の
部
落
に
は
２
軒
し
か
い
な
い
。畑
は
少
々
あ
る
け
れ
ど
も
、

自
分
で
食
べ
る
、
野
菜
く
ら
い
し
か
な
い
の
。
お
金
に
な
る

も
の
な
い
の
。
漁
港
は
赤あ
か
ど
く
ら

土
倉
と
い
う
、
あ
そ
こ
ま
で
通
っ

て
（
写
真
11
）。
泊
里
部
落
の
港
は
泊
里
漁
港
。
今
、
泊
里

は
無
く
な
っ
た
け
ど
。

　

赤
土
倉
っ
て
、
あ
そ
こ
は
船
揚あ

げ
る
の
大
変
な
と
こ
だ
っ

た
の
。
船
の
後
に
長
い
綱つ
な

付
け
て
、
浜
か
ら
50
㍍
く
ら
い
離

れ
た
と
こ
で
巾
き
ん
ち
ゃ
く
い
わ

着
岩
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
、
あ
そ
こ
で
来
る

波
の
様
子
を
見
て
、
７
つ
に
１
つ
く
ら
い
は
波
が
鎮し
ず

ま
る
ん

で
す
ね
。
そ
れ
待
っ
て
ん
の
。
自
分
で
櫂か
い

ふ
た
つ
も
っ
て
、

後
の
人
が
幅
の
ひ
ろ
い
櫂
も
っ
て
、
前
の
人
が
小
さ
な
簡
単

に
で
き
る
櫂
、
竹
代
り
に
も
何
で
も
で
き
る
よ
う
な
櫂
を
積

ん
で
ね
。
今
は
機
械
で
や
る
（
船
を
引
き
揚
げ
る
）
か
ら
ね
。

　

小こ
り
ょ
う漁

と
い
っ
て
、
磯
で
漁
す
る
時
に
は
船
外
機
で
も
で
き

な
い
こ
と
も
な
い
け
ど
、
ス
ク
リ
ュ
ー
の
回
転
で
泡
が
出
る

ん
で
す
よ
。
泡
が
出
る
と
、
ガ
ラ
ス
（
箱
眼
鏡
）
に
空
気
が

つ
い
て
ね
、
海
の
中
を
見
れ
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
ネ
リ
ガ

イ
つ
う
、
こ
れ
で
船
外
機
の
役
割
を
さ
せ
て
（
操
業
す
る
）。

こ
こ
の
漁
法
は
ね
、
１
人
３
役
や
る
ん
で
す
よ
。
俺
の
場
合

は
左
手
で
カ
イ
を
操
っ
て
、
ミ
ズ
カ
ガ
ミ
は
口
に
齧か
じ

っ
て
。

カ
ギ
（
ア
ワ
ビ
採
取
用
の
鉤
）、
棹さ

お

は
右
手
で
持
っ
て
。
そ
し

て
こ
う
や
っ
て
獲
る
ん
だ
も
の
。
片
手
で
ア
ワ
ビ
で
も
何
で

も
獲
っ
て
ね
。
ア
ワ
ビ
に
引
っ
か
け
て
、
引
く
と
き
に
瞬
間

的
に
獲
る
ん
だ
か
ら
。
岩
に
引
っ
つ
い
て
し
ま
っ
た
ら
獲
り

に
く
い
か
ら
ね
、
や
っ
こ
さ
ん
（
ア
ワ
ビ
）
を
。
だ
か
ら
慌

て
た
人
な
ん
か
、
サ
ー
ッ
と
獲
っ
た
瞬
間
、
カ
ガ
ミ
を
く
わ

え
た
ま
ん
ま
棹
を
引
い
て
し
ま
う
時
あ
る
の
、そ
う
す
る
と
、

上
か
ら
カ
ガ
ミ
の
ほ
う
に
カ
ギ
が
ふ
っ
て
く
る
か
ら
、
カ
ガ

ミ
を
壊
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
。
そ
う
す
る
と
一
巻
の

終
わ
り
だ
。（
山
根
・
鈴
木
祥
正
、
ツ
ネ
子
さ
ん
夫
妻
）

　

◉ 

ア
ワ
ビ
漁
に
は
天
性
の
も
の
が
あ
る
ん
で
す 

◉ 

　

　

わ
た
し
は
浜
は
ワ
カ
メ
と
コ
ン
ブ
養
殖
だ
け
。
で
も
磯
の

ほ
ら
、
ア
ワ
ビ
と
か
ウ
ニ
と
か
当
然
や
っ
て
き
ま
し
た
よ
。

浜
に
は
小
さ
い
時
か
ら
出
て
い
ま
し
た
か
ら
。
あ
れ
は
人
に

教
わ
る
も
ん
で
な
い
で
す
。
ア
ワ
ビ
を
見
つ
け
る
と
か
は
特

殊
だ
か
ら
。
目
が
良
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
船
の
操
作

も
で
き
な
い
と
い
け
な
い
し
、
カ
ギ
も
使
え
な
い
と
駄
目
だ

し
。
天
性
の
も
の
が
あ
る
ん
で
す
。
努
力
し
た
人
に
は
か
な

わ
な
い
け
ど
、
天
性
が
あ
り
努
力
し
た
者
に
は
か
な
わ
な
い

わ
ね
。
60
、
70
歳
過
ぎ
る
と
駄
目
に
な
る
ん
だ
ね
、
欲
も
な

く
な
る
し
ね
。
明
日
喰
う
米
も
な
い
と
、
で
な
い
と
。
今
は

２
人
喰
う
分
あ
れ
ば
い
い
か
ら
な
、
と
か
。
だ
か
ら
獲
ら
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
ね
。爺
さ
ん
は
浜
好
き
で
、

す
ご
か
っ
た
け
ど
。
磯い
そ

モ
ノ
と
り
は
天
性
の
も
の
も
あ
る
ん

で
し
ょ
う
。（
碁
石
・
吉
田
力
男
さ
ん
）

　
◉ 

日ひ
よ
り
み

和
見
…
昔
の
言
い
伝
え
が
ピ
タ
リ
と
当
た
る 

◉ 

　

天
気
は
昔
の
言
い
伝
え
が
あ
る
ん
で
す
。
暖
か
さ
と
寒
さ

を
自
分
で
感
じ
て
、
山
が
赤
く
な
れ
ば
明
日
は
雨
と
か
。
今

は
天
気
図
が
出
る
ん
だ
が
ね
、
昔
の
言
い
伝
え
が
ピ
タ
リ
と

あ
た
る
。
寒
い
時
、
コ
チ
風
（
東
風
）
が
夕
方
一
時
間
ぐ
ら

い
吹
け
ば
、
翌
日
は
ピ
タ
ッ
と
凪な

げ
る
ん
で
す
よ
。
春
に
南

風
が
吹
け
ば
荒
れ
る
ん
だ
ね
。「
春は
る
み
な
み南

、
夢
に
も
見
る
な
」

と
言
っ
た
。
今
は
ほ
と
ん
ど
天
気
図
見
て
や
っ
て
い
る
人
が

多
い
ん
だ
ね
。
天
気
図
で
低
気
圧
が
あ
そ
こ
に
在
る
か
ら
こ

う
な
る
ん
だ
ろ
う
な
と
、
勘か
ん

だ
ね
。
わ
た
し
も
日
和
見
を
８

年
も
や
っ
た
か
ね
。
平
成
11
年
に
や
め
た
。
40
か
ら
60
歳
代

の
人
が
や
る
ん
だ
。（
碁
石
・
大
和
田
長
一
さ
ん
・
昭
和
14
年
生
ま
れ
）

　

◉ 

日
和
見
係
は
文
句
言
わ
れ
る
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
で
も
辞
め
た
い
ん
で
す 

◉ 

　

浜
の
口
開
け
の
日
を
判
断
す
る
日
和
見
係
は
末
崎
で
は
一

人
だ
け
。
広ひ
ろ
た田

（
陸
前
高
田
）
は
複
数
だ
け
ど
、
末
崎
は
親

の
代
か
ら
一
人
。複
数
い
る
と
自
分
都
合
も
出
て
く
る
か
ら
、

末
崎
は
昔
か
ら
一
人
で
す
。
こ
れ
は
楽
で
す
よ
、
一
人
で
決

め
る
ん
で
す
か
ら
。
天
気
予
報
は
今
は
当
た
る
、
だ
が
波
の

高
さ
は
あ
ま
り
当
て
に
な
ら
な
い
、
基
準
に
な
っ
て
い
る
と

こ
が
ど
こ
の
海
な
の
か
わ
か
ん
な
い
か
ら
。
そ
れ
に
透
明
度

は
何
㍍
と
い
う
の
は
天
気
予
報
で
は
出
て
こ
な
い
。
海
の
様

子
は
わ
た
し
は
見
に
行
か
な
い
の
。
誰
か
が
海
に
行
っ
て
い

る
か
ら
、
電
話
で
聞
け
ば
わ
か
る
ん
で
す
。
日
和
見
係
は
ま

だ
何
年
も
や
っ
て
な
い
け
ど
、
文
句
は
言
わ
れ
る
し
、
い
つ

で
も
辞
め
た
い
ん
で
す
。

　

口
開
け
は
天
然
物
が
主
で
す
か
ら
、
フ
ノ
リ
、
マ
ツ
モ
、

ヒ
ジ
キ
、
ノ
リ
と
か
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
ウ
ニ
。
磯
物
の
開

口
は
３
月
か
ら
４
月
１
日
ま
で
。
ウ
ニ
は
５
月
か
ら
８
月
盆

前
ま
で
。
10
月
中
は
天
然
コ
ン
ブ
、
11
月
か
ら
ア
ワ
ビ
。
マ

ダ
コ
は
ア
ワ
ビ
と
開
口
期
間
は
同
じ
で
す
。
ア
ワ
ビ
は
今
年

は
昨
日
（
平
成
24
年
12
月
21
日
）
開
い
て
３
回
目
。
１
年
に
５

回
開
け
る
け
ど
、
５
回
開
け
る
日
和
が
な
い
。
準
組
合
員
は

そ
の
う
ち
１
回
だ
け
獲
っ
て
い
い
。
準
組
合
員
に
何
回
獲
ら

せ
る
か
は
、
漁
協
の
決
め
様よ
う

で
す
。
わ
れ
わ
れ
の
組
合
で
は

準
組
合
員
は
１
回
だ
け
と
決
め
て
い
る
。
ウ
ニ
の
開
口
は
初

日
か
ら
５
日
目
ま
で
は
準
組
合
員
に
も
開
口
し
て
い
ま
す
。

ア
サ
リ
の
開
口
も
あ
る
が
、
津
波
で
海
底
の
様
子
が
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
、
油
も
流
さ
れ
て
、
貝か
い
ど
く毒

が
あ
る
と
い
け
な
い

か
ら
、こ
こ
何
年
か
は
や
め
よ
う
と
決
め
て
い
ま
す
。（
碁
石
・

吉
田
力
男
さ
ん
）

　
◉ 

ア
ワ
ビ
の
水
揚
げ
量 

◉ 

　

ア
ワ
ビ
漁
は
水み

ず
あ
げ揚

量
か
ら
し
た
ら
、
赤
土
倉
か
ら
こ
っ

ち
、
南
み
な
み
は
ま浜
で
す
。
ア
ワ
ビ
２
回
目
の
開
口
で
は
、
ア
ワ
ビ
の

10.  拾いコンブの天日乾燥。三十刈にて（H25 年 10 月）　11. 復旧半ばの赤土倉漁港 （H25 年 10 月）　12. アワビ漁から帰港した漁船。2
月の開口は滅多にない。泊里漁港にて（H26 年 2 月）　13. アワビの検査。殻長９㌢以下は採捕禁止（H26 年 2 月）

10

11

12

13

水
揚
げ
量
は
、
北
浜
の
細
浦
が
329
㌔
に
対
し
、
門
之
浜
が

５
百
㌔
、
泊
里
が
６
百
㌔
、
こ
れ
が
南
浜
の
側
の
水
揚
げ
で

す
か
ら
、
全
部
で
1.7
㌧
。
ア
ワ
ビ
は
三
重
県
の
鳥
羽
市
の
人

た
ち
が
買
っ
て
い
く
ん
だ
が
、
一
号
品
だ
け
持
っ
て
い
く
ん

で
す
。
は
じ
か
れ
た
人
た
ち
が
自
家
販
売
す
る
の
を
合
わ
せ

て
２
㌧
。
三
重
の
人
は
実
入
り
が
い
い
の
を
持
っ
て
い
く
ん

で
す
よ
。
ア
ワ
ビ
が
貝
の
殻
よ
り
へ
こ
ん
で
い
る
の
は
は
じ

い
て
、
貝
殻
の
縁
よ
り
盛
り
上
が
っ
て
い
る
ア
ワ
ビ
を
持
っ

て
い
く
ん
で
す
。「
傷
ア
ワ
ビ
」
と
い
う
け
ど
、
傷
が
つ
い

て
い
る
ア
ワ
ビ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
ん
で
す
。「
痩
せ
ア

ワ
ビ
」な
ん
で
す
。
ア
ワ
ビ
は
コ
ン
ブ
が
餌
な
ん
で
す
け
ど
、

コ
ン
ブ
が
つ
い
た
か
ら
、
ア
ワ
ビ
の
実
入
り
が
い
い
か
と
思

う
け
ど
、
そ
う
で
も
な
い
ん
で
す
よ
。（
碁
石
・
吉
田
力
男
さ
ん
）

　

◉ 

ア
ワ
ビ
漁
と
ア
ワ
ビ
カ
ギ 

◉ 

　

ア
ワ
ビ
の
開
口
は
11
月
１
日
か
ら
。
11
月
は
午
前
６
時
半

か
ら
10
時
ま
で
、
12
月
は
夜
明
け
が
遅
く
な
る
か
ら
７
時

９
．
コ
ン
ブ
漁
の
口
止
め
を
知
ら
せ
る
旗
。
泊
里
漁
港
（
Ｈ
25
年
10
月
）
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海に生きる

か
ら
10
時
ま
で
。
昨
年
（
平

成
24
年
）
は
４
、５
回
開
き
ま

し
た
ね
。
ア
ワ
ビ
は
12
月
は

17
日
の
期
間
ま
で
な
ん
だ
け

ど
、
凪な
ぎ

が
良
け
れ
ば
27
日
く

ら
い
の
こ
と
も
あ
る
ね
。
凪

が
良
く
て
も
普
段
は
土
曜
日
、

日
曜
日
に
は
開
け
な
い
ん
だ
。

漁
協
の
職
員
が
出
な
い
と
い

け
な
く
な
る
か
ら
。
そ
れ
で
、

凪
が
良
く
て
も
、
続
け
て
２

日
開
け
る
と
必
ず
一
日
休
む
ん
で
す
よ
。

　

ア
ワ
ビ
の
カ
ギ
は
今
は
ほ
と
ん
ど
綾り

ょ
う
り里

（
大
船
渡
市
三
陸

町
）
で
作
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
以
前
は
米よ

ね
さ
き崎

（
陸
前
高
田
）

に
も
あ
っ
た
ん
だ
が
ね
。
カ
ギ
は
焼
き
入
れ
に
よ
っ
て
、
固

け
れ
ば
欠
け
て
し
ま
う
し
、
甘
け
れ
ば
の
び
る
し
…
。
口
止

め
に
な
っ
て
漁
を
終
わ
る
と
、
カ
ギ
を
棹さ
お

か
ら
は
ず
し
て
、

ペ
ン
キ
塗
っ
て
、
長
屋
に
掛
け
お
く
ん
だ
ね
。
ア
ワ
ビ
棹
は

堅か
た
ぎ木
だ
ね
。
百
年
く
ら
い
の
ア
ズ
サ
の
木
を
削
っ
て
作
る
ん

だ
が
ね
。
カ
ギ
と
棹
の
間
に
挟
む
ホ
テ
は
、
竹
を
削
っ
て
作

る
ん
だ
ね
（
写
真
14
）。
自
分
で
作
っ
て
い
る
人
も
あ
る
し
、

漁
協
で
売
っ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ホ
テ
を
買
う
人
も
あ

る
し
。
２
本
カ
ギ
は
ウ
ニ
獲
る
道
具
、
ア
ワ
ビ
と
ウ
ニ
と
、

て
ん
で
に
棹
持
っ
て
る
。（
三
十
刈
・
志
田
寅
之
進
さ
ん
）

　

◉ 

８
月
に
な
る
と
ウ
ニ
は
子
を
も
つ
の
で
… 

◉ 

　

ウ
ニ
の
口
が
開
く
と
獲
り
に
行
く
か
な
、
６
月
の
中
あ
た

り
だ
ね
。（
漁
協
の
）
組
合
員
だ
と
ウ
ニ
獲
れ
る
。
こ
こ
の
組

合
は
正
組
合
員
の
株
数
の
半
分
が
、
準
組
合
員
。
こ
こ
の
組

合
、
端は
な

っ
か
ら
準
組
合
員
は
ア
ワ
ビ
が
１
日
、
ウ
ニ
が
５
日

間
と
決
め
て
る
ん
で
ね
。
ま
だ
ウ
ニ
が
あ
る
時
に
獲
ら
せ
て

も
ら
う
か
ら
準
も
い
い
ん
だ
よ
ね
。
ウ
ニ
は
今
年（
平
成
25
年
）

は
８
月
の
10
日
あ
た
り
ま
で
の
び
た
。
８
月
に
な
る
と
、
ウ

ニ
は
子
を
持
つ
た
め
に
ね
、
実
が
と
け
て
し
ま
う
ん
だ
ね
。

あ
ま
り
遅
く
ま
で
口
を
開
け
た
く
ね
ぇ
ん
だ
ど
も
、
業
者
が

ウ
ニ
欲
し
い
と
い
え
ば
開
け
る
ん
だ
ね
。（
三
十
刈
・
志
田
寅

之
進
さ
ん
）

　

◉ 

艪ろ
か
い
せ
ん

櫂
船
で
や
っ
た
刺さ

し
あ
み網
漁 

◉ 

　

俺
は
櫓
櫂
船
の
頃
か
ら
漁
を
や
っ
た
。
昭
和
47
年
頃
か
ら

は
機
械
船
。
泊
里
か
ら
赤
土
倉
ま
で
櫓
櫂
船
で
は
40
分
く
ら

い
か
か
っ
た
。
カ
ッ
コ
船
に
船
外
機
が
入
っ
た
今
は
、
５
分

か
ら
７
分
で
行
く
。
刺
網
は
碁
石
沖
で
や
っ
た
ん
で
す
よ
、

カ
レ
イ
網
と
か
、
三
枚
網
だ
っ
た
ら
、
何
で
も
か
か
る
か
ら

ね
、
た
だ
喰
っ
て
い
く
だ
け
の
漁
で
し
た
が
。
で
も
こ
の
頃

は
刺
網
や
る
人
少
な
く
な
っ
た
ね
。
俺
も
最
終
的
に
は
網
が

壊
れ
て
ね
、
止や

め
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

　

昔
は
イ
カ
釣
り
も
や
っ
た
ん
で
す
よ
。
今
の
子
ど
も
ら
、

真
面
目
に
や
れ
ば
漁
業
ほ
ど
収
穫
あ
が
る
も
の
は
こ
こ
に
は

な
い
。
漁
業
と
い
う
の
は
深
い
ん
だ
、
い
つ
ま
で
も
勉
強
な

ん
だ
ね
。
死
ぬ
ま
で
か
か
る
。
だ
か
ら
漁
業
な
ん
て
、
と
舐な

め
る
な
よ
っ
て
…
。
漁
師
と
い
っ
て
も
毎
年
い
い
漁
が
で
き

る
訳
で
な
い
か
ら
ね
、
悪
い
年
も
あ
る
し
ね
、
努
力
し
な
い

と
ね
。
自
分
は
沖
に
行
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
、
風
で
も
来
る

と
、
自
分
の
頭
い
れ
て
、
漁
を
や
め
て
早
く
帰
る
と
か
、
そ

の
読
み
が
な
い
の
ね
。
そ
れ
を
得
る
の
に
15
年
く
ら
い
は
か

か
る
。（
碁
石
・
大
和
田
長
一
さ
ん
）

　
◉ 

綾
里
ま
で
行
っ
て
イ
カ
釣
っ
て 

◉ 

　

イ
カ
釣
り
は
小
さ
い
船
、
カ
ッ
コ
で
も
行
っ
た
。
今
頃

（
11
月
）か
ら
マ
イ
カ
釣
り
に
歩
い
た
ん
だ
ね
。
電
気（
集
魚
灯
）

つ
け
て
。
今
は
７
色
の
電
気
。
船
で
釣
る
イ
カ
釣
り
は
や
っ

た
。
俺
は
ト
ン
ボ※

か
ら
始
ま
っ
た
ん
だ
。
結
構
こ
こ
の
人
は

行
っ
た
ん
だ
。角※

を
つ
け
て
や
っ
た
の
。綾
里
の
方
ま
で
行
っ

た
こ
と
も
あ
る
ん
だ
。
船
外
機
を
２
つ
付
け
て
。
カ
ッ
コ
で

は
な
い
よ
。
40
年
く
ら
い
前
だ
な
。
大
昔
、
子
ど
も
の
頃
は

ア
タ
リ※

で
や
っ
た
ん
だ
な
。（
泊
里
・
鎌
田
吉
夫
さ
ん
）

　
◉ 

タ
ラ
は
こ
こ
で
は
ポ
ン
タ
っ
て
言
う
ん
だ 

◉ 

　

延は
え
な
わ縄
は
碁
石
地
区
で
は
古
く
か
ら
や
っ
て
い
た
ん
だ
ね
。

俺
は
自
分
の
船
で
は
や
っ
て
な
い
。
養
殖
ば
っ
か
り
だ
。
俺
、

中
学
校
あ
が
る
と
す
ぐ
、地
元
の
小
さ
い
船
に
乗
っ
た
ん
だ
。

熊
野
丸
と
い
っ
て
、
西
舘
の
船
だ
っ
た
。
イ
カ
釣
り
だ
の
、

コ
オ
ナ
ゴ
の
棒ぼ
う
う受

け
網
だ
の
、
他
に
は
網
刺
し
だ
の
っ
て
し

ば
ら
く
や
っ
た
ん
だ
が
。
７
、８
年
乗
っ
た
ん
だ
な
。
熊
野

丸
は
12
㌧
く
ら
い
あ
っ
た
か
な
。
こ
こ
で
は
大
き
な
船
だ
っ

た
よ
。
延は
え
な
わ縄
も
や
っ
た
け
ど
、
こ
れ
は
タ
ラ
と
か
ド
ン
コ
、

メ
ヌ
キ
だ
の
、
延
縄
で
や
っ
た
な
。
タ
ラ
は
す
ぐ
近
く
で
獲

る
ん
だ
。
１
月
、
２
月
に
な
れ
ば
、
す
ぐ
沖
で
獲
れ
ん
だ
。

こ
の
季
節
に
な
る
と
タ
ラ
は
浅
い
と
こ
、
磯
ま
で
寄
っ
て
き

て
種
出
す
ん
だ
ね
。
今
は
網
に
タ
ラ
が
か
か
っ
て
く
る
。
タ

ラ
は
こ
こ
で
は
ポ
ン
タ
と
言
う
ん
だ
よ
。
綾
里
岬
ま
で
タ
ラ

獲
り
に
歩
い
た
も
ん
だ
。

　

ド
ン
コ
は
１
年
中
、
い
つ
で
も
獲
れ
ん
だ
。
メ
ヌ
キ
は
縦

縄
で
針
つ
け
て
、
１
回
で
20
枚
も
30
枚
も
揚
げ
ん
だ
。
う
ま

い
人
は
何
番
目
の
針
に
ド
ン
コ
喰
っ
た
か
わ
か
る
ん
だ
。
縄

は
80
～
105
㍍
く
ら
い
の
深
さ
に
入
れ
る
ん
だ
ね
。（
泊
里
・
鎌

田
吉
夫
さ
ん
）

　
◉ 

サ
ケ
縄
や
カ
レ
イ
縄
も
や
り
ま
し
た 

◉ 

　

サ
ケ
縄
も
や
っ
た
し
、底
刺
し
の
カ
レ
イ
縄
も
や
っ
た
ね
。

針
さ
し
て
ね
。
カ
レ
イ
縄
の
餌
は
エ
ラ
コ
。
エ
ラ
コ
は
エ
ム

シ
と
言
う
の
が
本
当
（
標
準
語
）
だ
っ
て
。
私
の
や
っ
た
の

は
、
や
っ
た
う
ち
に
入
ら
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
釣
っ
こ
も
少
し

は
や
っ
た
ん
で
す
。
サ
ケ
縄
は
許
可
制
で
11
月
１
日
か
ら
で

し
た
。
３
月
頃
ま
で
は
サ
ケ
縄
や
っ
て
。
縄
の
餌
は
イ
ワ
シ

で
す
。
小こ
ぼ
そ
う
ら

細
浦
の
河
原
冷
蔵
で
買
っ
て
い
た
。
ま
だ
西
舘
冷

蔵
が
で
き
る
前
で
す
。（
碁
石
・
吉
田
力
男
さ
ん
）

　

◉ 

タ
コ
カ
ゴ
と
イ
シ
ャ
リ 

◉ 

　

今
は
大
き
な
船
で
も
タ
コ
カ
ゴ
（
蛸
籠
）
や
っ
て
る
か
ら
。

タ
コ
カ
ゴ
は
何
で
も
入
る
ん
だ
。
ミ
ズ
ダ
コ
で
も
マ
ダ
コ
で

も
。
資
材
は
あ
っ
た
が
、
う
ち
で
は
や
ん
な
か
っ
た
。
み
ん

な
カ
ゴ
は
持
っ
て
ん
だ
け
ど
、
忙
し
い
か
ら
や
ん
な
い
。
門

之
浜
さ
行
け
ば
、
い
っ
ぱ
い
や
っ
て
る
。

　

前
は
タ
コ
獲
る
っ
て
ば
、カ
ガ
ミ
で
見
て
カ
ギ
で
獲
っ
た
。

そ
れ
か
ら
船
静
か
に
走
ら
せ
な
が
ら
、
イ
シ
ャ
リ
を
引
っ

張
っ
て
。
イ
シ
ャ
リ
は
針
金
を
カ
ギ
形
に
曲
げ
て
、
重
し
の

石
を
抱
か
せ
た
道
具
。
前
は
５
月
、
９
月
の
口
開
け
だ
っ
た

が
、
今
は
ア
ワ
ビ
と
一
緒
で
、
ア
ワ
ビ
の
口
開
か
ね
ば
、
タ

コ
の
口
も
開
か
な
い
。
イ
シ
ャ
リ
は
今
で
も
や
る
よ
。
タ
コ

来
た
と
言
え
ば
、
み
ん
な
や
る
ん
だ
。
だ
け
ど
今
年
（
平
成

25
年
）
は
波
が
あ
っ
て
、
ま
だ
行
く
日
な
い
ん
だ
。（
泊
里
・

鎌
田
吉
夫
さ
ん
）

　
◉ 

曳ひ

き
縄
で
は
イ
ナ
ダ
や
カ
ツ
オ
を
曳
い
て 

◉ 

　

曳
き
縄
で
は
イ
ナ
ダ
や
カ
ツ
オ
曳ひ

い
た
り
、
フ
ク
ラ
イ
曳

い
た
り
。
フ
ク
ラ
イ
は
カ
ツ
オ
の
形
を
し
て
る
、
マ
グ
ロ
の

子
で
ね
ぇ
の
か
。
イ
ナ
ダ
は
６
月
か
ら
曳
く
な
、
も
う
10
月

は
イ
ナ
ダ
は
終
わ
り
の
季
節
。
カ
ツ
オ
は
夏
、
６
月
、
７
月

あ
た
り
か
な
。
10
月
ま
で
釣
れ
た
こ
と
な
い
ね
。
フ
ク
ラ
イ

も
カ
ツ
オ
と
一
緒
の
時
期
。
今
は
泊
里
で
は
菅
野
さ
ん
以
外

14.  アワビ棹につけた竹製のホテ。ホテはバネの役目をする
竹材。明治・大正の頃は弾力性のあるヒゲクジラのヒゲを用
いていた。今日では竹のホテを作れる漁師は少なくなった

（H25 年 10 月、泊里の作業小屋で）

※
ト
ン
ボ
：
20
㌢
長
ほ
ど
の
陶
器
製
の
柄
の
先
に
弓
な
り
の
番
線

を
つ
け
、
そ
の
番
線
の
両
端
か
ら
た
ら
し
た
糸
に
針
を
そ
れ

ぞ
れ
一
本
つ
け
た
イ
カ
釣
り
道
具
。
ト
ン
ボ
が
羽
を
広
げ
た

形
に
似
て
い
る
の
で
こ
の
名
が
あ
る
（
柄
が
胴
体
で
弓
型
の

番
線
が
羽
）

※
角
：
鹿
や
牛
、
水
牛
の
角
を
加
工
し
た
疑
似
餌
の
イ
カ
釣
り
針
。

ト
ン
ボ
な
ど
の
イ
カ
釣
り
道
具
の
糸
の
先
に
付
け
て
使
う

※
ア
タ
リ
：
ト
ン
ボ
の
針
金
の
両
端
か
ら
た
ら
し
た
釣
り
糸
に
イ

カ
釣
り
針
を
そ
れ
ぞ
れ
、
５
本
か
６
本
つ
け
た
道
具

地区 合計1号 2号 自家用

細浦

門之浜

泊里

赤土倉

329.2

570.5

643.5

192.3

28.1

215.0

85.8

7.4

92.1

175.4

135.2

55.3

449.4

960.9

864.5

255.0

H25 年 12 月 3 日分  アワビ地区別水揚量（kg）

や
っ
て
い
る
人
い
る
の
か
な
。
門
之
浜
は
や
っ
て
い
る
。
門

之
浜
は
曳
き
縄
好
き
だ
か
ら
。（
泊
里
・
鎌
田
吉
夫
さ
ん
）

　

◉ 

オ
ラ
ホ
の
カ
ッ
コ
船ぶ

ね

つ
う
の
は
四
角
な
造
り 

◉ 

　

オ
ラ
ホ
の
船
っ
つ
う
の
は
「
カ
ッ
コ
船
」
っ
て
い
っ
て
、

板
を
張
り
合
わ
せ
て
。
タ
ナ
（
棚
）
つ
う
の
は
な
い
。
カ
ッ

コ
つ
う
の
は
四
角
な
造
り
な
ん
だ
。
だ
か
ら
片
方
に
重
量
か

け
る
と
、
そ
の
重
量
で
舟
底
ま
で
見
え
る
く
ら
い
傾
く
ん
で

す
。
そ
こ
に
波
が
来
た
り
風
が
吹
い
た
り
す
る
と
ひ
っ
く
り

返
る
。
カ
ッ
コ
船
で
操
業
し
て
る
時
は
、
そ
の
カ
ッ
コ
船
の

近
く
を
通
る
船
は
徐
行
す
る
も
ん
だ
っ
た
ん
だ
よ
ね
。
波
で

船
を
ひ
っ
く
り
か
え
さ
な
い
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
走
ら
ね
ば

な
ん
ね
ぇ
ど
も
、
最
近
の
人
は
、
人
が
釣
り
し
て
る
の
も

何
も
か
ま
わ
な
い
。
暴
走
族
だ
、
海
の
。（
山
根
・
鈴
木
祥
正
、

ツ
ネ
子
さ
ん
夫
妻
）

　
◉ 

カ
ッ
コ
船
、
入
手
に
２
年
か
か
っ
た 

◉ 

　

自
分
の
カ
ッ
コ
は
津
波
で
流
し
て
ね
、
尾
崎
豊
さ
ん
が
投

げ
て
お
い
た
カ
ッ
コ
船
を
も
ら
っ
た
の
。
震
災
後
か
ら
カ
ッ

コ
を
探
し
て
、
手
に
い
れ
る
ま
で
２
年
か
か
っ
た
。
小こ
り
ょ
う漁

に

は
木
の
カ
ッ
コ
船
の
方
が
い
い
ん
で
す
よ
。
尾
崎
豊
さ
ん
は

同
級
生
だ
。
尾
崎
さ
ん
の
カ
ッ
コ
が
津
波
で
流
れ
て
、
岩
に

引
っ
か
か
っ
て
、
壊
れ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
見
て
い
た
が
、

尾
崎
さ
ん
に
カ
ッ
コ
ど
う
す
る
の
と
聞
い
て
み
た
ら
、
も
う

い
ら
な
い
と
言
う
ん
で
、
も
ら
っ
て
壊
れ
た
と
こ
を
自
分
で

あ
り
合
せ
の
材
料
で
修
理
し
た
ん
で
す
。
船
大
工
に
は
頼
ま

な
か
っ
た
。
そ
れ
が
泊
里
漁
港
に
お
い
て
あ
る
片
田
丸
。

　

津
波
で
流
し
た
カ
ッ
コ
を
造
っ
て
く
れ
た
の
は
門
之
浜

の
村
上
益
夫
さ
ん
。
昨
年
（
平
成
24
年
）
亡
く
な
っ
た
け
ど
、



22

海に生きる

船
大
工
や
っ
て
、
船
造
る
作
業
場
を
も
っ
て
い
た
ね
。
門
之

浜
の
鎌
田
鉄
工
あ
る
で
し
ょ
う
。
小
学
校
の
あ
た
り
に
い
た

ね
。
こ
の
辺
に
は
カ
ッ
コ
作
る
人
は
３
、４
人
あ
っ
た
ん
だ

け
ど
、
最
後
ま
で
残
っ
た
の
が
村
上
さ
ん
。
今
、
船
造
る
人

は
広
田
（
陸
前
高
田
）
に
し
か
い
な
い
ん
だ
。
太
田
団
地
（
末

崎
町
小
河
原
）
の
占
部
と
い
う
人
も
造
っ
て
る
の
は
カ
ッ
コ

船
だ
っ
た
ね
。
村
上
さ
ん
の
方
が
古
い
の
か
な
、
昔
、
広
田

に
い
た
と
き
帆は
ん
せ
ん船
造
っ
て
た
人
だ
か
ら
。
帆
船
な
く
な
っ
て

か
ら
、
門
之
浜
で
カ
ッ
コ
造
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ね
。
泊

里
の
大
和
田
さ
ん
と
い
う
人
も
カ
ッ
コ
船
剥は

い
だ
人
な
ん
で

す
ね
。
昭
和
の
30
年
代
の
初
め
ま
で
船
剥は

い
で
た
。（
三
十
刈
・

志
田
寅
之
進
さ
ん
）

　
◉ 

中
学
校
あ
が
っ
て
善ぜ

ん
ぽ
う
ま
る

宝
丸
で
銚
子
に
行
っ
た 

◉ 

　

俺
は
17
年
生
ま
れ
。
中
学
校
上
が
っ
て
、
す
ぐ
春
に
（
千

葉
の
）
銚ち

ょ
う
し子
の
イ
ワ
シ
流
し
網
に
行
っ
た
ん
だ
っ
て
。
15
歳

で
一
人
前
も
ら
っ
て
、
銚
子
さ
行
っ
た
ん
だ
も
の
。
熊
谷
太

一
と
い
う
人
の
善
宝
丸
と
い
う
船
。
15
㌧
ぐ
ら
い
あ
っ
た
ん

だ
ね
。
熊
谷
恒
治
と
い
う
人
が
機
関
し
て
、
そ
の
奥
さ
ん
の

兄
の
太
一
さ
ん
が
船
頭
し
て
い
た
ん
だ
ね
。
カ
シ
キ
し
て
一

人
前
も
ら
っ
た
の
。
学
校
一
緒
に
終
わ
っ
た
人
と
２
人
だ
っ

た
の
、
三
十
刈
の
鎌
田
タ
ケ
オ
さ
ん
と
乗
っ
た
ん
だ
。
船
に

は
７
、８
人
乗
っ
て
行
っ
た
ん
だ
。
銚
子
ま
で
は
焼や
き
だ
ま玉
エ
ン

ジ
ン
だ
も
の
、
何
日
も
か
か
っ
て
行
っ
た
の
。
銚
子
沖
で
、

銚
子
か
ら
日
帰
り
の
漁
だ
っ
た
ね
。
無
線
な
ど
な
い
ん
だ
も

の
。
こ
こ
か
ら
２
艘
、
門
之
浜
の
船
も
一
緒
に
行
っ
た
ん
だ

ね
。

　

イ
ワ
シ
流
し
網
の
漁
は
７
月
ま
で
だ
っ
た
か
な
。
そ
れ
が

終
わ
っ
て
、
帰
っ
て
き
て
か
ら
サ
ン
マ
船せ
ん

行
っ
た
ん
だ
。
サ

ン
マ
棒ぼ
う
う受

け
（
網
）
で
ね
。
細
浦
の
船
だ
っ
た
。
使
い
あ
げ

て
た
の
を
借
り
て
い
っ
た
ん
だ
。
エ
ン
ジ
ン
も
焼
玉
で
大
き

い
か
ら
。
恒
治
さ
ん
の
奥
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
、小こ

だ田
の
人
で
、

後
藤
コ
イ
チ
（
？
）
と
い
う
人
の
船
だ
。
サ
ン
マ
棒
受
け
は

８
月
の
末
あ
た
り
に
出
た
な
。
北
海
道
の
花は
な
さ
き
こ
う

咲
港
（
根
室
市
）

を
め
が
け
て
行
く
ん
だ
ね
。
そ
し
て
西
風
の
吹
か
な
い
頃
に

帰
っ
て
く
る
ん
だ
ね
。
津
軽
海
峡
は
西
風
が
吹
く
と
荒
れ
て

難
所
だ
か
ら
ね
。
そ
れ
で
サ
ン
マ
の
最
後
の
漁
場
は
三
陸
沖

で
、
大
船
渡
港
や
、
細
浦
港
に
揚あ

げ
る
ん
だ
ね
。

　

サ
ン
マ
や
っ
た
後
は
細
浦
の
イ
カ
釣
り
専
門
の
船
乗
っ
た

ん
だ
。
村
上
フ
ク
ジ
さ
ん
の
船
だ
。
村
上
さ
ん
、
昭
和
２
年

生
ま
れ
で
宮
古
水
産
（
現
・
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高
校
）
出
た
人

だ
っ
た
ね
。
ワ
カ
メ
の
こ
と
で
も
何
で
も
、
海
の
こ
と
に
は

詳
し
い
人
だ
っ
た
ね
。
こ
の
船
で
の
イ
カ
釣
り
は
日
本
海
に

行
っ
た
。
新
潟
ま
で
行
っ
て
、
そ
れ
か
ら
出
ん
だ
。
ヤ
マ
ト

15.  志田寅之進さんの木造カッコ船、片田丸。泊里漁港に
て（H25 年 10 月）。カッコ船は長さ 18 尺、幅 2 尺 8 寸５分、
底板は 1 寸 8 分、上板は 1 寸 2 分のスギ材を用いて造ら
れる。木造カッコは磯漁には使い勝手がよく、震災後にも
碁石と中央地区で１艘ずつが新造された

※
ヤ
マ
ト
タ
イ
：
大
和
堆
。
日
本
海
中
央
部
に
あ
る
海
底
山
脈
。

イ
カ
の
好
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
る

16.  泊里漁港の朝。震災後に新造した FRP 船が並ぶ（H24 年 12 月）

タ
イ※

に
行
っ
た
ん
だ
ね
。
ヤ
マ
ト
タ
イ
に
は
一
晩
も
か
か
ら

ね
え
ん
で
ね
え
か
。
朝
出
れ
ば
夕
方
に
は
着
い
た
。
新
潟
港

に
は
４
月
頃
行
っ
て
、
10
月
あ
た
り
ま
で
い
た
ん
で
ね
え
か

な
。
半
年
く
ら
い
行
っ
た
ん
で
ね
ぇ
か
な
。
イ
カ
釣
り
専
門

だ
っ
た
ね
。
行
っ
た
の
は
嫁
さ
ん
も
ら
っ
て
か
ら
だ
。
昭
和

27
、28
年
に
結
婚
し
た
ん
だ
。ス
ル
メ
釣
り
は
嫁
さ
ん
も
ら
っ

て
か
ら
だ
。
35
歳
こ
ろ
か
ら
だ
。
地
元
で
は
漁
は
あ
ま
り
し

な
か
っ
た
ね
。（
泊
里
・
熊
谷
克
夫
さ
ん
）

ヒ
ジ
キ

マ
ツ
モ

フ
ノ
リ

ノ
　
リ

ワ
カ
メ

コ
ン
ブ

テ
ン
グ
サ

ホ
　
ヤ

ウ
　
ニ

ア
ワ
ビ

タ
　
ラ

ド
ン
コ

メ
ヌ
ケ

イ
ナ
ダ

カ
ツ
オ

フ
ク
ラ
イ

マ
ダ
コ

ミ
ズ
ダ
コ

マ
イ
カ

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

時
期
が
遅
い
と
赤
く
な
っ
て
き
て
美
味
し
く
な
く
な
る

備
　
考

時
期
が
遅
い
と
固
く
な
る

お
が
る
（
成
長
す
る
）
の
が
遅
い
と
固
く
な
る

土
用
ワ
カ
メ
を
採
っ
て
口
を
止
め
る
。
養
殖
を
始
め
て
か
ら
は
年
に
1･2
回
の
開
口

彼
岸
過
ぎ
に
開
口
す
る

今
は
ほ
と
ん
ど
採
ら
な
い

年
間
通
し
て
採
取
で
き
る
が
、
5
月
・
6
月
が
一
番
お
い
し
い
時
期

開
口
日
が
少
な
い
と
翌
年
1
月
に
持
ち
越
す
こ
と
も
。
正
月
の
資
金
に
な
っ
た

子
を
成
す
時
期
に
磯
に
寄
っ
て
く
る
。
昔
の
人
は
ヤ
ス
で
突
い
た
。
ポ
ン
タ
と
言
う

年
中
獲
れ
る
が
美
味
し
い
の
は
10
月
～
3
月
頃
ま
で

疑
似
餌
で
釣
る

開
口
日
は
ア
ワ
ビ
と
同
じ
。
昔
は
カ
ギ
で
獲
っ
た
が
今
は
カ
ゴ
で
獲
る

カ
ッ
コ
よ
り
大
き
な
船
で
釣
る
が
カ
ッ
コ
に
船
外
機
を
つ
け
て
釣
り
に
行
く
こ
と
も

深
さ
80-100m

の
、海
底
に
根
（
岩
礁
）
が
あ
る
所
で
良
く
釣
れ
る
。枝
針
の
つ
い
た
縦
縄
に
喰
わ
せ
る

ワ
カ
メ

コ
ン
ブ

カ
　
キ

ホ
タ
テ

（
半
成
貝
）

ホ
タ
テ

（
稚
貝
）

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

7
月
初
旬
種
と
り
。
10
月
ま
で
育
成
。
11
月
頃
に
芽
を
幹
縄
に
移
植

1
月
中
～
2
月
中
旬
に
間
引
き
し
、
2
月
下
旬
頃
か
ら
刈
り
と
り

種
は
宮
古
市
や
田
野
畑
村
か
ら
購
入
。
ワ
カ
メ
縄
の
下
に
吊
る
す

種
苗
が
付
い
た
原
板
を
塩
釜
、
松
島
か
ら
購
入
。
2
年
目
に
収
穫

半
成
貝
は
漁
協
経
由
で
北
海
道
か
ら
購
入
。
2
年
で
養
成

稚
貝
は
岩
手
県
野
田
村
か
ら
購
入
。
殻
長
6
～
７
㎝
で
耳
吊
り
を
す
る
。

3
年
で
養
成

備
　
考

種
つ

け
間

引
き

海
中

で
本

養
成

。
1、

2
回

間
引

き
を

実
施

刈
り

と
り

と
加

工
種

苗
を

幹
縄

に
移

植

収
穫

種
購

入
・

海
で

養
成

温
湯

処
理

温
湯

処
理

収
穫

収
穫

収
穫

収
穫

収
穫

収
穫

間
引

き
と

養
成

耳
吊

り
で

養
成

・
付

着
物

の
除

去
作

業
等

耳
吊

り
で

養
成

・
付

着
物

の
除

去
作

業
等

耳
吊

り
で

養
成

・
付

着
物

の
除

去
作

業
等

半
成

貝
購

入

稚
貝

購
入

海
で

耳
吊

り

ネ
ッ

ト
で

養
成

種
苗

を
海

で
育

成
苗

を
幹

縄
に

移
植

海の一年

め
ぬ

け

い
な

だ

ふ
く

ら
い

ま
だ

こ

小漁カレンダー養殖カレンダー
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吉
田
力
男
家
の
住
ま
い
と
暮
ら
し

　
◉ 

吉
田
力
男
さ
ん
の
家 

◉ 

　

吉よ
し
だ田
力り

き
お男
さ
ん
（
昭
和
18
年
生
ま
れ
）
の
家
は
碁
石
集
落
の

中
で
海
を
見
下
ろ
す
や
や
高
台
に
屋
敷
を
構
え
て
い
る
。
吉

田
家
の
祖
先
は
明
治
時
代
の
は
じ
め
ま
で
泊
里
の
海
岸
近
く

に
住
み
、
浜
稼
ぎ
で
暮
ら
し
を
立
て
て
い
た
。
海
は
い
つ
な

ん
ど
き
津
波
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
う
思
っ
て
明
治
16

年
に
そ
れ
ま
で
山
だ
っ
た
高
台
の
こ
の
土
地
を
買
っ
て
、
宅

地
と
畑
を
造
成
し
て
現
在
の
家
を
建
て
た
と
い
う
。
力
男
さ

ん
か
ら
数
え
て
５
代
前
の
四し
ろ
う
じ

郎
治
さ
ん
の
時
代
で
あ
っ
た
。

四
郎
治
さ
ん
の
生
年
は
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
家
の
屋
号
は
「
滝
の
上
」
と
い
う
。
高
台
で
あ
り
な

が
ら
地
下
水
の
豊
か
な
土
地
柄
で
、
屋
敷
内
に
水
が
湧
く
と

こ
ろ
が
２
ヶ
所
在
り
、
昭
和
30
年
代
の
終
わ
り
頃
ま
で
は
水

が
コ
ン
コ
ン
と
湧
き
出
て
い
た
。
そ
の
２
つ
の
水
の
流
れ
が

屋
敷
内
で
合
流
し
て
、
そ
の
ま
ま
崖
か
ら
滝
の
よ
う
に
な
っ

て
海
へ
落
ち
て
い
た
こ
と
か
ら
、
屋
号
の
「
滝
の
上
」
の
も

と
と
な
っ
た
。
そ
の
滝
は
子
ど
も
ら
が
海
で
遊
ん
だ
あ
と
の

シ
ャ
ワ
ー
代
わ
り
に
よ
く
使
っ
た
と
い
う
。
湧
水
は
現
在
も

湧
い
て
い
る
が
、
以
前
に
比
べ
る
と
水
量
は
ず
っ
と
少
な
く

な
っ
た
。
そ
れ
で
も
井
戸
は
今
で
も
飲
み
水
以
外
の
用
に
使

い
、
池
の
水
も
湧
水
を
引
い
て
い
る
。

　

母
屋
の
普ふ

し
ん請
は
造
成
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
明
治
17
年

（
1884
）
か
ら
始
ま
り
、
翌
々
年
の
明
治
19
年
に
完
成
し
て
家や

移う
つ

り
し
た
。母
屋
に
は
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
呼
び
名
は
な
い
。

建
て
ら
れ
た
当
初
は
草く
さ
ぶ葺
き
で
、
規
模
は
現
在
と
変
わ
ら
な

い
。
た
だ
母
屋
の
西
側
に
下げ

や屋
が
付
い
て
い
た
。
そ
の
下
屋

は
今
は
取
り
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
家
を
建
て
た
の
は
陸
前

高
田
市
小お
と
も友
の
棟

と
う
り
ょ
う梁
で
あ
っ
た
。
小
友
は
気
仙
大
工
の
多
く

い
た
村
で
あ
る
。
現
在
、
碁
石
集
落
あ
る
い
は
末
崎
地
域
全

体
を
見
て
も
、
草
葺
き
の
民
家
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
明
治
初
期
に
地
域
の
棟
梁
の
手
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

民
家
は
存
在
す
る
。
そ
う
し
た
民
家
の
な
か
に
は
も
と
は
草

葺
き
屋
根
だ
っ
た
と
い
う
家
が
あ
る
。

　
◉ 

ナ
ガ
ヤ
の
こ
と 

◉ 

　

母
屋
の
西
側
に
は
２
階
建
て
草
葺
き
屋
根
の
長
屋
門
が
建

て
ら
れ
て
い
た
。
吉
田
家
で
は
こ
れ
を
「
ナ
ガ
ヤ
」
と
呼
ん

で
い
た
（
写
真
８
）。
南
北
に
細
長
い
建
物
で
、
１
階
の
中
央

部
分
に
幅
約
２
間
の
通
路
が
取
ら
れ
て
い
て
、そ
こ
を「
チ
ュ

ウ
モ
ン
」
と
呼
ん
で
い
た
。
チ
ュ
ウ
モ
ン
と
は
中
門
の
こ
と

で
入
口
あ
る
い
は
玄
関
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
東
北
地
方
の

民
家
で
有
名
な
秋
田
中
門
造
り
の
「
チ
ュ
ウ
モ
ン
」
で
あ
る
。

こ
の
場
合
も
入
口
を
さ
す
。
吉
田
家
の
中
門
に
は
木
製
の
観

音
扉
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
片
側
に
は
潜く
ぐ

り
戸
が
あ
っ

た
。
そ
こ
か
ら
屋
敷
に
入
る
と
ち
ょ
う
ど
母
屋
の
前
に
出
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

ナ
ガ
ヤ
の
１
階
の
通
路
を
挟
ん
だ
北
側
は
馬
小
屋
に
な
っ

て
い
た
。
昭
和
27
年
か
28
年
頃
ま
で
そ
こ
で
馬
を
１
頭
飼
っ

て
い
て
、
そ
の
後
、
牛
に
代
わ
っ
た
。
馬
や
牛
は
農
耕
に
使

う
た
め
と
畑
に
入
れ
る
肥
料
を
取
る
の
が
大
き
な
目
的
で

あ
っ
た
。
牛
は
昭
和
38
年
頃
ま
で
飼
っ
て
い
た
。

　

通
路
の
南
側
は
穀
物
藏
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
に
は
収
穫

し
た
麦
や
豆
な
ど
を
入
れ
た
。
カ
ラ
ウ
ス
（
唐
臼
）
も
こ
こ

に
置
か
れ
て
い
た
。
当
時
吉
田
家
で
は
コ
メ
は
作
っ
て
い
な

か
っ
た
。

　

ナ
ガ
ヤ
の
北
の
端
、
馬
小
屋
の
隣
は
床
を
張
っ
た
物
置
に

な
っ
て
い
て
、し
ば
ら
く
こ
こ
に
叔
父
さ
ん
が
住
ん
で
い
た
。

ま
た
ナ
ガ
ヤ
の
２
階
は
物
置
に
な
っ
て
い
て
馬
の
飼
料
に
な

る
干
し
草
や
稲
わ
ら
、
豆
ガ
ラ
な
ど
を
積
ん
で
お
い
た
。
家

畜
を
飼
っ
て
い
た
時
代
は
稲
わ
ら
で
も
ス
ス
キ
で
も
豆
ガ
ラ

で
も
、
干
し
草
す
べ
て
押お
し
き
り切

で
切
っ
て
家
畜
の
飼
料
に
し
て

い
た
。

　

ナ
ガ
ヤ
西
側
の
外
に
は
便
所
が
あ
っ
た
。
ナ
ガ
ヤ
は
昭
和

40
年
代
半
ば
ま
で
古
い
形
の
ま
ま
あ
っ
た
。

１

　
◉ 

母
屋
の
間
取
り 

◉ 

　

母
屋
は
平
屋
建
て
で
、
カ
ッ
テ
の
上
だ
け
２
階
が
あ
る
。

た
だ
２
階
は
滅
多
に
使
う
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
こ
の
家
を

建
て
た
気
仙
大
工
の
気
質
上
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の

作
風
の
独
創
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
個
々
の
棟
梁
が
独
自
の
ア

イ
デ
ア
を
持
っ
て
家い
え

普ぶ
し
ん請

に
臨
ん
だ
と
い
う
こ
と
か
。　

　

明
治
19
年
完
成
時
の
間
取
り
は
、
い
わ
ゆ
る
「
喰
い
違
い

四
つ
間
取
り
」
と
呼
ば
れ
る
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
全
国
的

に
見
ら
れ
た
形
を
基
本
に
し
て
い
る
（
次
頁
「
平
面
図
」
参
照
）。

ザ
シ
キ
、
デ
ト
ザ
シ
キ
、
オ
カ
ミ
、
カ
ッ
テ
の
４
室
が
喰
い

違
い
に
配
さ
れ
、
そ
れ
に
広
い
土
間
が
つ
い
た
形
と
し
て
見

て
取
れ
る
。
間
取
り
と
い
う
点
で
は
漁
家
と
し
て
の
特
色
は

薄
く
、
一
般
的
な
農
家
と
し
て
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
た

だ
入
口
部
分
が
半
間
奥
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
床
の
間
の
裏
に

廊
下
が
あ
る
こ
と
、
ザ
シ
キ
、
デ
ト
ザ
シ
キ
を
８
畳
間
と
せ

ず
、
10
畳
間
と
６
畳
間
の
組
み
合
わ
せ
に
し
て
い
る
こ
と
、

長
方
形
断
面
（
五ご
ひ
ら平

）
の
柱
が
数
ヶ
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
他
の
家
と
は
一
味
違
っ
た
作
り
を
し
て
い
る
。

理
由
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
入
口
を
半
間
下
げ
た

理
由
は
雨
や
雪
の
と
き
に
傘
を
指
す
場
所
を
と
っ
た
た
め
と

か
、
ト
コ
の
背
後
の
廊
下
は
冠
婚
葬
祭
の
時
の
配
膳
を
考
え

て
、
な
ど
で
あ
る
。
冠
婚
葬
祭
は
住
ま
い
の
持
つ
大
き
な
役

割
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ザ
シ
キ
、
デ
ト
ザ
シ
キ
を
10
畳
と
６

畳
に
し
た
理
由
も
冠
婚
葬
祭
の
時
の
使
い
勝
手
を
考
慮
し
た

と
さ
れ
る
。
五ご
ひ
ら平
の
柱
は
滅
多
に
見
な
い
手
法
な
の
で
建
て

た
当
人
に
理
由
を
聞
い
て
み
た
い
気
が
す
る
。

　

◉ 

昭
和
の
大
改
修 

◉ 

　

吉
田
家
は
創
建
か
ら
75
年
ほ
ど
経
っ
た
昭
和
34
年
（

1959
）

に
、そ
れ
ま
で
の
草
葺
き
か
ら
現
在
の
瓦か

わ
ら
ぶ葺

き
に
改
築
し
た
。

そ
の
時
は
間
取
り
は
あ
ま
り
触
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
地
域
の

草
葺
き
屋
根
は
、
ほ
と
ん
ど
麦
ガ
ラ
で
葺
い
て
い
た
。
一
般

に
草
葺
き
屋
根
と
い
う
と
、「
茅か
や
ぶ葺

き
民
家
」
と
い
う
言
葉

が
表
す
よ
う
に
、茅
＝
ス
ス
キ
で
葺
く
こ
と
が
多
い
。
だ
が
、

そ
れ
は
茅
が
入
手
し
や
す
い
地
域
の
こ
と
で
、
こ
の
地
域
で

は
ス
ス
キ
は
大
切
な
家
畜
の
飼
料
で
あ
っ
た
。
稲
わ
ら
も
他

の
干
し
草
も
み
な
家
畜
の
飼
料
で
あ
っ
た
。
た
だ
麦
ガ
ラ
だ

け
が
沢
山
あ
り
、
屋
根
葺
き
以
外
に
あ
ま
り
使
い
よ
う
の
な

い
資
材
で
あ
っ
た
。
麦
ガ
ラ
は
ス
ス
キ
な
ど
に
比
べ
る
と
長

さ
が
短
い
。
ま
た
ツ
ル
ツ
ル
と
よ
く
滑
る
た
め
、
屋
根
を
葺

く
場
合
、
厚
く
葺
く
こ
と
は
難
し
い
。
麦
ガ
ラ
で
葺
い
た
屋

根
は
全
体
的
に
ぺ
っ
た
ん
こ
な
印
象
と
な
る
。
幕
末
期
に
撮

影
さ
れ
た
写
真
に
残
る
草
葺
き
民
家
の
屋
根
が
総
じ
て
扁へ
ん
ぺ
い平

な
印
象
な
の
は
こ
の
葺
き
材
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

昭
和
34
年
の
屋
根
の
大
改
築
を
請
け
負
っ
た
棟
梁
は
、

梅ば
い
し
ん神

（
末
崎
町
）
の
細
川
棟
梁
で
あ
っ
た
。
や
は
り
気
仙
大

工
で
あ
る
。
そ
の
時
の
小
屋
組
を
か
け
直
し
た
写
真
が
残
さ

れ
て
い
る
（
写
真
３
）。
吉
田
力
男
さ
ん
曰い

わ

く
、「
小
屋
組
み

に
使
っ
た
材
木
だ
け
で
一
山
分
の
木
を
伐
っ
た
」
そ
う
だ
。

写
真
を
見
て
も
そ
う
し
た
言
葉
が
う
な
づ
け
る
く
ら
い
、
こ

の
新
規
の
小
屋
組
は
豪ご
う
そ
う壮
で
あ
り
、
手
間
と
材
料
を
惜
し
ま

ず
注
ぎ
込
ん
だ
熱
気
が
写
真
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
一
例
を

あ
げ
れ
ば
軒
先
の
タ
ル
キ
の
上
の
部
分
に
広ひ
ろ

小こ
ま
い舞
と
い
う
材

料
が
あ
る
。
普
通
は
１
段
で
済
ま
せ
る
と
こ
ろ
を
、
吉
田
家

で
は
３
段
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

建
物
が
一
層
豪
華
に
見
え
る
。
広
小
舞
は
屋
根
の
隅す
み
む
ね棟

に
近

1.  現在の母屋の様子　手前はナガヤを民宿用に建て替えた建物　　2.  背後の斜地から見た母屋　前面は海
3.  昭和 34 年（1959）、麦ガラ葺きから瓦葺きに大改修した当時の様子（吉田氏提供。以下、古写真はすべて吉田氏提供）

1

2

3
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づ
く
に
し
た
が
っ
て
反そ

り
が
か
か
る
の
で
、
そ
の
分
大
き
な

材
料
か
ら
削
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
屋
根
の

四
周
に
、
そ
れ
も
３
段
で
あ
る
。
手
間
と
材
料
は
桁け
た
ち
が違
い
に

か
か
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
よ
し
と
す
る
と
こ
ろ
が
気
仙

大
工
の
真
し
ん
こ
っ
ち
ょ
う

骨
頂
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
い
う
仕
事
を
受
け
入
れ

た
建
て
主
ら
の
気き
が
い概
に
頭
が
下
が
る
思
い
が
す
る
。
建
て
主

は
決
し
て
お
大だ
い
じ
ん尽
で
な
い
人
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
よ
い
。
そ
の

あ
た
り
の
こ
と
は
ま
た
別
の
機
会
に
触
れ
る
と
し
て
、
も
う

少
し
住
ま
い
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
間
取
り
も
い

く
つ
か
の
点
で
新
し
さ
や
工
夫
が
み
ら
れ
て
興
味
深
い
。

　
◉ 

オ
カ
ミ
の
使
い
方 

◉ 

　

オ
カ
ミ
は
15
畳
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
、イ
ロ
リ
が
あ
る
（
写

真
６
）。
こ
の
イ
ロ
リ
で
は
薪
は
燃
や
さ
な
い
。
お
も
に
炭

を
燃
や
す
。
オ
カ
ミ
は
普
段
板
の
間
だ
が
、
嫁
入
り
や
葬
式

な
ど
、
あ
る
い
は
会
食
な
ど
を
す
る
時
に
だ
け
、
畳
を
敷
き

詰
め
て
使
っ
た
（
写
真
４
）。
畳
は
使
わ
な
い
時
は
縁
側
な
ど

に
積
み
上
げ
て
お
い
た
。
天
井
も
以
前
は
ザ
シ
キ
と
同
じ
天

井
が
張
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
改
造
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
カ
ミ
の
北
面
の
鴨か

も
い居
の
上
に
は
３
つ
の
神
棚
が
作
ら

れ
、
そ
こ
に
は
３
様
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
（
写
真
５
）。

中
央
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
「
天
照
皇
太
神
宮
」
で
、向
か
っ

て
右
隣
は
「
御
年
神
大
王
串
」、
左
に
は
「
冰
上
三
柱
神
社
」

の
お
札
が
そ
れ
ぞ
れ
祀
ら
れ
て
い
る
。
毎
年
正
月
に
は
畳
が

敷
き
詰
め
ら
れ
、
イ
ロ
リ
に
炭
が
起
こ
さ
れ
、
神
棚
の
下
に

は
一
面
に
あ
り
っ
た
け
の
掛
け
軸
を
掛
け
て
部
屋
を
飾
っ

た
。
オ
カ
ミ
の
イ
ロ
リ
は
普
段
は
蓋
を
し
て
お
い
て
使
わ
な

い
。
何
か
行
事
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
が
冬
季
に
行
う
場
合
な

ど
に
、
こ
こ
に
炭
を
お
こ
し
て
暖
を
取
っ
た
。

　

イ
ロ
リ
の
脇
の
床
下
に
は
ム
ロ
が
あ
り
、
そ
こ
に
木
炭
を

入
れ
て
お
い
た
。
そ
う
し
て
イ
ロ
リ
で
正
月
の
餅
を
焼
い
て

食
べ
る
の
が
何
よ
り
も
楽
し
み
で
あ
っ
た
、
と
力
男
さ
ん
は

話
し
て
お
ら
れ
た
。

　

オ
カ
ミ
に
は
仏
壇
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
北
面
の
一
番
東
寄

り
の
半
間
が
仏
壇
を
置
く
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　
◉ 

カ
ッ
テ
の
使
い
方 

◉

　

カ
ッ
テ
は
オ
カ
ミ
の
北
側
に
あ
る
８
畳
間
で
、
年
寄
り
の

部
屋
に
使
っ
て
い
た
。
こ
の
部
屋
も
常
時
畳
が
敷
か
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
。
杉
板
と
角
材
で
作
っ
た
畳
と
同
じ
厚
さ
、

同
じ
大
き
さ
の
板
畳
と
い
う
パ
ネ
ル
状
に
し
た
板
を
、
畳
の

代
わ
り
と
し
て
所
々
に
敷
い
て
い
た
。
そ
の
板
畳
の
上
に

は
、
木
で
枠
を
作
り
、
稲
わ
ら
の
葉
の
部
分
だ
け
す
ぐ
っ
て

乾
燥
さ
せ
も
の
を
敷
き
詰
め
、
敷
布
団
の
代
わ
り
に
し
て
い

た
。
稲
わ
ら
の
葉
だ
け
を
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
ワ
ラ
フ
ク
と

5.  オカミに祀られた神棚　 天井が 15 尺（約 4.5
　   ㍍）と高 いのはそのためか　　

6.  オカミからザシキ方向をみる　
　 障子は取り替えられているが他は昔のまま

7.   鉄砲風呂　鉄砲の周りは温かいので
抱くようにして湯につかった　　

4.  ザシキ、デトザシキで
の婚礼（昭和 45 年）

9.  カラニワのイロリを
　　 使っての煮炊きの様子

10.  芋穴　トノグチの手前にサ
ツマイモを貯蔵する大きな
芋穴が掘られていた。所々、
板でフタがしてあった

8.  以前のナガヤ　２階が半間
　　     せり出しているのが特色の一つ

吉
田
家
の
平
面
図
（
明
治
19
年
当
時
の
間
取
り
の
復
元
）
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住まう　気仙大工のいる暮らし

い
い
、
布
団
皮
に
入
れ
て
藁
布
団
を
作
る
こ
と
も
よ
く
行
わ

れ
た
。
掛
け
布
団
は
今
と
変
わ
ら
な
い
。

　

カ
ッ
テ
は
ザ
シ
キ
の
裏
の
廊
下
へ
通
じ
て
い
た
。
家
で
会

食
な
ど
が
あ
る
時
は
オ
カ
ミ
に
も
お
客
が
座
る
の
で
、
客
の

前
を
通
ら
ず
に
配
膳
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
ト
コ
の
裏
の
廊

下
を
作
っ
た
。
冠
婚
葬
祭
を
各
自
の
家
で
や
ら
な
く
な
っ
た

現
在
は
こ
の
廊
下
は
物
置
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
カ
ッ
テ
の

天
井
は
踏
み
込
み
天
井
に
な
っ
て
い
て
、
小
屋
裏
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
小
さ
な
階
段
が
部

屋
の
北
の
隅
に
備
え
ら
れ
て
い
た
。
現
在
は
希ま
れ

に
し
か
使
わ

な
い
。

　
◉ 

カ
ラ
ニ
ワ
と
ダ
イ
ド
コ
ロ 

◉

 　

カ
ラ
ニ
ワ
と
板
敷
の
ダ
イ
ド
コ
ロ
を
合
わ
せ
る
と
間
口

４
間
×
奥
行
約
５
間
で
20
坪
近
く
あ
る
。
そ
の
中
央
辺
り
に

畳
半
畳
大
の
土
間
イ
ロ
リ
が
あ
る
。
土
間
イ
ロ
リ
に
は
大
き

な
自
在
鉤
が
か
か
っ
て
い
て
、
日
常
の
食
事
の
煮
炊
き
や
魚

焼
き
、
普
段
は
明
か
り
に
し
た
り
暖
を
取
っ
た
り
で
一
年
中

火
を
絶
や
す
こ
と
は
な
か
っ
た
（
写
真
９
）。
イ
ロ
リ
を
囲
む

四
方
が
板
張
り
で
腰
を
下
ろ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

カ
ラ
ニ
ワ
の
北
半
分
は
板
敷
き
に
な
っ
て
い
て
、
ダ
イ
ド

コ
ロ
と
呼
ん
だ
。
ダ
イ
ド
コ
ロ
に
は
作
り
付
け
の
２
間
の
戸

棚
が
あ
っ
て
、
食
器
な
ど
を
し
ま
っ
て
い
た
。
食
事
の
用
意

は
お
も
に
土
間
で
お
こ
な
う
。
カ
マ
ド
、
ナ
ガ
シ
、
水
ガ
メ

や
大
ガ
マ
も
カ
ラ
ニ
ワ
に
置
か
れ
て
い
た
。
ま
た
カ
ン
デ
ィ

ヤ
棒
と
い
う
鍬く
わ

の
柄
の
よ
う
な
棒
で
、豆
ブ
チ
や
麦
ブ
チ
（
脱

穀
）
も
カ
ラ
ニ
ワ
で
お
こ
な
っ
た
。
カ
ラ
ウ
ス
で
コ
メ
を
搗

い
た
り
農
作
業
を
す
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
カ
ラ
ニ
ワ
の
南

側
に
は
沖
が
見
え
る
窓
が
付
い
て
い
た
。

　
◉ 

芋
穴
と
サ
ガ
レ
ン 

◉

カ
ラ
ニ
ワ
の
南
の
出
入
り
口
を
ト
ノ
グ
チ
と
い
い
、
大
戸
が

立
て
ら
れ
て
い
た
。
吉
田
家
で
は
ト
ノ
グ
チ
が
半
間
奥
ま
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
凹
ん
だ
部
分
を
利
用
し
て
ト
ノ
グ
チ
の

手
前
左
手
に
芋
穴
が
掘
ら
れ
て
い
た
（
図
10
）。
大
き
さ
は
３

尺
×
９
尺
×
深
さ
４
尺
位
で
、
芋
穴
の
壁
と
底
は
、
土
の
上

か
ら
セ
メ
ン
ト
な
ど
を
塗
っ
て
崩
れ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
っ

た
。
そ
の
上
に
藁
束
を
た
て
、
底
に
も
藁
束
を
敷
い
て
直
接

芋
が
セ
メ
ン
ト
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
て
保
存
し
た
。

　

芋
穴
の
中
に
食
用
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
入
れ
た
。
芋
は
籾も
み
が
ら殻

を
一
緒
に
ま
ぜ
て
貯
蔵
し
、
芋
穴
の
上
に
は
所
々
に
板
を
載

せ
て
蓋ふ
た

を
し
て
お
い
た
。

　

ト
ノ
グ
チ
の
手
前
右
手
に
は
サ
ガ
レ
ン
と
呼
ぶ
畳
一
畳
ほ

ど
の
縁
台
が
置
か
れ
て
い
た
。
サ
ガ
レ
ン
と
は「
下
が
り
縁
」

の
詰
ま
っ
た
も
の
か
。
隅
々
ま
で
丁
寧
に
作
ら
れ
た
可
動
式

の
縁
台
で
、
力
男
さ
ん
の
お
婆
さ
ん
が
と
て
も
気
に
入
っ
て

い
た
。
天
気
が
よ
い
日
は
こ
れ
を
東
西
南
北
四
方
が
見
渡
せ

る
場
所
に
出
し
て
日
が
な
一
日
針
仕
事
な
ど
を
し
て
い
た
。

　

◉ 

鉄
砲
風
呂 
◉　

　

母
屋
の
西
側
に
は
母
屋
と
同
じ
長
さ
で
下
屋
が
出
て
い

た
。
そ
の
一
番
南
の
部
分
に
風
呂
場
が
あ
っ
て
、
中
に
鉄
砲

風
呂
が
置
か
れ
て
い
た
（
図
７
）。
鉄
砲
風
呂
と
い
う
の
は
木

で
出
来
た
湯
舟
の
中
に
、
口
の
直
径
が
25
㌢
位
の
鋳い

も
の物

で
出

来
た
筒
を
落
と
し
込
み
、
そ
の
中
に
上
か
ら
火
の
つ
い
た
薪

を
く
べ
て
湯
を
沸
か
す
風
呂
で
あ
る
。
鋳
物
の
筒
は
底
に
い

く
に
従
っ
て
太
く
丸
く
な
っ
て
い
て
、
そ
の
形
状
は
鉄
砲
と

い
う
よ
り
は
、
そ
れ
よ
り
大
型
の
大
筒
に
似
て
い
る
。
大
筒

立
面
図
（
復
元
）

断
面
図
（
現
状
）

平
面
図
（
現
状
）

立
面
図
（
現
状
）

11　

吉
田
家
の
番
犬
マ
ー
ル
は

　
　

人
懐
っ
こ
い

12　

母
屋
よ
り
一
段
低
い
位
置
に 

　
　

建
つ
ワ
カ
メ
の
作
業
場

13.  軒先の出し梁先端の絵様のついた肘木は気仙大工ならでは
14.  母屋の元カラニワ上部の精緻に組まれた小屋組
15.   昭和 40 年代頃の戸袋 屋敷配置図（現状）

11

12

13

14

15
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住まう　気仙大工のいる暮らし

の
底
の
部
分
に
焚
き
口
は
な
い
。も
ち
ろ
ん
、湯
の
中
に
あ
っ

て
も
鉄
に
触
れ
れ
ば
火
傷
を
す
る
が
、
鉄
の
周
り
の
湯
は
他

よ
り
温
か
な
の
で
、
大
筒
を
抱
く
よ
う
に
、
な
お
か
つ
触
ら

な
い
よ
う
注
意
し
て
風
呂
に
つ
か
っ
た
。
風
呂
が
済
ん
だ
後

は
鉄
砲
を
取
り
出
し
て
逆
さ
に
し
、
中
の
灰
や
燃
え
差
し
を

出
し
て
掃
除
を
し
た
。
風
呂
に
入
る
の
は
７
日
か
ら
10
日
に

１
度
の
割
合
だ
っ
た
。
水
道
の
な
い
時
代
に
は
水
汲
み
は
子

ど
も
の
役
目
と
決
ま
っ
て
い
て
、
子
ど
も
に
は
な
か
な
か
大

変
な
労
働
で
あ
っ
た
。

　
◉ 

さ
ら
に
下げ

や屋
に
つ
い
て 

◉
　　

　

下
屋
は
杉
皮
葺ぶ

き
寄よ

せ
む
ね棟

屋
根
を
持
つ
建
物
で
、
杉
皮
を
葺

い
た
上
に
割
竹
を
置
き
、
釘
で
止
め
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の

上
か
ら
海
岸
で
扁
平
な
石
を
探
し
て
来
て
屋
根
の
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
載
せ
て
い
た
。
扁
平
な
形
の
石
と
は
、
こ
こ
か
ら
そ

う
遠
く
な
い
宮
城
県
石
巻
市
雄お
が
つ勝
あ
た
り
で
、
天
然
ス
レ
ー

ト
と
し
て
も
使
わ
れ
た
黒
色
の
粘ね
ん
ば
ん
が
ん

板
岩
を
産
出
す
る
が
、
そ

の
系
統
の
石
か
と
思
わ
れ
る
。

　

下
屋
の
下
の
地
面
は
全
体
に
掘
り
く
ぼ
め
て
ら
れ
て
い

て
、
風
呂
場
か
ら
出
た
水
の
ほ
か
、
ナ
ガ
シ
か
ら
出
る
使
い

水
な
ど
も
溜
め
て
肥
料
に
し
た
。
そ
れ
を
タ
メ
と
い
っ
た
。

下
屋
の
中
程
に
、
母
屋
と
ナ
ガ
ヤ
を
結
ぶ
幅
が
５
尺
ほ
ど
の

通
路
が
あ
っ
た
が
、タ
メ
の
上
に
板
を
渡
し
て
通
っ
て
い
た
。

　

下
屋
の
北
側
の
部
分
は
物
置
に
な
っ
て
い
た
。
物
置
は
土

間
と
板
敷
き
が
半
々
で
、
板
敷
き
の
部
分
は
味
噌
や
漬
け
物

な
ど
を
作
っ
て
貯
蔵
す
る
味
噌
部
屋
で
あ
っ
た
。
土
間
に
は

大
根
や
芋
な
ど
を
貯
蔵
し
た
。

　

気
仙
大
工
と
碁
石
地
区
の
家
屋

　

◉
碁
石
地
区
の
家
屋
の
特
色 

◉

　

都
会
か
ら
来
た
者
に
は
ま
る
で
お
城
を
思
わ
せ
る
豪
壮
な

印
象
の
家
屋
が
碁
石
地
区
に
は
多
い
。
そ
れ
は
碁
石
だ
け
で

な
く
、
大
船
渡
や
陸
前
高
田
で
も
同
様
で
、
こ
れ
ら
の
多
く

の
家
屋
は
、
こ
の
一
帯
を
根
拠
地
と
す
る
い
わ
ゆ
る
気
仙
大

工
が
建
て
た
も
の
だ
。

　

豪
壮
な
家
屋
が
建
ち
並
ん
で
い
る
光
景
は
何
も
最
近
の
こ

と
で
は
な
く
、
こ
の
地
方
で
は
一
昔
も
ふ
た
昔
も
前
か
ら
の

こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
今
日
で
は
瓦
葺ぶ

き
の
屋
根
と
な
っ

た
こ
れ
ら
の
家
屋
は
、
昔
は
草
葺
き
屋
根
で
あ
り
、
30
年
前

に
は
ま
だ
草
葺
き
屋
根
を
乗
せ
た
豪
壮
な
家
屋
が
点
々
と
見

ら
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
草
葺
き
屋
根
に
混
じ
っ
て
天
然
ス

レ
ー
ト
葺
き
の
家
も
見
ら
れ
た
。
町
場
に
は
古
い
造
り
の
商

家
も
建
ち
並
ん
で
い
た
。

　

こ
の
地
方
に
住
む
気
仙
大
工
に
つ
い
て
は
、
既
に
い
く
つ

か
の
研
究
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
専
門
的
な
知
識
や

技
術
の
体
系
な
ど
は
脇
に
置
い
て
、
実
際
に
大
船
渡
市
域
な

り
碁
石
５
地
区
を
歩
い
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

造
り
の
住
宅
が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
す
べ

て
が
す
べ
て
と
い
う
わ
け
で
な
い
。
少
し
唐
突
な
話
に
な
る

が
滋
賀
県
彦
根
市
に
、
慶
長
11
年
（

1606
）
に
建
て
ら
れ
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
彦ひ
こ
ね
じ
ょ
う

根
城
天て

ん
し
ゅ
か
く

守
閣
と
い
う

建
物
が
あ
る
。
そ
の
建
物
を
手
本
に
し
て
建
て
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
程
、
こ
の
地
域
の
家
々
は
し
っ
か
り

と
、
し
か
も
美
し
く
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
◉ 

気
仙
大
工
の
棟
梁
の
話 

◉

　

地
域
の
あ
る
棟

と
う
り
ょ
う梁
が
、
こ
の
辺
り
の
家
屋
に
つ
い
て
、
こ

ん
な
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

　
「
こ
の
辺
り
の
人
は
家
を
建
て
る
時
に
『
ど
う
か
皆
さ
ん
、

一
生
働
い
て
き
た
自
分
の
そ
の
働
き
を
見
て
く
れ
』
と
い
う

思
い
で
家
を
建
て
る
の
だ
」
そ
う
だ
。
そ
し
て
実
際
に
建
物

を
建
て
る
棟
梁
の
側
も
、
簡
単
な
図
面
を
建
て
主
に
み
せ
た

あ
と
、「『
わ
か
っ
た
。
あ
と
の
こ
と
は
一
切
私
に
任
せ
て
く

れ
』
と
い
っ
て
自
分
の
持
て
る
技
を
す
べ
て
つ
ぎ
込
ん
で
仕

事
に
か
か
る
」
の
だ
そ
う
だ
。
工
期
や
費
用
の
こ
と
は
二
の

次
だ
と
い
う
。
そ
し
て
続
け
て
こ
う
も
言
っ
た
。

　
「
屋
根
に
テ
リ
や
ソ
リ
（
つ
ま
り
曲
線
や
曲
面
）
が
無
い
よ

う
な
家
で
は
、
建
て
主
と
し
て
は
承
諾
で
き
か
ね
た
し
、
建

て
て
も
自
分
の
家
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
気
仙
大
工

は
自
ら
励
ん
で
難
し
い
軒
反
り
や
テ
リ
を
勉
強
し
、
腕
を
磨

い
た
も
ん
だ
」
と
。
外
見
が
第
一
で
間
取
り
は
二
の
次
で
よ

か
っ
た
そ
う
で
、
外
見
が
素
晴
ら
し
い
家
で
も
間
取
り
は
意

外
に
古
臭
く
て
使
い
に
く
い
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　

そ
う
し
た
家
は
新
し
い
家
に
も
多
い
が
、
築
50
年
、
100
年

経
っ
て
い
る
よ
う

な
家
も
あ
る
。
浜

に
建
て
ら
れ
て
い

た
家
は
津
波
で
流

さ
れ
た
が
、
少
し

高
台
に
上
れ
ば
、

気
仙
大
工
の
建
て

た
家
は
今
日
で
も

ま
だ
ま
だ
見
ら
れ

る
。
そ
の
特
徴
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
◉ 

軒
を
セ
ガ
イ
造
り
で
飾
る 

◉

　

セ
ガ
イ
造
り
と
は
別
名
、
出だ

し
桁け

た
づ
く造

り
（
あ
る
い
は
出
桁
造

り
）
と
も
呼
ば
れ
る
軒
裏
の
装
飾
法
の
一
種
で
、
本
来
の
桁

の
外
に
も
う
一
本
の
桁
を
出
し
、
そ
れ
を
腕
木
で
支
え
る
構

造
を
い
う
。
和
船
の
船
梁
が
船
べ
り
か
ら
突
き
出
し
て
棚
を

支
え
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
か
、「
船
外
」
と
い
う
言
葉
が

転
化
し
て
「
セ
ガ
イ
」
と
な
っ
た
と
い
う
説
な
ど
さ
ま
ざ
ま

あ
る
。
17
世
紀
末
に
は
既
に
セ
ガ
イ
造
り
の
事
例
が
山
形
県

の
農
家
に
み
ら
れ
る
。
藩
政
時
代
に
は
、
藩
令
で
名な
ぬ
し主

階
層

以
上
で
な
い
と
造
れ
な
か
っ
た
藩
も
多
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け

に
禁
令
が
と
け
て
自
由
に
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
明
治
以
降

で
は
、
庶
民
の
願
望
で
も
あ
っ
た
セ
ガ
イ
造
り
が
関
東
地
方

や
東
北
地
方
を
中
心
に
広
く
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

◉ 

屋
根
は
き
ま
っ
て
入
母
屋
造
り 

◉ 

　

こ
の
地
域
も
明
治
時
代
ま
で
は
草
葺
き
の
家
が
建
て
ら
れ

て
い
た
。
屋
根
葺
き
の
素
材
は
茅か
や

で
は
な
く
麦
ガ
ラ
が
多

か
っ
た
。
ち
な
み
に
茅
と
は
「
屋
根
を
葺
く
の
に
用
い
る
草

本
の
総
称
」（
広
辞
苑　

第
四
版
）
で
、
茅
と
い
う
固
有
の
植

物
名
で
は
な
い
。
明
治
以
前
も
以
後
も
、
こ
の
地
方
に
は
麦

ガ
ラ
と
は
別
に
、
天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
家
が
存
在
し
た
。

天
然
ス
レ
ー
ト
の
産
地
は
、
こ
の
辺
り
で
は
宮
城
県
石
巻
市

雄お
が
つ
ち
ょ
う

勝
町
。
粘ね

ん
ば
ん
が
ん

板
岩
の
石
を
厚
さ
６
㍉
ほ
ど
に
剥は

い
だ
も
の
を

長
方
形
や
魚
の
う
ろ
こ
型
に
整
形
し
て
屋
根
葺
き
材
に
す

る
。
天
然
の
素
材
と
は
言
え
、
手
間
が
か
か
る
葺
き
材
で
費

用
も
高
か
っ
た
。

　

そ
の
後
セ
メ
ン
ト
瓦
が
昭
和
30
年
代
ま
で
使
わ
れ
た
。
現

在
は
釉ゆ
う
や
く薬

を
施
し
た
耐
寒
瓦
が
主
流
と
な
っ
た
。
瓦
葺
き
の

時
代
に
な
る
と
、
屋
根
の
形
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ま

で
の
寄
せ
棟
、
切き
り
つ
ま妻
と
い
っ
た
形
か
ら
入い

り
も
や

母
屋
屋
根
が
好
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
入
母
屋
屋
根
は
テ
リ
や
反
り
を
つ
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
屋
根
と
し
て
も
っ
と
も
見
栄
え
が
す
る

た
め
、
こ
の
地
域
の
人
々
に
好
ま
れ
た
よ
う
だ
。

　

◉ 

屋
根
に
軒
反
り
と
テ
リ
を
つ
け
る 

◉ 

　

屋
根
の
「
反
り
」
と
は
自
分
か
ら
見
て
左
右
方
向
の
反
り

返
り
を
い
い
、「
テ
リ
」
と
は
奥
行
方
向
の
反
り
返
り
を
指

す
言
葉
。
軒
の
曲
線
は「
反
り
」で
、こ
れ
を
軒
反
り
と
い
う
。

棟
部
分
の
曲
線
も
「
反

り
」
で
、
こ
ち
ら
は
棟

反
り
と
い
う
。
そ
れ
に

対
し
て
屋
根
面
の
奥
か

ら
手
前
に
対
す
る
曲
線

を
「
テ
リ
」
と
い
う
。

ち
な
み
に
テ
リ
の
反
対

に
屋
根
に
丸
み
を
つ
け

る
こ
と
を
ム
ク
リ
と
い

う
。
こ
の
地
域
の
家
屋

の
屋
根
に
は
こ
の
反
り

と
テ
リ
が
必
ず
入
っ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
屋
根
の
み
な
ら
ず
建
物
全
体
に
立
体

感
と
緊
張
感
を
増
大
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
、
見
栄
え
が
増
す

こ
と
に
な
る
。

　

◉ 

玄
関
部
分
を
角つ

の
や屋

に
し
て
出
す 

◉

　

角
屋
と
は
間
取
り
上
、
母
屋
の
外
壁
線
か
ら
突
き
出
し
て

造
る
こ
と
を
言
う
。
南
部
曲ま
が

り
家や

を
想
像
し
て
頂
け
れ
ば
分

か
り
易
い
。
曲
が
っ
た
部
分
が
母
屋
か
ら
突
き
出
て
い
る
の

で
、
こ
の
部
分
を
角
屋
と
い
う
。
こ
の
地
域
の
住
宅
は
玄
関

を
角
屋
に
し
て
建
て
る
家
が
多
い
。
そ
し
て
玄
関
の
部
分
に

そ
こ
だ
け
の
屋
根
を
か
け
て
い
る
。
そ
れ
も
切き
り
つ
ま妻
屋
根
や
寄

せ
棟
屋
根
で
は
な
く
入
母
屋
屋
根
を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
も

や
は
り
家
が
豪
華
に
見
え
る
こ
と
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
の
地
域
は
雪
は
そ
れ
ほ
ど
深
く
な
い
の
で
、
同
じ

く
玄
関
を
角
屋
と
す
る
秋
田
中
ち
ゅ
う
も
ん門
造づ

く

り
と
は
別
の
意
図
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
門
と
は
入
り
口
あ
る
い
は
玄
関
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
秋
田
中
門
造
り
の
玄
関
は
母
屋
の
雪
が

２

セガイ造りの軒

入母屋造りの民家

ソリとテリ
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い
の
り碁

石
の
祭
り
と
芸
能

　
◉ 

中
森
熊
野
神
社
の
式
年
大
祭
（
五
年
祭
）
◉ 

　

中
森
熊
野
神
社
の
大
祭
は
、
か
つ
て
２
年
に
一
度
行
わ
れ

て
い
た
が
、
昭
和
43
年
（

1968
）
の
開
催
か
ら
４
年
に
一
度
の

式
年
と
な
り
、
数
え
年
で
「
五
年
祭
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

祭
日
は
旧
暦
９
月
14
日
で
、
こ
れ
は
熊
野
神
社
の
創
建
縁
起

で
、
麻お
く
さ
れ
じ
ま

腐
島
に
着
い
た
熊
野
権ご

ん
げ
ん現

の
神み

こ
し輿

を
当
地
に
勧

か
ん
じ
ょ
う請

し

た
日
で
あ
る
。
現
在
は
泊
里
の
八
幡
神
社
の
神
輿
も
と
も
に

渡と
ぎ
ょ御

す
る
が
、
こ
れ
は
戦
後
、
八
幡
神
社
じ
た
い
の
祭
礼
が

行
わ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
と
い
う
。

　

熊
野
神
社
を
出
た
神
輿
が
行
列
を
従
え
て
浜
の
御お
た
び
し
ょ

旅
所
に

渡
御
し
、
祭
典
の
後
に
熊
野
神
社
に
還か
ん
ぎ
ょ御
す
る
。
東
日
本
の

沿
岸
部
に
多
く
見
ら
れ
る
浜は
ま
で出
の
御
旅
所
祭
礼
で
あ
る
が
、

中
森
熊
野
神
社
の
祭
礼
の
特
徴
は
、
そ
の
渡
御
行
列
に
氏
子

で
あ
る
碁
石
５
地
区
と
中
央
地
区
（
門
之
浜
・
中
井
・
梅
神
・

小
河
原
）
の
９
部
落
が
８
組
に
編
成
さ
れ
（
門か
ど
の
は
ま

之
浜
と
中
井
が

合
同
で
門か
ど
な
か中

組
を
構
成
す
る
）、
そ
れ
ぞ
れ
芸
能
を
奉
納
す
る
こ

と
と
、
熊
野
権
現
の
漂
着
地
と
さ
れ
る
麻
腐
島
を
め
ぐ
る

曳ひ
き
ふ
ね舟
に
よ
る
海
上
渡
御
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
三
陸
沿

岸
の
御
旅
所
祭
礼
に
は
、
ど
ち
ら
も
よ
く
見
ら
れ
る
特
徴
で

あ
る
。

　

奉
納
さ
れ
る
芸
能
の
代
表
的
な
も
の
は
虎と
ら
ま
い舞
で
、
基
本
的

に
す
べ
て
の
組
が
奉
納
す
る
。
そ
の
虎
舞
が
青
年
男
性
中
心

で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
手
踊
り
を
演
じ
る
。
そ
の
年
ご

と
に
先
生
を
頼
ん
で
振
り
付
け
ら
れ
る
手
踊
り
は
、
祭
り
組

の
女
性
や
そ
の
親
族
の
多
く
が
参
加
し
、
習
得
す
る
の
に

一
ヶ
月
近
く
稽け
い
こ古

を
重
ね
る
組
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に

加
え
て
、
西
舘
、
碁
石
で
は
七
福
神
の
舞
を
奉
納
す
る
。

　

海
上
渡
御
の
御お
め
し召

船ぶ
ね

は
、
か
つ
て
は
地
区
内
の
船
主
が
所

有
す
る
大
型
漁
船
（
サ
ン
マ
船
）
の
中
か
ら
く
じ
引
き
で
選

ば
れ
て
い
た
。
と
く
に
熊
野
神
社
の
神
輿
を
乗
せ
る
御
召
船

に
選
ば
れ
る
の
は
た
い
へ
ん
な
名
誉
で
あ
っ
た
と
い
う
。
御

召
船
以
外
に
も
、
猿さ
る
た
ひ
こ

田
彦
や
梵ぼ

ん
て
ん天
を
乗
せ
る
船
や
、
警け

い
ご護
船せ

ん

な
ど
が
出
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
地
元
の
漁
業
者
が
所
有

す
る
船
で
あ
る
。
以
前
は
浜
か
ら
小
型
の
艀
は
し
け
ぶ
ね船
を
出
し
、
各

祭
り
組
の
虎
舞
を
海
上
で
披
露
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

平
成
24
年
の
五
年
祭
で
は
、
大
船
渡
漁
協
が
所
有
す
る
定

置
網
船
「
第
一
大
浜
丸
」（
八
幡
神
社
）
と
「
第
八
大
浜
丸
」

（
熊
野
神
社
）
が
御
召
船
を
務
め
た
。
第
一
大
浜
丸
は
大
船
渡

市
漁
協
所
有
の
定
置
網
船
の
う
ち
、
津
波
で
唯
一
流
失
し
な

か
っ
た
船
体
を
修
理
し
て
復
活
し
た
も
の
、
ま
た
第
八
大
浜

丸
は
震
災
後
の
９
月
に
漁
業
の
復
興
を
願
っ
て
新
造
さ
れ
た

ば
か
り
の
船
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
祭
礼
で
は
門
之
浜
港
に

御
旅
所
が
設
け
ら
れ
た
の
で
、
麻
腐
島
の
周
辺
を
回
っ
た
だ

け
で
あ
っ
た
が
、
泊
里
港
か
ら
曳
舟
が
出
て
い
た
と
き
は
、

碁
石
岬
の
先
ま
で
御
召
船
が
巡
じ
ゅ
ん
こ
う幸
し
た
。
海
上
渡
御
の
前
に

は
、
麻
腐
島
に
松
と
竹
の
枝
が
一
本
ず
つ
立
て
ら
れ
る
。
今

回
の
津
波
で
も
、
４
年
前
に
立
て
ら
れ
た
枝
の
根
元
は
残
っ

て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
大
規
模
な
祭
礼
を
支
え
た
一
つ
の
要
因
は
、
地
区
の

船
主
た
ち
の
経
済
的
な
後
ろ
盾だ
て

で
あ
っ
た
。
氏
子
で
あ
る
碁

石
地
区
、
中
央
地
区
は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
大
型
船
の
出
入
り

１

祭
り
行
事
と
信
仰

落
ち
て
き
て
入
口
を
塞
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
工
夫
で

あ
っ
た
。

　
◉ 

２
階
建
て
に
し
、

　
　
　
そ
れ
で
い
て
２
階
を
総
二
階
に
は
し
な
い 

◉ 

　

平
屋
の
家
も
あ
る
に
は
あ
る
が
豪
華
さ
で
は
２
階
建
て
が

勝
る
。
そ
れ
も
間
取
り
の
中
央
部
分
だ
け
を
２
階
建
て
に
し

て
、
１
階
の
入
母
屋
造
り
の
大
屋
根
が
２
階
を
取
り
囲
む
よ

う
に
す
る
。
２
階
も
入
母
屋
造
り
の
屋
根
が
付
き
、
１
階
の

大
屋
根
と
２
階
の
中
ぐ
ら
い
の
屋
根
と
、
さ
ら
に
玄
関
部
分

の
小
ぶ
り
な
屋
根
が
合
わ
さ
っ
て
、
建
物
全
体
の
重
厚
感
が

い
っ
そ
う
強
調
さ
れ
て
い
る
。
総
２
階
建
て
に
す
る
と
１
階

部
分
の
屋
根
が
必
要
な
く
な
り
、
大
中
小
の
屋
根
が
作
り
出

す
こ
の
リ
ズ
ム
感
は
な
い
。
ま
た
、
す
べ
て
の
屋
根
の
軒
裏

を
セ
ガ
イ
造
り
で
飾
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軒
の
出
が
よ
り
深

く
な
り
、
建
物
の
陰
影
が
深
ま
り
、
立
体
感
を
増
す
効
果
が

生
ま
れ
て
い
る
。
妻
側
の
破は

ふ風
の
部
分
も
入
母
屋
作
り
の
屋

根
を
掛
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
妻
壁
が
破
風
か
ら
一
段
引
っ

込
み
、
こ
こ
に
も
陰
影
が
生
ま
れ
る
。
気
仙
大
工
が
手
が
け

た
建
物
は
こ
の
よ
う
に
屋
根
を
入
念
に
仕
上
げ
た
建
物
が
多

い
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。

　
◉ 

戸
袋
を
豪
華
に
飾
る 

◉

　

現
在
多
く
使
わ
れ
て
い
る
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
ュ
の
窓
で
は
、

雨
戸
は
特
に
立
て
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
立
て
て
も
戸
袋
を

作
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
雨
戸
の
代
わ
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

使
う
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
防
犯
、
防
火
の
意
味
が
大

き
い
。
か
つ
て
の
家
屋
の
縁
側
と
外
部
と
の
境
に
は
、
い
つ

も
は
建
具
を
立
て
ず
、
夜
間
の
戸
締
り
用
と
雨
の
日
だ
け
雨

戸
を
立
て
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
雨
戸
は
普
段
は
縁
先

の
両
端
か
一
方
の
端
に
戸
袋
と
い
う
収
納
箱
を
作
っ
て
入
れ

て
い
た
。
戸
袋
は
実
用
的
に
は
雨
戸
を
収
納
す
る
だ
け
の
意

味
し
か
な
い
が
、
気
仙
大
工
は
こ
こ
に
技
能
を
発
揮
す
る
こ

と
を
好
ん
だ
よ
う
だ
。
戸
袋
の
正
面
、
測
面
の
壁
は
「
さ
さ

ら
子
下し
た
み見

板
張
り
」
と
い
う
手
の
込
ん
だ
細
工
を
し
、
そ
の

上
の
小
壁
の
部
分
に
は
気
仙
大
工
の
得
意
と
す
る
彫
刻
を
施

し
、
さ
ら
に
屋
根
は
重し
げ

ダ
ル
キ
（
間
隔
の
狭
い
垂た
る
き木
）
に
板
葺

き
の
七
五
三
庇
ひ
さ
し
と
い
う
、
こ
れ
以
上
は
な
い
と
い
う
繊
細
な

技
で
作
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
家
屋
の
一
部
と
い

う
よ
り
工
芸
の
域
に
達
し
て
い
る
。
１
ヶ
所
あ
る
だ
け
で
も

見
ご
た
え
が
あ
る
の
に
、
気
仙
大
工
が
建
て
た
家
で
は
同
じ

作
り
の
戸
袋
が
一
軒
に
３
ヶ
所
も
あ
っ
た
。

玄関部分が角屋になった民家

２階建ての民家

戸袋を飾る

平成 4 年（1992）10 月の熊野神社式年大祭。虎を乗せた曳船が麻腐島を目指す（川島秀一氏提供）
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の
多
か
っ
た
細
浦
地
区
の
船
主
た
ち
も
、
神
社
及
び
各
祭
り

組
に
多
額
の
寄
付
を
し
て
い
た
と
い
う
。
昭
和
40
年
代
に
祭

り
が
４
年
に
一
度
に
変
更
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
32
年
に
開
発

さ
れ
た
と
い
う
ワ
カ
メ
養
殖
が
主
流
に
な
り
、
漁
船
漁
業
が

縮
小
し
て
い
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
か
つ
て
は
祭
り
の
と
き
に
は
特
別
に
ア
ワ
ビ
を
採
っ
て

祭
り
組
の
資
金
に
し
て
い
た
と
い
う
が
、
近
年
は
漁
協
の
規

制
が
厳
し
く
な
り
、ノ
シ
代
わ
り
に
少
量
、許
可
を
得
て
採
っ

て
い
る
だ
け
と
い
う
。

　

◉ 

虎
舞
と
采
棒
振
り 

◉ 

　

な
ぜ
、
す
べ
て
の
祭
り
組
が
虎
舞
を
奉
納
す
る
ほ
ど
、
当

地
で
は
虎
舞
が
盛
ん
な
の
か
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
素
地
が
考

え
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
、
熊
野
修し
ゅ
げ
ん験
が
広
め
た
権ご

ん
げ
ん
ま
い

現
舞
で
あ
る
。
中
森
熊

野
神
社
が
熊
野
の
修
験
が
仕
え
た
神
社
で
あ
る
こ
と
は
、
別

に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
東
北
地
方
に
広
ま
っ
た
山や
ま
ぶ
し伏

あ

る
い
は
法ほ
う
い
ん印
と
い
っ
た
修
験
者
た
ち
は
、
獅
子
頭
を
神
の
仮

の
姿
（
権
現
と
は
「
仮
に
現
れ
る
」
の
意
味
）
と
し
、
そ
の
舞
を

奉
じ
る
こ
と
で
、
災
わ
ざ
わ
い
を
除よ

け
、
願
い
を
叶
え
る
祈き

と
う禱
を
果

た
す
と
説
い
た
。
有
名
な
早は
や
ち
ね

池
峰
神
楽
や
黒
森
神
楽
で
も
、

最
重
要
と
さ
れ
る
の
は
権
現
舞
で
あ
り
、
三
陸
地
方
の
広
い

範
囲
で
春
に
権
現
さ
ま
が
悪
魔
払
い
に
訪
れ
る
の
も
、
こ
の

信
仰
が
基
盤
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
虎
舞
が
三
陸
の
沿
岸
部
に
濃
密
に
分
布
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
海
の
生
活
と
深
く
関
わ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
虎
舞
の
全
国
的
な
分
布
を
み
る
と
、
神
奈
川
や
静

岡
、
鹿
児
島
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
圧
倒
的
に
数
が
多
い

の
は
三
陸
地
方
で
、そ
れ
も
内
陸
部
に
は
わ
ず
か
し
か
な
く
、

対
し
て
沿
岸
部
で
は
気
仙
沼
市
、
大
船
渡
市
、
三
陸
町
、
釜

石
市
、
大
槌
町
な
ど
に
、
ほ
と
ん
ど
部
落
ご
と
に
あ
る
と
い

う
ほ
ど
多
い
。

　

虎
舞
に
は
「
虎
は
千せ
ん
り里
往い

っ
て
千
里
還か

え

る
」
と
い
う
故
事

が
し
ば
し
ば
付
随
す
る
。「
板い
た
こ子
一
枚
下
は
地
獄
」
と
例
え

ら
れ
る
危
険
な
海
上
で
の
仕
事
か
ら
無
事
帰
る
と
い
う
、
海

上
安
全
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
気
仙
沼

市
の
浪な
み
い
た板
や
松

ま
つ
ば
た
け圃
の
虎
舞
で
は
、
消
息
を
絶
っ
た
船
を
案
ず

る
人
々
が
、
虎と
ら
ふ斑
の
猫
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
見
か
け
た
と
こ

ろ
、
そ
の
船
が
帰
還
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
そ
れ
を
虎

舞
の
由
来
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
碁
石
地
区
の
虎
舞
は
、
熊

野
修
験
が
広
め
た
権
現
舞
の
伝
統
に
、
漁
民
が
海
上
安
全
の

願
い
を
託
し
て
、
権
現
（
獅
子
）
を
虎
に
見
立
て
た
も
の
と

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

碁
石
地
区
で
も
小
正
月
（
今
は
元
旦
か
２
日
に
行
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
）
に
は
悪
魔
払
い
が
回
っ
て
く
る
。
実
際
に
は
虎
舞

が
回
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
縁
側
か
ら
家
に
上
が
っ
て
、
神

棚
の
前
で
虎
舞
を
演
じ
、
そ
の
ま
ま
玄
関
か
ら
出
て
行
く
と

い
う
。
よ
そ
で
あ
れ
ば
権
現
さ
ま
が
来
る
と
こ
ろ
を
、
虎
舞

が
そ
の
役
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
虎
舞
も
、
気
仙
沼
市
な
ど

で
は
頭
か
ら
虎
の
姿
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
碁
石
の
虎
舞
の

頭
は
明
ら
か
に
獅
子
頭
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
こ
で
は
、
権

現
さ
ま
と
虎
舞
は
別
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
虎
舞
に
は
、
采
棒
振
り
（
シ
ャ
ブ
ッ
コ
フ
リ
）
が

つ
き
も
の
で
あ
る
。
今
は
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
演
じ
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
お
ま
け
の
役
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、権
現
舞
や
獅
子
舞
に
は
欠
か
せ
な
い
役
で
あ
る
。

獅
子
舞
に
は
古
く
か
ら
、
鼻は
な

取と

り
や
獅
子
使
い
な
ど
と
呼
ば

れ
る
、
獅
子
を
操
る
役
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
役

を
宇う
て
ん
の
う

天
王
な
ど
と
呼
ん
で
、
獅
子
以
上
の
霊
力
を
も
つ
存
在

と
見
な
す
こ
と
も
あ
る
。
虎
舞
の
采
棒
振
り
も
、
こ
れ
に
連

な
る
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
采
棒
振
り
の
子
ど
も
た
ち
は
、

屋
号
や
個
人
名
を
意い
し
ょ
う匠
化
し
た
文
様
を
刺
し
ゅ
う
し
た
前
掛

け
を
着
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
衣
裳
は
各
家
で
用
意
す
る
と

い
う
。

　
◉ 

七
福
神
と
大
黒
舞 

◉ 

　

七
福
神
は
、
い
ま
は
西
舘
と
碁
石
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
現

在
は
子
供
七
福
神
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
古
く
か

ら
子
ど
も
の
芸
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
以
前
は
若
い
衆
が

演
じ
る
も
の
だ
っ
た
。
だ
か
ら
歌
の
文
句
や
舞
の
し
ぐ
さ
に

は
、
子
ど
も
に
は
理
解
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
性
的
な
滑こ
っ
け
い稽

も

入
り
、
ア
ド
リ
ブ
で
そ
う
し
た
振
り
を
入
れ
込
む
（「
道
化
が

入
る
」
と
い
う
）
の
が
本
来
の
姿
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。

　

三
陸
沿
岸
に
は
、
虎
舞
同
様
、
七
福
神
舞
の
伝
承
も
多
い
。

と
く
に
三
陸
全
体
に
現
存
す
る
七
福
神
舞
の
半
数
以
上
が
、

大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
、
気
仙
沼
市
の
３
市
内
に
あ
る
。

そ
の
多
く
が
、
明
治
以
降
に
近
隣
か
ら
習
っ
て
き
た
も
の
と

伝
え
て
い
る
。
例
え
ば
陸
前
高
田
市
小お
と
も友

町
門
前
の
七
福
神

舞
は
、
西
舘
か
ら
昭
和
９
年
頃
伝
え
た
と
い
う
。
通
婚
・
移

住
を
含
め
た
港
町
ど
う
し
の
交
流
が
こ
の
芸
能
を
広
め
た
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
共
通
す
る
様
式
を
も
ち
、
と

く
に
「
ミ
ッ
サ
イ
ナ
、
ミ
ッ
サ
イ
ナ
」
と
い
う
囃は
や
し
こ
と
ば

子
詞
や
、

数
え
歌
形
式
の
詞
章
な
ど
に
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

　

こ
の
七
福
神
舞
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
、
大
黒
舞
に
行
き

当
た
る
。
数
え
歌
形
式
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
大
黒
（
と
き
に

恵
比
須
と
連
れ
立
つ
）
に
扮ふ

ん

し
て
踊
る
大
黒
舞
は
、
室
町
時
代

の
中
期
ご
ろ
か
ら
流
行
し
て
い
た
。
声し
ょ
う
も
じ

聞
師
や
千せ

ん
ず
ま
ん
ざ
い

秋
萬
歳
な

ど
の
芸
能
民
が
伝
え
、
や
が
て
大
黒
舞
を
専
門
に
演
じ
る
者

も
現
れ
た
こ
と
が
、『
嬉き
ゆ
う
し
ょ
う
ら
ん

遊
笑
覧
』
な
ど
の
江
戸
時
代
の
風

俗
書
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
三
陸
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
「
見
っ

さ
い
な
、
見
っ
さ
い
な
、
大
黒
舞
を
見
っ
さ
い
な
」
と
い
う

囃
子
詞
が
、
山
陰
や
九
州
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
舞
が
近
世
に
大
い
に
流
行
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
萬
歳

な
ど
と
同
じ
く
、
正
月
に
門
付
け
を
し
て
回
る
祝
福
芸
の
一

種
で
あ
る
。

　

碁
石
地
区
で
も
、
泊
里
の
祭
り
組
が
一
時
期
、
大
黒
舞
を

出
し
て
い
た
。
別
に
紹
介
し
た
泊
里
の
祭
礼
記
録
（
次
頁
）

に
は
昭
和
31
年
の
み
記
録
に
残
る
が
、
昭
和
20
年
代
に
も
出

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
も
と
泊
里
の
浜
守
正
一
さ
ん
（
昭
和

７
年
生
ま
れ
）
は
そ
の
経
験
者
の
一
人
で
、
今
も
歌
を
記
憶

し
て
い
る
。
大
黒
舞
と
は
い
え
、
実
際
は
恵
比
須
と
大
黒
の

２
種
の
舞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
名
ず
つ
で
演
じ
た
と
い
う
。
歌

は
西
舘
や
碁
石
の
七
福
神
の
、
恵
比
須
、
大
黒
そ
れ
ぞ
れ
の

歌
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
大
黒
舞
を
碁
石
地
区
の
七
福
神
の
古
い
姿
と

考
え
る
の
は
難
し
い
。泊
里
に
大
黒
舞
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
、

こ
の
舞
の
師
匠
で
あ
っ
た
村
上
長
四
郎
さ
ん
だ
と
い
う
。
賑

や
か
な
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
長
四
郎
さ
ん
は
、
す
で

に
七
福
神
を
演
じ
て
い
た
西
舘
や
碁
石
に
負
け
ぬ
よ
う
、
ど

こ
か
か
ら
恵
比
須
と
大
黒
の
舞
を
習
っ
て
き
た
の
だ
と
い

う
。
将
来
的
に
は
他
の
福
神
を
加
え
て
七
福
神
に
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
泊
里
で

は
こ
れ
が
根
付
く
こ
と
は
な
く
、
長
四
郎
さ
ん
が
手
を
引
く

と
、
そ
の
ま
ま
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
般
的
に
は
七
福
神
と
い
う
と
、
大
黒
天
・

恵
比
須
・
毘
沙
門
天
・
弁
財
天
・
布
袋
・
福
禄
寿
・
寿
老
人

の
７
人
の
福
神
を
指
す
が
、
西
舘
と
碁
石
の
七
福
神
に
は
な

ぜ
か
布
袋
さ
ま
が
登
場
せ
ず
、
か
わ
っ
て
最
初
と
最
後
に
ど

ち
ら
も
大
黒
天
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
大
船
渡
市
の
平
た
い
ら

七
福

神
や
、
陸
前
高
田
市
の
長お
さ
べ
み
な
と

部
湊
七
福
神
な
ど
も
同
様
で
、
こ

ん
な
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の
七
福
神
が
同
じ
系
譜
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

山根組の小虎舞の頭1.   熊野神社の神輿と御六尺が乗ったお召船（H24 年大祭）
2.   三十刈組の虎舞とサイボウ振りの子どもたち（H24 年大祭）
3.   碁石組の七福神舞（H24 年大祭）　
4.   西舘組の七福神の子どもたち（昭和 37 年大祭、武田貞一氏提供）
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泊
里
の
祭
礼
記
録
文
書
か
ら

　

泊
里
部
落
に
は
、地
域
の
決
め
ご
と
や
共
有
財
産
、

出
納
な
ど
に
関
わ
る
様
々
な
文
書
が
残
さ
れ
て
い

る
。
最
も
古
い
も
の
は
大
正
８
（

1919
）
年
の
も
の
で

あ
る
が
、主
と
し
て
昭
和
初
期
か
ら
の
記
録
で
あ
る
。

そ
の
中
に
、
中
森
熊
野
神
社
祭
礼
に
関
す
る
も
の
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
年
に
よ
っ
て
記
録
の
内
容
は

異
な
る
が
、基
本
的
に
は
役
割
帳
と
出
納
簿
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
そ
の
役
割
帳
に
従
っ
て
、
各
年
の
祭
礼
へ

の
参
加
者
名
を
掲
出
し
た
。
記
録
の
い
く
つ
か
は
津

波
に
浸
か
っ
て
判
読
不
能
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
記

録
の
一
部
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
、
部
分
的
に
判
読

が
困
難
な
も
の
が
あ
る
。
判
読
不
能
な
文
字
は
●
で

示
し
た
。
ま
た
年
に
よ
っ
て
人
名
の
表
記
に
食
い
違

い
が
あ
る
の
で
、同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、

妥
当
と
思
わ
れ
る
表
記
に
統
一
し
た
。
た
だ
し
完
全

な
正
確
を
期
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
を
ご
了
解
い
た

だ
き
た
い
。

２

年月日 御陸尺
旗・纒 虎舞 太鼓・笛 采棒振

大黒舞ほか 手踊り その他

昭 15年
（1940）
旧 9月 14日

昭 21年
旧 9月 14日

昭 23年
（1948）
旧 9月 14日

昭 29年
（1954）
旧 9月 14日

昭 25・27 年

昭 19年
（1944）

昭 17年

【纒】
熊上八百治

【虎舞】
熊上八百造
熊谷吉右ヱ門
大和田庄之進
及川佐内

【虎舞】
村上長四郎
熊上八百治

【太鼓】
及川秀雄
村上甚助
及川定之進
【笛】
大和田元一
大和田吉雄

【纒】
鈴木卯之助

【虎舞】
及川佐内
大和田福一
浜守正一
村上松治郎
大和田治雄
大和田良一

【太鼓】
村上勇治
熊谷芳雄
大和田太治馬
【笛】
大和田太一
大和田太治雄

【三味線】
大和田富治郎

【代表】
熊谷正雄
山本徳一
【纒】
村上勝三郎

【虎舞】
熊上八百治
熊谷吉右ヱ門
大和田庄之進
大和田福一
大和田治雄
大和田正男

【采棒振】
熊谷芳弘
村上雄一
及川政行

【太鼓】
山本徳一
熊谷芳雄
菅野昭雄
【笛】
大和田吉雄
大和田太一
大和田元一
大和田忠雄
村上満津夫

【太鼓】
山本徳一
及川健三
熊谷市男

【女手踊】熊上ヤヲノ、熊谷和子、大和田アヘ子、大和
田アサ子、村上クラヘ、大和田トミ子、古座ヤス子、
村上ミチ子、村上栄子、大和田モト子、大和田マツエ、
村上ナツヨ、村上キンヨ、熊谷セツ子、村上シズ子、
金ミチ子、古座チエ子、大和田オモ子
【男手踊】大和田太治馬、大和田太治雄、及川健三、熊
谷悦雄、村上松治郎、熊谷芳雄

【踊先生】大和田忠雄、大和田アサ子、大和田トミ子
【大女踊】大和田モト子、大和田オモ子、村上キンヨ、熊
谷セチ子、古座チエ子、村上シズ子
【中女踊】大和田トクエ、大和田ハチエ、金ユキ子、村上
マリ子、村上ヨシ子、熊谷トモ子、熊上キミ子、古座サチ子、
熊谷シミ子、熊谷タカ子
【小女踊】大和田シゲ子、大和田マサ子、大和田ヨシ子、
金子カエ子、尾崎ノブ子、村上ヨシ子、鈴木勝子、大和田
辰子（達子）、山本登久子、古座道子、熊上ヨシ子、古座オ
リ子、熊谷カツ子、熊谷エツ子、鎌田キヨ子、村上シゲ子、
武田ヒロ子、●●洋子
【男手踊】大和田政男、大和田友男、村上満津夫、古座弘、
村上暁男、金良克、種田捷記

（役割記載無し）

【御陸尺】
大和田福十郎
熊谷音吉
【纒】
大和田良助

（この年は祭礼中止、記録に以下の説明あり）旧九月十四日ノ夜若衆御参リ並ニ悪魔ハラエ　此ノ年ハ赤痢患者
村内ニ二十人モ発生シタタメニ 十一月十四日祭典覚書迄デ。

（資料の損傷激しく閲覧不可）

年月日 御陸尺
旗・纒 虎舞 太鼓・笛 采棒振

大黒舞ほか 手踊り その他

昭 31年
（1956）
旧 9月 14日

昭 33年
（1958）
旧 9月 14日

昭 35年
（1960）
旧 9月 14日

昭 37年
（1962）
旧 9月 14日

昭 39年
（1964）
旧 9月 14日

昭 43年
（1968）
旧 9月 14日

【代表】
熊谷正雄
山本徳一
【纒】
村上勝三郎

【代表】
熊谷吉右ヱ門
大和田庄之進
【纒】
村上金治郎

【代表】
熊谷吉右ヱ門
大和田庄之進
【纒】
後藤福治

【代表】
大和田太一
及川佐内
【纒】
志田正雄

【代表】
大和田太一
及川佐内
【御陸尺】
熊谷正雄
古座義友
【旗】
武田洋一
【纒】
熊谷哲二

【代表】
大和田忠雄
菅原正一
【御陸尺】
村上大三郎
村上長四郎
熊谷嵩
【旗】
武田洋一
【纒】
加川秀雄

【虎舞】
熊谷吉右ヱ門
大和田庄之進
大和田福一
大和田治雄
村上淳夫
村上満津夫
大和田正男
村上希夫

【虎舞】
及川佐内
大和田福一
熊谷友矩
浜守正一
大和田治雄
大和田忠

【虎舞】
及川佐内
大和田福一
大和田治雄
村上希夫
熊谷友矩
村上満津夫

【虎舞先生】
熊谷友矩
【虎舞】
大和田福一
浜守正一
村上希夫
村上満津夫

【虎舞先生】
熊谷友矩
【虎舞】
大和田福一
浜守正一
村上希夫
大和田治雄
村上満津夫

【虎舞先生】
熊谷友矩
【虎舞】
大和田福一
浜守正一
大和田治雄
村上満津夫

【采棒振】
及川達雄
熊谷正勝
大和田安夫
金子一男
鎌田文雄
菅原正雄
大和田清一

【大黒先生】
村上長四郎
【大黒踊】
大和田統一
村上雄一
及川政行
及川利夫

【三味線】
大和田富治郎

【太鼓】
熊谷芳雄
鎌田吉夫
【笛】
大和田吉雄
大和田太一
大和田元一
菅野昭雄

【太鼓】
山本徳一
熊谷芳雄
鎌田吉夫
【笛】
大和田元一
村上啓二
熊谷勝雄

【太鼓】
熊谷芳雄
古座義友
【笛】
大和田吉雄
大和田太一
大和田元一

【太鼓】
熊谷芳雄
古座義友
【笛】
大和田吉雄
大和田忠
村上啓二

【太鼓】
熊谷芳雄
村上金治郎
【笛】
大和田吉雄
大和田元一
村上啓二

【太鼓】
熊谷芳雄
菅野昭雄
【笛】
大和田元一
大和田太治雄
大和田忠

【電蓄】
種田捷記
菅野昭雄

【電蓄】
種田捷記
古座義友

【踊先生】村上まる子、大和田忠雄
【手踊（大）】村上芳子、大和田トクエ、大和田良子、古座
道子、熊谷勝子、村上茂子、鎌田清子、村上洋子、古座良子、
鈴木勝子、大和田タツ子
【手踊（中）】山本登久子、武田弘子、古座紀子、村上絹子、
大和田キヨヘ、大和田豊子、熊谷幸子、金子富喜美、熊谷
恵美子、村上時子、村上国子、古座カヨ子
【手踊（小）】大和田洋子、古座幹子、熊谷敦子、及川喜久代、
大和田道子、種田瑠璃子、大和田慶子

【責任者】大和田忠雄 　【助手】村上洋子
【手踊大組】細川洋子、武田弘子、大和田豊子、熊谷悦子、
古座徳子、山本登久子、鈴木勝子、大和田タツ子、大和田
友男、大和田正男
【手踊中組】村上国子、村上時子、古座幹子、熊谷敦子、大
和田洋子、古座カヨ子、菅野和枝
【手踊小組】大和田道子、種田瑠璃子、志田加代子、大和
田恵子、鎌田たか子、大和田勝江、及川里子、山本良子

【先生】大和田忠雄、大和田正男、細川洋子
【女手踊】武田弘子、大和田豊子、山本登久子、菅野和枝、
古座幹子、古座カヨ子、村上時子、大和田洋子、大和田道子、
山本良子、志田加代子、大和田恵子、鎌田たか子、及川里子、
大和田かつえ、大和田かづ子、大和田かつ子、大和田千代
子、鎌田よし子、山本美奈子、大和田サツ子、及川伊佐子、
熊上悦子、菅原久子、種田たつ子
【男手踊】大和田勝雄、大和田精治、鎌田文雄、大和田安雄、
金子一雄、熊谷夏夫、熊谷芳秋、村上文雄、及川達雄、熊谷
新助、菅原正雄

【先生】大和田正男、村上国子、大和田豊子
【女手踊】大和田洋子、熊谷さつ子、古座幹子、古座カヨ子、
大和田道子、種田瑠璃子、大和田恵子、山本良子、志田加
代子、鎌田たか子、大和田かづ子、大和田千代子、大和田
かつえ、及川里子、山本美奈子、鎌田よし子、大和田かつ子、
大和田サツ子、及川伊佐子、熊上悦子、菅原久子、熊谷未
加子、鎌田やつ子、種田たつ子
【男手踊】及川国男、菅原正雄、熊谷新助、熊谷芳秋、村上
文男、志田正弘、村上勝弘、後藤善太郎、熊谷秀雄

【先生】大和田正男、大和田忠雄、村上国子
【女手踊】古座幹子、藤田その子、大和田かづ子、大和田
恵子、大和田千代子、大和田かつえ、及川里子、山本美奈子、
鎌田たか子、志田加代子
【小】大和田久子、大和田サツ子、及川伊佐子、熊上悦子、
菅原久子、鎌田よし子、鎌田やつ子、熊谷未加子、熊谷和
賀子、種田たつ子、後藤福代、大和田かつ子、加川恵津子
【男手踊】及川昇、及川国男、及川昭男、山本敏彦、菅原正
雄、熊谷新助、菅野健男、熊谷秀雄、熊谷昭雄、志田正弘、
後藤善太郎、村上勝弘、村上弘之

【先生】大和田正男　【助手】大和田かつえ
【女手踊】志田加代子、種田瑠璃子、及川伊佐子、大和田
サツ子、熊上悦子、菅原久子、鎌田やつ子
【女手踊小】熊谷未加子、熊上たつ子、大和田久子、熊谷
和加子、後藤福代、加川恵津子、村上秀子、古座恵子、熊上
千恵子、大和田ヒロミ、浜守秀子、千葉由美、村上睦子、加
川成子、加川貞子、熊上良子、古座幸子、村上静子、村上春
恵、大和田明美、浜守徳子
【男手踊】山本年春、及川昇、村上弘之、熊谷昭雄、熊谷道
広、大和田忠弘、熊谷友芳、古座清人、大和田文哉、古座博
夫、後藤智也志、大和田秀夫、熊谷文雄

泊里の祭礼記録文書
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年月日 御陸尺
旗・纒 虎舞 太鼓・笛 采棒振

大黒舞ほか 手踊り その他

平 元 年
（1989）
10月 15日

平 4 年
（1992）
10月 25日

平８年
（1996）
10月 20日

【先生】渡辺光子（小友三日市）
【世話人】古座安子、熊谷キヨシ、村上栄子、熊上ナツ、浜
守トモ子、千葉アイ子
【女手踊】大和田トシ子、大和田カツ子、村上年子、大和
田清子、村上シゲ子、鎌田トミ子、吉田京子、村上カヨ子、
大和田洋子、種田健子、大和田豊子、熊上璋子、及川則子、
熊谷喜恵子、熊上悦子、熊谷正子、菅原多美子、熊谷悦子、
熊谷君子、村上富士子、熊谷美代子、大和田秋子、戸羽サ
ツ子、山本カツ子、及川加代子、熊谷るみ子、古座郁代、後
藤寿子、大和田真理子、大和田豊子、武田礼子、熊谷優子、
村上順子、熊谷弘子
【中学生】大和田美紀、及川久美子、菅原千恵子、熊谷純子、
菅野美幸
【小学生】大和田ミカ、熊谷良子、菅原里沙子、熊谷友美、
熊谷真紀、熊上友紀、熊谷尚美、熊谷千賀子
【保育園児】山本めぐみ、後藤莉奈、戸羽麗香、熊谷智恵、
熊谷あゆみ、村上佐代里、熊谷良子、菅原理沙子

【踊先生】村上年子  【踊相談役】浜守トモ子、熊上ナツ、
大和田カツ子、熊上璋子
【踊世話係】浜守トモ子、熊上ナツ、熊谷忠子、千葉アイ子、
村上シゲ子、大和田トシ子、大和田カツ子、大和田良子、
菅野啓子、及川則子
【女手踊】大和田洋子、熊谷るみ子、吉田京子、鎌田トミ子、
村上カヨ子、村上美智子、大和田豊子、山本カツ子、及川
加代子、大和田秋子、熊谷美代子、菅原多美子、村上富士子、
熊谷正子、熊谷君子、後藤寿子、熊谷喜恵子、古座郁代、戸
羽サツ子、熊上悦子、村上静子、小松典子、大和田真理子、
及川久美子、種田千里、菅原千恵子、熊谷優子、熊上照美、
熊上友紀、菅原里沙子、熊谷尚美、熊谷純子、大和田美紀、
熊谷友美、熊谷真紀、熊谷智恵、熊谷あゆみ、山本めぐみ、
戸羽麗香、後藤莉奈、村上佐代里、村上未奈美、古座明日香、
熊谷美智子、村上優香里、大和田倫代、後藤愛香

【代表】
熊上勝利
大和田忠
【御陸尺】
浜守正一
小松基
村上忠一
千葉哲郎
【旗】
大和田正男
【纒】
武田和明

【虎舞】
大和田治雄
村上希夫
大和田清一
熊谷秀雄
及川昇
熊谷昭雄
【子供虎舞】
大和田真也
及川広樹
村上勝春
大和田享志
熊谷正也

【太鼓】
鎌田吉夫
及川政行
菅原正雄
【子供太鼓】
山本淳一
大和田祖裕
及川哲也
熊谷賢一
【笛】
村上満津夫
村上淳夫
熊谷克夫
村上千春
古座清人
【子供笛】
大和田進

【采棒振】
山本司
千葉浩介
熊上雅俊
戸羽優貴
【電蓄】
種田捷記
熊谷新助
村上勝弘
【屋台】
熊谷克夫
熊谷睦雄

【消防団】
大和田忠弘
【受付】
山本徳一
熊谷吉右ヱ門
大和田太一
及川政男
後藤福治
古座庄太郎
熊上宏
熊谷哲二
古座義友
大和田友男
村上淳夫

「昭和六十三年十月奉祀予定の祭が昭和天皇の御病気平癒祈願の為中止になり、平成元年十月十五日（日）天気快晴の絶好の
 お祭日和の中に繰りひろげられ近郷近在より多くの観衆が集まった。（中略）各組共夫々山車の新調、改良等で一段と賑わい
 を増した祭典であった。泊里組でも山車を新調した」との記録あり。

【御陸尺】
及川広司
菅原正一
大和田太一
山本徳一

（以下役割記録無し）

【代表】
古座義友
小松基
【御陸尺】
種田捷記
村上勝弘
古座清人
大和田典明
【旗】
後藤善太郎
【纒】
鎌田久也

【顧問】
熊谷友矩
【虎舞】
熊谷秀雄
熊谷芳弘
及川昇
熊谷昭雄
大和田達也
吉田光洋
大和田真也
村上勝春
千葉浩介
熊上雅俊

【太鼓】
鎌田吉夫
及川政行
菅原正雄
大和田秀雄
熊谷貢
【笛】
村上満津夫
村上淳夫
大和田忠
熊谷克夫
村上千春
村上満
熊上和弘

【采棒振】
浜守正一
戸羽優貴
村上勝栄
後藤翔太
古座世士明
【電蓄】
大和田清一
熊谷新助
【屋台】
熊上勝利
熊谷克夫
熊谷睦雄
戸羽一彦

【化粧・着付】
フランセ美容室
【受付】
大和田太一
後藤福治
熊谷芳雄
古座庄太郎
熊谷哲二
千葉哲郎
村上満津夫
村上淳夫
熊上勝利
大和田忠

年月日 御陸尺
旗・纒 虎舞 太鼓・笛 采棒振

大黒舞ほか 手踊り その他

昭 47年
（1972）
10月 23日

昭 55年
（1980）
10月 19日

昭 59年
（1984）
10月７日

昭 52年
（1977）
10月 16日

【代表】
浜守正一
古座義友
【御陸尺】
村上金治郎
鎌田喜助
大和田吉雄
【旗】
武田洋一
【纒】
吉田勇

【虎舞先生】
熊谷友矩
【虎舞】
村上希夫
大和田治雄
熊上勝利
大和田清一

【虎舞】
村上希夫
熊上勝利
武田和明
熊谷芳弘
村上勝弘
熊谷秀雄
熊谷昭雄
及川昇
【子供虎舞】
村上寛人
大和田一
熊上和弘

【虎舞】
村上希夫
大和田治雄
浜守正一
熊上勝利
大和田清一
武田和明
熊谷芳弘
村上勝弘
熊谷睦夫
熊谷新助
熊谷昭夫

【化粧・着付】
千葉ユキ子

【太鼓】
熊谷秀雄
及川政行
熊谷芳弘
【笛】
村上満津夫
大和田忠
大和田元一

【太鼓】
熊谷芳雄
古座義友
鎌田吉夫
及川政行
菅原正雄
【笛】
村上満津夫
大和田忠
村上淳夫
村上敏雄

【太鼓】
古座義友
鎌田吉夫
及川政行
菅原正雄
熊谷文雄
【子供太鼓】
村上満
【笛】
大和田忠
村上淳夫
小松基
熊谷克夫
【子供笛】
小松淳

【電蓄調整員】
小松基
【電蓄】
種田捷記
村上雄一
加川秀雄
熊谷哲二
尾崎哲二郎
後藤福治
浜守修助

【電蓄調整員】
小松基
【電蓄】
加川秀雄
熊谷哲二
畠山孝吉

【先生】藤井政子（広田）　【助手】大和田勝江
【女手踊】大和田かづ子、及川里子、加川恵津子、熊上悦子、
鎌田ヤチ子、熊谷未加子、種田たち子、千葉由美、熊谷ユ
カ子、古座恵子、村上睦子、村上秀子、熊谷千枝子、大和田
ヒロミ、浜守秀子、加川貞子、加川成子、古座幸子、村上静
子、浜守徳子、村上春恵、大和田トヨ子、古座恵美子、熊上
良子、大和田真理子、千葉真紀子、村上美香、種田三千代、
武田和子、小松典子、村上久美子
【男手踊】後藤智也志、大和田秀夫、浜守文男、熊谷文雄、
大和田茂男、熊谷貢、浜守政信、古座博文

【先生】吉田敏子、村上淑●　
【世話人】古座安子、村上栄子、加川トミ子
【女手踊】大和田トシ子、浜守トモ子、村上●子、千葉ア
イ子、加川成子、大和田●子、熊谷●子、種田健子、熊上多
津子、武田弘子、熊谷●子、熊谷●●、大和田トシ子、大和
田ヒロミ、浜守●子、村上年子、千葉真紀子、加川貞子、加
川成子、熊上良子、古座幸子、村上静子、村上春恵、大和田
豊子、大和田千春、大和田真理子、千葉真由美、村上美香、
鎌田久美、尾崎真理、熊谷京子、畠山明美、種田三千代、種
田千里、武田和子、古座恵美子、熊谷理砂子、小松典子、村
上久美子、大和田いづみ、熊谷優子、菅野リカ
【男手踊】浜守政信、大和田茂夫、村上満、村上寛人、大和
田一、畠山秀樹、熊上和弘、小松淳
【世話人】古座安子、村上栄子、熊谷キヨシ
【女手踊】浜守トモ子、千葉アイ子、種田健子、大和田ト
シ子、大和田カツ子、村上シゲ子、吉田京子、大和田清子、
鎌田トミ子、村上年子、大和田豊子、武田弘子、村上美智子、
村上カヨ子、大和田洋子、及川則子、熊上璋子、熊谷美代子、
大和田秋子、菅原多美子、熊谷正子、熊上千恵子、古座恵子、
大和田ヒロミ、村上静子、古座恵美子、村上美香、村上久
美子、大和田真理子、小松典子、熊谷理砂子、武田和子、種
田千里、千葉真由美、尾崎真理、熊谷京子、大和田千春、鎌
田久美、大和田いづみ、熊谷優子、武田礼子、大和田裕子、
熊谷弘子、村上順子、尾崎ひろみ、大和田美紀、熊谷みゆき、
及川久美子、菅原千恵子

【先生】渡辺光子（小友三日市）
【世話人】古座安子、村上栄子、大和田マツエ
【女手踊】浜守トモ子、千葉アイ子、大和田トシ子、大和
田カツ子、大和田清子、村上シゲ子、鎌田トミ子、武田弘子、
吉田京子、村上カヨ子、村上美智子、村上年子、大和田洋子、
大和田豊子、熊上璋子、及川則子、熊谷悦子、大和田サツ子、
熊谷美代子、熊谷喜恵子、熊谷正子、菅原多美子、熊上悦子、
熊谷君子、村上富士子、村上静子、古座幸子、村上春恵、千
葉マキ、千葉真由美、尾崎真理、熊谷京子、種田千里、大和
田千春、鎌田久美、大和田いづみ、武田礼子、熊谷優子、大
和田裕子、熊谷弘子、村上順子、尾崎ひろみ、大和田美紀、
及川久美子、菅野美幸、菅原千恵子、熊谷純子、大和田ミカ、
熊谷良子、菅原里沙子

※この年の
記録は全体
に損傷激し
く判読困難

【代表】
熊谷友矩
種田捷記
【御陸尺】
古座庄太郎
大和田忠
熊谷秀雄
及川昇
【旗】
武田洋一
【纒】
刈谷成男

【代表】
大和田友男
村上満津夫
【御陸尺】
大和田清一
尾崎哲二郎
後藤福治
村上福寿
【旗】
武田洋一
【纒】
大和田芳栄

【采棒振】
尾崎浩樹
大和田達也
熊上正明
大和田庄二
吉田光洋
大和田真也
及川哲也
村上勝春
大和田進
【電蓄】
種田捷記
熊谷睦雄

【消防団】
大和田忠弘
【受付】
大和田太一
及川政男
熊谷吉右ヱ門
菅原正一
金東晃
浜守正一
熊谷芳雄
熊谷友矩
熊上宏
熊谷哲二

【代表】
鎌田吉夫
村上希夫
【御陸尺】
熊谷哲二
熊上勝利
熊谷芳弘
熊谷新助
【旗】
武田洋一
【纒】
小松基

【虎舞先生】
熊谷友矩
【虎舞】
大和田治雄
大和田清一
熊谷秀雄
及川昇
【子供虎舞】
熊上和弘
尾崎浩樹
熊上正明
大和田達也
大和田真也
及川哲也
大和田進

【太鼓】
熊谷芳雄
及川政行
菅原正雄
【子供太鼓】
大和田庄二
吉田光洋
【笛】
大和田忠
熊谷克夫
村上淳夫
村上満津夫
【子供笛】
小松淳

【采棒振】
大和田祖裕
村上勝春
山本淳一
熊谷賢一
大和田隆
熊谷正也
【電蓄】
種田捷記
熊谷睦雄
【屋台】
後藤福治
村上福寿
尾崎哲二郎
武田和明

【消防団】
大和田忠弘
【受付】
山本徳一
熊谷吉右ヱ門
大和田太一
大和田元一
及川政男
金東晃
菅原正一
古座庄太郎
熊上宏
浜守正一
古座義友
大和田友男

　大祭の折の泊里組の写真
（昭和後期～平成にかけて）。
波をかぶったアルバムから
集められた（熊谷芳弘氏提
供）。一番右は泊里組の虎
舞と子供虎舞の頭。津波に
さらわれたが、後日瓦礫の
中から見つかった。泊里組
の解散により、虎舞も舞わ
れることがなくなった。
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碁
石
の
神
さ
ま
た
ち

　

① 

中な
か
も
り
く
ま
の

森
熊
野
神
社

　

泊
里
の
浜
を
見
渡
す
高
台
に
鎮ち

ん
ざ座
す
る
、
末
崎
町
の
中
央

地
区
（
梅
神
、
小
河
原
、
門
之
浜
、
中
井
）
と
碁
石
５
地
区
（
西

舘
、
山
根
、
泊
里
、
碁
石
、
三
十
刈
）
の
９
部
落
を
氏
子
域
と
す

る
旧
村
社
で
あ
る
（
写
真
１
）。
創
建
年
代
は
不
明
だ
が
、
気

仙
地
方
の
古
社
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
、
そ
の
縁
起
は
、
宝

暦
11
（

1761
）
年
に
高
田
町
の
相あ

い
は
ら原
友と

も
な
お直
が
著
し
た
『
気け

せ
ん仙

風ふ
う
ど
そ
う

土
草
』
や
、明
和
９
（

1772
）
年
に
完
成
し
た
仙
台
藩
編
さ
ん
・

田た
な
べ辺

希ま
れ
ふ
み文

著
の
地
誌
『
封ほ

う
な
い内

風ふ

ど

き
土
記
』
に
も
述
べ
ら
れ
て
お

り
、今
か
ら
250
年
以
上
も
前
に
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
。『
封

内
風
土
記
』
の
縁
起
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

３

　

こ
の
縁
起
が
記
録
さ
れ
た
最
も
古
い
記
録
は
今
の
と
こ

ろ
、
渡
辺
兼
雄
氏
が
紹
介
し
た
、
中
森
熊
野
神
社
に
残
る
享

保
18
（

1733
）
年
再
建
の
際
の
寄
進
者
を
記
録
し
た
奉ほ

う
が
ち
ょ
う

加
帳
で

あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
島
に
漂
着
し
た
船
か
ら
奏
で
ら
れ
る
管

絃
の
調
べ
に
誘
わ
れ
て
、
浦
人
が
三
社
権
現
の
船
を
発
見
し

た
こ
と
、そ
の
際
「
こ
こ
に
泊
ま
ら
ん
」
と
い
う
神し
ん
た
く託
の
あ
っ

た
こ
と
か
ら
泊
里
の
地
名
が
つ
い
た
等
の
伝
説
が
記
さ
れ
て

い
る
（
渡
辺
兼
雄
「
熊
野
神
社
文
書
を
繙
く
」『
郷
土
誌
探
訪　

気
仙

つ
れ
づ
れ
』
所
収
）。

　

こ
の
と
き
流
れ
着
い
た
と
さ
れ
る
社
宝
は
、
懸

か
け
ぼ
と
け仏

19
、

厨ず

し子
１
（
以
上
岩
手
県
指
定
有
形
文
化
財
）、獅
子
頭
１
（
写
真
３
）、

狛
犬
１
対
、貴き
と
く
め
ん

徳
面
２
、太
鼓
胴
１
（
神じ
ん
き亀

元
年
銘
）、鰐わ
に
ぐ
ち口
１
、

額
字
３
（
熊
、
権
、
現
の
３
文
字
）、
釜
２
、
椀
２
、
錫

し
ゃ
く
じ
ょ
う
と
う

杖
頭
１
、

瓶へ
い
し子
２
、
古
版
木
２
、（
以
上
大
船
渡
市
指
定
有
形
文
化
財
）。
加

え
て
享
保
８
（

1723
）
年
の
仙
台
藩
主
伊
達
吉
村
の
御ぎ

ょ
い
し
ょ

意
書
も

社
宝
と
し
て
市
の
文
化
財
指
定
を
受
け
て
い
る
（
大
船
渡
市

立
博
物
館
『
熊
野
神
社
の
来
歴
と
文
化
財
』）。

　

当
社
の
管
理
に
は
代
々
、
修
験
者
が
別
当
と
し
て
仕
え
て

き
た
。
別
当
の
屋
敷
は
ワ
ン
ボ
ウ
（
上
坊
）
と
呼
ば
れ
、
明

治
以
降
は
ワ
ン
ボ
ウ
の
志し

だ田
家
の
当
主
が
宮
司
と
し
て
仕
え

て
い
る
。
現
在
の
志
田
隆
人
宮
司
は
45
代
目
と
い
う
。『
末

崎
村
誌
』
に
載
る
文
化
15
（

1818
）
年
書
き
上
げ
の
歴
代
別
当

身
分
調
べ
に
よ
れ
ば
、
31
代
か
ら
33
代
ま
で
の
３
代
は
修
験

が
中
絶
し
俗
別
当
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
当
時
、
法
用
や
祈
禱

を
兼
務
し
た
の
が
シ
タ
ボ
ウ
（
下
坊
）
家
で
あ
っ
た
。

　

現
在
は
、
神
社
の
諸
用
は
宮
司
と
地
区
の
役
員
が
協
力
し

て
務
め
て
い
る
。
氏
子
と
な
る
９
部
落
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
～

３
名
の
神
社
役
員
（
総
代
）
が
選
ば
れ
、
さ
ら
に
そ
の
上
に

責
任
役
員
（
総
代
長
、
副
代
表
２
名
、
会
計
）
が
選
ば
れ
る
。
と

く
に
責
任
役
員
は
宮
司
を
補
佐
し
、
神
社
の
行
事
を
実
質
的

←
6

←
5

←7

2
→

3
→1

→

←
4

© Yahoo MAP

に
執
行
す
る
。
熊
野
神
社
の
行
事
と
し
て
は
、
別
項
に
述
べ
た
４
年
に
一
度
の
式

年
大
祭
の
他
に
、
毎
年
正
月
、
春
、
秋
に
「
御ご
ぜ
ん
こ
う

膳
講
」
と
称
し
て
例
祭
を
行
う
。

現
在
は
、
１
月
、
５
月
、
９
月
の
各
14
日
（
実
際
は
そ
れ
に
近
い
都
合
の
良
い
日
）
に

そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
る
。
熊
野
神
社
と
八
幡
社
に
幟
の
ぼ
り
を
立
て
、
参
拝
に
来
た
氏
子

に
御
膳
を
ふ
る
ま
っ
た
こ
と
が
そ
の
名
の
由
来
だ
と
い
う
。
ま
た
年
末
に
は
役
員

が
集
ま
っ
て
オ
カ
ザ
リ
な
ど
の
準
備
を
し
て
氏
子
に
配
布
し
、
年
始
に
は
元
朝
参

り
の
氏
子
を
迎
え
、
ど
ん
ど
焼
き
を
す
る
。
熊
野
神
社
の
オ
カ
ザ
リ
は
紅
白
の
和

紙
を
重
ね
、「
開
運
福
禄
寿
」
の
文
字
を
切
り
抜
い
た
も
の
で
、
ど
の
家
で
も
神

棚
な
ど
に
１
年
間
飾
り
付
け
、
年
末
に
張
り
替
え
る
（
写
真
２
）。

　

② 

八は
ち
ま
ん幡
神
社

　

西
舘
の
オ
オ
ヤ
、
武
田
家
の
氏
神
と
さ
れ
る
（
写
真
４
）。
八
幡
神
社
、
八
幡
宮

は
豊ぶ
ぜ
ん前

（
大
分
県
）
の
宇う

さ佐
八は

ち
ま
ん
ぐ
う

幡
宮
を
総
本
社
と
す
る
が
、
源
氏
の
氏
神
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
全
国
に
広
ま
り
、
庶
民
の
あ
い
だ
で
も
武
神
・
軍
神
や
農
耕
神
と
し

て
崇あ
が

め
ら
れ
た
。
最
も
古
い
棟
札
は
享
保
４
（

1719
）
年
６
月
造
立
の
も
の
と
さ
れ

4.   八幡神社　　　5.  神明社 1.   中森熊野神社　　2.   熊野神社のオカザリ　　3.   熊野神社の獅子頭（『東北地方の仮面』東北歴史博物館  H12  より転載）

1

2

3

※ 地図上の番号は、文章の番号に対応しています

4

5

　

そ
の
昔
、
泊
里
濱
に
漂
着
し
た
船
が
あ
っ
た
。
船
の
中

に
は
神
輿
と
祭
器
、
楽
器
、
狛
犬
、
瓶
子
、
釜
、
舞
獅
子

等
が
あ
っ
た
。
太
鼓
の
胴
の
中
に
は
神
亀
の
年
号
（
724
～

729
年
）
が
あ
り
、
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
。
９
月
14
日
に

こ
の
地
に
勧
請
さ
れ
た
た
め
、
毎
年
こ
の
日
を
祭
日
と
す

る
。
疑
う
ら
く
は
宮
城
郡
松
島
の
熊
野
の
神
輿
で
あ
る
ま

い
か
。
か
つ
て
松
島
の
円
福
寺
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
、

鎌
倉
最
明
寺
の
北
条
時
頼
入
道
が
こ
れ
を
廃
し
臨
済
宗
と

し
た
。
こ
れ
に
一
山
の
衆
徒
は
大
い
に
怒
り
、
福
浦
島
に

壇
を
築
き
、
熊
野
権
現
に
祈
っ
て
こ
れ
を
詛
っ
た
。
こ
れ

調
伏
壇
と
い
っ
て
今
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
三
社
神
輿
、

祭
器
等
を
船
に
積
ん
で
流
し
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
船
が
こ

の
浜
に
漂
着
し
た
の
だ
ろ
う
。
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いのり ―祭り行事と信仰

る
が
、
創
建
は
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
。
当
社
は
『
末
崎
村

誌
』
に
「
泊
里
濱
禰
宜
山
鎮
座
」
と
記
さ
れ
る
が
、
禰ね

ぎ宜
山

は
寛
永
年
間
の
記
録
に
別
当
家
持も
ち
だ
か高
と
さ
れ
、
後
に
紹
介
す

る
古
地
図
に
も
熊
野
宮
社
地
と
並
ん
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
古
く
か
ら
別
当
の
管
理
す
る
村
鎮
守
の
性
格
を
認
め

ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

祭
礼
日
は
旧
暦
８
月
15
日
で
、
か
つ
て
は
境
内
に
土
俵
を

設
け
て
角す
も
う力
が
行
わ
れ
た
。
梅ば

い
し
ん神
の
八
幡
社
で
も
同
じ
く
旧

８
月
十
五
夜
に
青
年
に
よ
る
奉
納
角
力
が
行
わ
れ
て
い
た
ら

し
く
、
現
在
の
社
殿
に
は
昭
和
６
（

1931
）
年
の
角
力
番
付
が

残
さ
れ
て
い
る
。

　

十
五
夜
の
相
撲
に
つ
い
て
は
、
諏
訪
大
社
の
十
五
夜
相
撲

神
事
や
、
南
九
州
の
十
五
夜
綱
引
き
の
後
に
相
撲
を
と
る
例

な
ど
、
各
地
に
同
様
の
風
習
が
あ
る
。
昭
和
20
年
代
に
、
部

落
対
抗
野
球
大
会
の
盛
り
上
が
り
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、

十
五
夜
相
撲
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

③ 

神し
ん
め
い明
神
社

　

泊
里
の
屋
号
モ
ト
デ
ラ
の
大
和
田
家
の
氏
神
で
あ
る
（
写

真
５
）。
麟り

ん
し
ょ
う
じ

祥
寺
東
側
か
ら
墓
地
に
登
る
小
路
の
脇
の
道
を

入
っ
た
先
に
あ
る
。
現
在
の
社
殿
は
平
成
に
入
っ
て
大
和
田

家
で
新
築
し
た
も
の
で
、
家
氏
神
と
し
て
は
非
常
に
立
派
な

も
の
で
あ
る
。
神
明
神
社
と
は
伊
勢
神
宮
を
勧
請
し
た
神
社

で
あ
る
。
泊
里
の
神
明
神
社
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
兼
雄
氏
の

「
末
崎
町
泊
里
鎮
座
神
明
神
社
を
訪
ね
て
」
に
詳
細
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
（『
郷
土
誌
探
訪　

気
仙
つ
れ
づ
れ
』
所
収
）。
そ
れ

に
よ
れ
ば
当
社
に
は
13
枚
の
棟
札
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
最
も
古
い
も
の
は
貞
享
３
（

1686
）
年
の
年
号
を
も
つ
。

願
主
は
大
和
田
二
右
衛
門
、
裏
に
「
末
崎　

本
寺
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
モ
ト
デ
ラ
の
屋
号
が
言
い
伝
え
の
と
お
り
、
か

つ
て
麟
祥
寺
の
あ
っ
た
場
所
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
麟
祥
寺

が
現
在
地
に
移
転
し
た
時
期
を
知
る
一
つ
の
指
標
に
な
ろ

う
。
ま
た
鰐わ
に
ぐ
ち口
に
は
「
天
照
太
神
宮
神
前
／
別
当
源
太
／
享

保
十
五
天
十
一
月
吉
日
」（
享
保
15
年
＝

1730
年
）
と
刻
ま
れ
て

い
る
と
い
う
（『
末
崎
の
郷
土
誌
』）。

　

④ 

大だ
い
か
く閣
稲い
な
り荷
神
社

　

大
閣
稲
荷
神
社
は
、
泊
里
湾
か
ら
北
に
800
㍍
ほ
ど
離
れ

た
、
小
中
井
の
山
の
中
に
建
っ
て
い
る
（
写
真
６
・
７
）。
い

ま
は
周
囲
を
杉
林
に
覆お
お

わ
れ
て
、
地
区
の
人
に
も
そ
の
場
所

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
神
社
は
、
泊
里
の
屋
号

モ
リ
ヤ
の
浜は
ま
も
り守
家
の
氏
神
で
あ
る
。
現
在
も
浜
守
家
の
人
々

に
よ
っ
て
よ
く
管
理
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
社
殿
に
は
、
大

正
８
（

1919
）
年
と
昭
和
30
（

1955
）
年
の
新
築
の
記
録
が
残
る

が
、
奉
納
さ
れ
た
札
に
は
明
治
19
年
の
年
号
を
も
つ
も
の
が

あ
り
、
明
治
の
初
め
に
は
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
札
に
は
「
四
海
艾
安
部
内
康
樂
風
雨
順
序
粱
穀
豐
登
矣

」

と
書
か
れ
て
い
る
。海
の
安
全
、地
域
の
無
事
、天
候
の
安
定
、

作
物
の
豊
穣
を
そ
れ
ぞ
れ
願
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
個
人
の
氏

神
で
は
あ
る
が
、新
築
時
の
寄
進
者
に
は
泊
里
５
部
落
の「
舩

中
」
の
名
が
多
く
見
ら
れ
た
り
、
昭
和
14
（

1939
）
年
に
泊
里

住
民
よ
り
奉
納
さ
れ
た
鉄
剣
の
絵
馬
が
あ
る
な
ど
、
地
域
住

民
の
信
仰
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
時
中
は
、
林
の
中
で

外
か
ら
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
泊
里
の
人
々
が
防

空
避
難
で
社
殿
に
篭こ
も

も
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

⑤
⑥ 

恵え

び

す
比
須
さ
ま

　

漁
業
者
か
ら
の
信
仰
の
篤あ

つ

い
神
さ
ま
で
、
当
地
で
は
碁
石

の
え
び
す
浜
に
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
正

月
２
日
に
、漁
業
者
の
代
表
が
「
エ
ビ
ス
参
り
」
と
称
し
て
、

米
や
小
豆
、
賽
銭
、
小
御
幣
な
ど
を
供
え
て
拝
む
。

　

え
び
す
浜
に
は
恵
比
須
さ
ま
が
２
体
祀
ら
れ
て
い
る
。
一

体
は
地
図
上
の
⑤
で
、
こ
ち
ら
の
方
が
古
い
と
さ
れ
る
（
写

真
８
・
９
）。
三
十
刈
の
屋
号
ゴ
ザ
ヤ
の
佐
々
木
家
が
管
理
し

て
い
る
。
佐
々
木
家
の
先
祖
は
、
文
化
13
（

1816
）
年
に
碁
石

岬
に
松
の
植
林
を
し
た
際
に
、そ
の
山
守
を
務
め
た
権
三
郎
、

権
四
郎
父
子
で
あ
り
、
ゴ
ザ
ヤ
の
屋
号
は
権
三
郎
の
名
に
由

来
す
る
。
恵
比
須
さ
ま
も
そ
の
縁
か
ら
権
三
郎
が
当
地
に
勧

請
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
え
び
す
浜
の
地
名
も
、

こ
の
恵
比
須
さ
ま
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
と
ら
れ
た
。

現
在
の
祠
堂
は
三
代
目
で
、
初
代
は
大
正
12
（

1923
）
年
４
月

12
日
の
暴
風
雨
で
破
損
し
、
二
代
目
は
昭
和
56
年
に
火
災
に

遭
い
、造
り
直
し
た
と
い
う
。ゴ
ザ
ヤ
は
以
前
は
泊
里
に
あ
っ

た
が
、
明
治
29
年
の
津
波
で
被
災
し
て
現
在
の
住
居
に
移
転

し
た
。

　

も
う
一
体
は
地
図
上
の
⑥
で
、
同
じ
エ
ビ
ス
浜
の
岬
食
堂

前
の
駐
車
場
脇
に
祀
ら
れ
て
い
る
（
写
真
10
）。
こ
ち
ら
は
す

ぐ
近
く
に
住
む
、
碁
石
の
屋
号
エ
ビ
ス
ハ
マ
の
古こ

ざ座
家
に

よ
っ
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
古
座
家
の
先
祖
は
、
同
じ
文
化
13

年
の
碁
石
岬
松
植
林
の
際
の
組
頭
主
立
で
あ
っ
た
佐
五
右
ヱ

門
で
あ
る
。
古
座
家
は
も
と
紀
州
か
ら
来
た
僧
の
家
系
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
泊
里
に
定
着
し
て
か
ら
は
読
み
書
き
を
教

え
た
り
、
船
主
を
し
た
り
し
て
い
た
が
、
現
当
主
の
三
代
前

に
碁
石
の
え
び
す
浜
に
転
居
し
た
。
泊
里
に
い
た
こ
ろ
の
屋

号
は
サ
ゴ
ミ
ヤ
で
、
佐
五
右
ヱ
門
の
名
に
由
来
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
写
真
10
の
中
央
の
石
宮
二
基
は
、
泊
里
に
あ
っ
た

こ
ろ
の
古
座
家
の
氏
神
と
い
わ
れ
、
一
基
は
八
幡
神
社
付
近

に
あ
り
、
も
う
一
基
は
泊
里
湾
の
シ
ョ
ド
コ
石
の
と
こ
ろ
に

あ
っ
た
の
を
現
在
地
に
遷う
つ

し
た
も
の
と
い
う
。

　
　

⑦ 

八は
ち
だ
い大

龍り
ゅ
う
じ
ん神

　

龍
神
は
水
を
司

つ
か
さ
どる

神
さ
ま
で
、
農
民
の
間
で
は
雨
を
降
ら

せ
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
漁
民
の
間
で
は
海
上
安
全
と
大
漁

を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、
全
国
的
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
八

大
龍
神
（
八
大
竜
王
）
の
信
仰
は
、
も
と
は
仏
教
の
知
識
か

ら
出
た
も
の
で
、
釈し

ゃ
か
に
ょ
ら
い

迦
如
来
の
眷け

ん
ぞ
く属
と
し
て
仏
法
を
守
護
す

る
竜
族
の
８
人
の
王
を
指
す
が
、
庶
民
の
あ
い
だ
で
は
龍
神

の
尊
称
と
し
て
広
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
三
陸
沿
岸

で
は
八
大
龍
神
を
祀
る
例
が
多
い
と
い
わ
れ
、
多
く
は
港
が

見
え
る
高
台
に
石
碑
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
泊
里
の
近
隣
で

も
、
小こ
な
か
い

中
井
の
宝
龍
神
社
境
内
に
立
派
な
八
大
龍
神
碑
が
祀

ら
れ
て
い
る
。

　

泊
里
の
八
大
龍
神
は
、
泊
里
湾
の
東
側
の
岬
の
突
端
の

崖
上
に
立
っ
て
い
る
（
写
真
11
）。『
末
崎
の
郷
土
誌
』
で
は

建
碑
は
元
治
元
（

1864
）
年
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
祀
っ
た
の
は

三
十
刈
の
屋
号
ハ
ン
ベ
ヤ
の
鎌
田
家
の
先
祖
で
、
鎌
田
家
で

は
こ
れ
を
氏
神
と
し
て
、
毎
年
正
月
２
日
と
盆
に
参
拝
し
て

い
る
。
先
般
の
津
波
で
道
が
崩
れ
、
現
在
は
近
づ
く
の
が
難

し
い
。
地
域
の
漁
師
に
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
定
期
的
に
参

拝
す
る
の
は
ハ
ン
ベ
ヤ
の
マ
キ
の
人
々
に
限
ら
れ
る
。
こ
の

マ
キ
の
人
々
は
、
長
期
の
漁
に
出
る
前
に
は
こ
の
碑
を
拝
ん

で
か
ら
船
に
乗
り
、
日
常
的
に
も
船
で
港
に
出
入
り
す
る
た

び
に
、
八
大
龍
神
に
見
守
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
た
と
い

う
。

　

ハ
ン
ベ
ヤ
の
家
は
も
と
泊
里
に
あ
っ
た
。
明
治
29
年
の
津

波
で
一
家
の
う
ち
７
人
を
亡
く
す
被
害
に
遭
っ
た
と
い
い
、

昭
和
８
年
の
津
波
で
も
家
を
流
さ
れ
て
現
在
地
に
移
転
し

た
。
泊
里
に
あ
っ
た
こ
ろ
か
ら
ゴ
ザ
ヤ
の
隣
家
で
あ
っ
た
の

で
、
先
に
三
十
刈
に
上
が
っ
て
い
た
ゴ
ザ
ヤ
の
隣
に
新
し
い

家
を
構
え
た
と
い
う
。

　

碑
の
周
囲
に
は
松
が
生
い
茂
り
、
ま
た
立
派
な
藤
の
木
が

あ
っ
て
、
花
が
咲
く
と
沖
か
ら
も
見
え
る
ほ
ど
美
し
か
っ
た

と
い
う
が
、
津
波
で
根
が
切
ら
れ
、
今
は
か
つ
て
ほ
ど
の
花

は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

６　

大
閣
稲
荷
神
社

７　

大
閣
稲
荷
神
社
の
神
像

８　

恵
比
須
様
（
⑤
）
の
神
像

９　

恵
比
須
様
（
⑤
）
の
祠

10.　恵比須様（⑥）の祠　
11.    八大龍神 6

7

9

8

10

11
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春

張
っ
て
、
泊
里
の
（
漁
協
の
）
荷に

さ
ば捌
き
場

じ
ょ
う
さ
、
５
部
落
の
子

ど
も
た
ち
寄
っ
た
ん
だ
。た
だ
七
夕
は
男
の
子
が
主
だ
か
ら
、

女お
な
ご子
は
嵌は

ま

ん
な
い（
参
加
し
な
い
）。
そ
れ
は
見
事
な
も
ん
だ
っ

た
よ
。
で
も
勉
強
の
妨
げ
に
な
る
っ
て
学
校
の
先
生
が
言
い

出
し
て
、
昭
和
32
、
３
年
頃
で
終
わ
っ
た
の
。

　

８
月
は
お
盆
で
し
ょ
。
旧
暦
だ
と
７
月
だ
ね
。
盆
棚
を
家

の
中
に
作
っ
て
ね
。
今
は
段
々
に
作
る
け
ど
、
昔
は
四
角
に

作
っ
て
、
お
仏
ほ
と
け
さ
ん
を
上
に
置
い
て
笹さ

さ
だ
け竹
刺
し
て
、
ほ
ん
と

の
盆
棚
作
っ
た
も
ん
だ
。
そ
れ
を
家
の
オ
カ
ミ
（
26
㌻
参
照
）

に
置
く
の
。
迎
え
火
も
や
っ
た
ね
、
個
人
個
人
で
、
庭
で
。

　

お
仏
さ
ん
の
お
墓
参
り
の
時
は
ダ
ン
ゴ
は
必
ず
あ
げ
た

し
、
キ
リ
キ
ザ
ミ
（
夏
野
菜
を
細
か
く
刻
ん
で
蓮
の
葉
に
載
せ
た

も
の
）
と
か
果
物
も
持
っ
て
い
っ
て
、
お
盆
の
14
、
15
日
は

お
寺
も
盛さ
か

っ
た
も
ん
だ
よ
。
で
も
衛
生
上
、
供
え
物
は
や
め

る
こ
と
に
な
っ
た
の
。お
墓
が
み
ん
な
立
派
に
な
っ
た
れ
ば
、

何
も
か
に
も
、
あ
げ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
今
は
水

と
花
だ
け
く
ら
い
に
な
っ
た
の
。
親
戚
親
子
の
お
仏
ほ
と
け

参ま
い

り
も

ね
、
昔
は
多
く
あ
っ
た
ん
で
す
。
大
勢
来
た
し
、
行
っ
た
し
。

盆
踊
り
っ
つ
う
の
は
、
婦
人
部
に
な
っ
て
か
ら
だ
か
ら
、
戦

後
だ
ね
。
今
の
70
代
の
人
た
ち
か
ら
じ
ゃ
な
い
か
な
。
盆
踊

り
が
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
代
わ
り
に
８
月
19
日
に
マ
ン
ド

ウ
ロ
ウ
と
言
っ
て
、
灯と
う
ろ
う籠
を
持
っ
て
泊
里
の
山
本
商
店
ま
で

行
列
し
た
の
。

　

60
年
く
ら
い
前
ま
で
は
、
お
盆
の
頃
に
カ
ッ
コ
競
争
っ
て

い
う
の
も
あ
っ
た
の
。
昔
の
青
年
団
の
男
の
人
た
ち
が
カ
ッ

コ
船ぶ
ね

で
泊
里
浜
か
ら
出
て
、
麻お

く
さ
れ
じ
ま

腐
島
を
ぐ
る
っ
と
一
周
し
て

く
る
の
。
そ
れ
が
競
争
だ
っ
た
の
ね
。
水
泳
大
会
も
一
緒
に

　

祝
い
事
は
１
年
間
12
ヶ
月
の
う
ち
に
ね
、
昔
の
よ
う
に

や
っ
た
ら
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　
正
月
の
２
日
に
は
エ
ビ
ス
参め

い

り
っ
て
あ
ん
だ
。
こ
れ

は
浜
の
人
た
ち
、
船
乗
り
だ
の
船
で
商
売
し
て
る
人

た
ち
が
、
必
ず
２
日
の
明
け
方
に
碁
石
の
岬さ
き

の
恵え

び

す
比
寿
様
に

朝
参
り
に
行
っ
て
、賽さ
い
せ
ん銭
と
か
米
と
か
餅
を
供
え
て
く
ん
だ
。

明
治
、
大
正
初
期
の
人
た
ち
は
大
事
に
し
て
、
必
ず
行
っ
た

も
ん
だ
と
思
う
よ
。

　

お
正
月
の
８
日
は
山
の
神
様
で
ね
、「
今
日
は
山や

ま
い入
り

だ
」
っ
て
、
神
様
に
お
膳ぜ
ん

を
あ
げ
て
。
８
日
前
は
絶
対
に
山

に
入
っ
て
木
を
伐
っ
ち
ゃ
ダ
メ
な
の
。
だ
か
ら
小
正
月
に
団

子
を
つ
け
る
ミ
ズ
キ
も
、「
ミ
ズ
キ
団
子
伐
り
だ
」
っ
て
、

山
入
り
す
る
時
、
採
っ
て
く
る
ん
だ
な
。

　

昔
の
小
正
月
は
、
ま
ず
賑に
ぎ

や
か
な
も
ん
だ
っ
て
。
ミ
ズ
キ

に
米
の
団
子
つ
け
て
、田
を
作
っ
て
る
人
た
ち
は
「
稲い
な
ほ穂
」
っ

て
言
っ
て
藁わ
ら

さ
大
き
な
餅
を
つ
け
て
。
そ
し
て
煎せ

ん
べ
い餅
売
り
が

来
て
ね
、
必
ず
煎
餅
買
っ
て
ミ
ズ
キ
に
ぶ
ら
下
げ
て
。
掛
け

軸
か
け
て
神
様
に
し
て
、
切
っ
た
餅
だ
の
、
ス
ル
メ
干
し
た

の
だ
の
吊
る
し
て
。
浜
は
浜
な
り
の
祝
い
事
し
た
の
。
見
事

な
も
ん
だ
っ
た
。
昔
は
各
部
落
で
悪あ
く
ま魔
っ
祓ぱ

ら

い
も
小
正
月
に

や
っ
た
ん
だ
。
虎と
ら
ま
い舞

が
一
軒
ず
つ
部
落
を
回
る
の
。
今
は
ほ

と
ん
ど
元
日
の
朝
に
や
る
ん
で
す
。

　

船
持
っ
た
人
た
ち
は
船
の
お
祝
い
ご
と
も
し
た
も
ん
だ
。

船
首
が
船
子
を
み
ん
な
呼
ん
で
「
お
膳ぜ
ん

振ぶ

る
舞め

え
」
し
て
、

飲
ん
で
食
べ
て
。
だ
か
ら
、
な
ん
ぼ
貧
乏
で
も
浜
は
賑
や
か

だ
っ
た
の
。
お
正
月
の
20
日
に
ダ
ン
ゴ
お
ろ
す
時
は
小
豆
の

粥か
ゆ

煮
て
、
神
様
に
あ
げ
て
。
そ
れ
を
あ
げ
て
お
正
月
も
だ
い

た
い
終
わ
り
だ
ね
。ド
ン
ド
焼
き
は
こ
こ
で
は
し
ま
せ
ん
ね
。

　

３
月
３
日
は
節
句
。
こ
れ
は
一
晩
泊
り
で
、
必
ず
嫁
が
実

家
に
や
ら
れ
ん
の
。
節
句
だ
か
ら
っ
て
、お
礼
に
行
く
わ
け
。

５
月
の
節
句
も
一
晩
泊
ま
り
で
実
家
行
っ
て
。

　

そ
し
て
３
月
と
９
月
の
16
日
は
ね
、
16
饅ま

ん
じ
ゅ
う
頭
つ
う
の
、
必

ず
し
た
の
。
米
の
粉
こ
ね
て
、
中
に
ア
ン
コ
入
れ
て
、
ふ
か

し
て
、
小
っ
ち
ゃ
い
饅
頭
拵こ
さ

え
て
。
一い

っ
し
ょ
う
ま
す

升
枡
っ
て
あ
る
で

し
ょ
、
あ
れ
さ
、
そ
の
饅
頭
16
コ
入
れ
て
、
神
棚
さ
あ
げ
て

拝
ん
で
。
お
仏
ほ
と
け
さ
ま様
に
も
あ
げ
る
ん
だ
も
の
。
今
も
16
饅
頭
だ

け
は
作
っ
て
た
の
。
津
波
に
な
っ
て
か
ら
は
し
ま
せ
ん
が
、

家
が
流
れ
ね
ば
今
年
も
や
っ
て
た
と
思
う
。

　

６
月
15
日
も
や
っ
ぱ
り
農の

う
が
み
さ
ま

神
様
っ
て
言
っ
て
ね
、
こ
の
日

も
百

ひ
ゃ
く
し
ょ
う

姓
（
農
作
業
）
は
し
な
い
で
、
神
様
参
り
し
て
。
農
神

様
は
お
天て
ん
の
う
さ
ま

王
様
の
こ
と
だ
ね
。
そ
し
て
麦
稈か

ら

で
小
さ
い
馬

作
っ
て
、
ハ
ッ
ト
（
麦
粉
を
練
っ
て
作
っ
た
団
子
）
を
背し

ょ負
わ

せ
て
、
畑
の
中
に
２
匹
、
繋
い
で
置
い
て
く
ん
だ
。
畑
に
桑

と
か
柿
の
木
と
か
あ
る
で
し
ょ
、
あ
れ
に
繋
ぐ
ん
だ
。
こ
の

馬
は
畑
の
見
回
り
な
ん
だ
と
。
や
っ
ぱ
り
「
食
」
と
い
う
こ

と
に
感
謝
す
る
意
味
だ
っ
た
と
思
う
の
ね
。
昔
は
ぜ
ん
ぶ
麦

畑
で
、
み
な
百
姓
だ
っ
た
か
ら
ね
。

　
７
月
は
ほ
ら
、
七
夕
あ
る
で
し
ょ
。
昔
は
山だ

し

車
が
出

た
の
ね
。
馬
車
に
ヤ
グ
ラ
組
ん
で
、
い
ろ
ん
な
花
飾

り
し
て
。
灯と
う
ろ
う篭
も
模
造
紙
を
４
枚
か
５
枚
く
ら
い
貼
り
付
け

て
、
そ
れ
に
牛
若
丸
と
か
源
氏
平
家
と
か
い
ろ
ん
な
絵
を
描

い
て
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
山
車
を
ロ
ー
プ
で
引
っ

語
り
手　

武
田
ト
シ
子
さ
ん
・
大
正
11
年
生
ま
れ
／
武
田
テ
ル
子
さ
ん
・
大
正
13
年
生
ま
れ
（
い
ず
れ
も
西
舘
）

夏

一
年
の
行
事
あ
れ
こ
れ

あ
っ
た
の
。
カ
ッ
コ
の
上
さ
台
を
拵こ

さ

え
て
、
そ
こ
か
ら
飛
び

降
り
て
、
カ
ッ
コ
と
カ
ッ
コ
の
間
を
泳
ぐ
の
。
青
年
団
の
男

の
人
が
中
心
に
な
っ
て
ね
、
女お
な
ご子

は
泳
が
ね
か
っ
た
な
。

　

八
幡
様
の
十じ
ゅ
う
ご
や

五
夜
は
、
旧
暦
の
８
月
。
八
幡
様
の
境
内
で

相す
も
う撲

や
っ
た
の
。
こ
れ
、
昔
か
ら
若
い
人
た
ち
の
楽
し
み
で

ね
。
あ
の
八
幡
様
は
西
舘
の
大
屋
（
屋
号
）
の
氏
神
様
な
ん

で
す
。
そ
れ
で
、
旧
の
８
月
15
日
に
八
幡
様
へ
行
っ
て
け
ろ

や
っ
て
言
わ
れ
て
、
よ
く
母
と
お
参
り
に
行
っ
た
も
ん
だ
。

八
幡
様
も
、
海
の
神
様
だ
か
ら
ね
。

　
旧
の
９
月
14
、
15
日
は
熊
野
神
社
の
お
祭
り
ね
。
今

は
４
年
に
一い
っ
ぺ
ん遍
だ
ど
も
、
昔
は
１
年
お
き
に
や
っ
た

の
。
そ
れ
で
お
祭
り
が
な
い
年
で
も
、
お
参
り
は
当
た
り
前

に
し
た
の
。
13
日
の
夜
は
高
田
（
陸
前
高
田
市
）
あ
た
り
か
ら

何
軒
も
店
が
来
て
、
神
社
の
石
段
の
前
さ
、
ず
ら
っ
と
お
店

出
て
、
盛さ
か

っ
た
の
ス
。
お
祭
り
な
い
年
で
も
ね
、
小
遣
い

も
ら
っ
て
店
さ
行
く
の
が
楽
し
み
で
ね
。
小
学
校
２
、３
年

生
の
頃
の
こ
と
で

す
。

　

そ
し
て
10
月
す

ぎ
れ
ば
、
12
月
ま

で
は
祝い
わ

い
事ご

と

つ
う

も
の
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
た
の
。
そ
の

度た
ん
びに
神
様
さ
お
膳

あ
げ
て
ね
。
だ
か

ら
一
切
の
神
様
用

の
お
膳
を
揃そ
ろ

え
た

ん
だ
。
家い
え
い
え々

で
、

２
膳
ず
つ
ね
。

　

10
月
１
日
に
は
お
刈
り
あ
げ
。必
ず
前
の
晩
に
餅
搗つ

い
て
、

神
棚
に
供
え
て
、
お
正
月
の
真
似
し
た
も
ん
な
ん
だ
。

　

10
月
20
日
は
初は

つ

恵え

び

す
比
寿
っ
て
、恵え

び
す
こ
う

比
寿
講
す
る
の
。浜
や
っ

て
な
く
て
も
、
各
家
で
神
様
に
お
膳
あ
げ
て
。
12
月
20
日
に

は
シ
メ
恵え

び

す
比
寿
つ
う
の
や
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
神
様
さ
お
膳
を

供
え
て
。
中な
か

恵え

び

す
比
寿（
11
月
）は
オ
ラ
家え

で
は
し
な
か
っ
た
ね
。

　

オ
ラ
小
さ
い
時
は
、
初
恵
比
寿
と
シ
メ
恵
比
寿
の
間
に
お

大だ
い
し
さ
ま

師
様
と
か
っ
て
あ
っ
た
な
。
11
月
23
日
だ
っ
た
か
な
。
お

膳
を
作
っ
て
、
萩は
ぎ

で
作
っ
た
箸は

し

を
添
え
て
。
萩
の
箸
は
お
大

師
様
の
杖つ
え

だ
と
か
っ
て
言
っ
て
。そ
し
て
枡ま

す

さ
豆
入
れ
て「
い

い
耳
聞
か
せ
て
け
ろ
」っ
て
家
の
お
父と
っ

つ
ぁ
ん
が
唱と

な

え
ん
だ
。

嫁よ
め

ゴ
大
根
っ
て
言
っ
て
、
ス
ラ
ッ
と
形
の
い
い
大
根
と
又

ま
っ
か

の

つ
い
た
大
根
も
１
本
ず
つ
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
供
え
て
。
ヨ

メ
ゴ
大
根
は
私
た
ち
が
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
や
ら
な

い
が
ね
、
母
親
が
し
た
の
は
見
て
た
ね
。
恵
比
寿
講
の
時
も

お
大
師
様
の
時
も
、
お
膳
は
２
膳
供
え
た
。
で
も
お
大
師
様

は
戦
後
や
め
た
な
。
恵
比
寿
講
は
い
つ
ま
で
も
や
っ
た
。

　
旧
の
11
月
12
日
に
は
嫁
さ
ん
方が

た

の
お
精

し
ょ
う
じ
ん
こ
う

進
講
あ
っ
た

ん
だ
。
こ
の
お
精
進
講
つ
う
の
は
お
も
し
ろ
い
の
。

山
の
神
様
拝お
が

む
の
ね
。
12
日
の
夜
か
ら
２
晩
く
ら
い
で
ね
、

こ
れ
は
ほ
ん
と
の
嫁
さ
ん
だ
け
が
公
民
館
に
集
ま
る
の
。
娘

は
嵌は
ま

ん
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
お
姑

し
ゅ
う
とさ
ん
も
来
な
い
。
一
年
に

１
回
、
２
日
で
も
３
日
で
も
お
姑
し
ゅ
う
とさ
ん
か
ら
許
可
も
ら
っ
て

遊
ぶ
ん
だ
か
ら
、
こ
れ
が
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
っ
た
の
。
だ

か
ら
嫁
さ
ん
同
士
で
い
ろ
ん
な
話
も
す
る
し
、
先
々
の
嫁
さ

ん
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
部
落
で
の
段
取
り
と
か
、
嫁
さ
ん
に

来
た
ら
こ
う
す
る
ん
だ
っ
て
学
ん
だ
り
。い
い
こ
と
教
え
て
、

徐じ
ょ
じ
ょ々

に
部
落
の
嫁
さ
ん
に
な
る
っ
つ
う
、
そ
れ
が
ひ
と
つ
の

仕
組
み
だ
と
思
う
の
。
先
輩
が
た
、面め
ん
ど
う
み

倒
見
良
か
っ
た
か
ら
。

そ
し
て
、
は
じ
め
て
お
嫁
さ
ん
に
来
た
人
た
ち
は
「
仲
間
入

り
す
る
」
っ
て
言
っ
て
、
お
姑
し
ゅ
う
とさ

ん
た
ち
が
豆
腐
を
「
ひ
と

揚あ

げ
」
っ
て
、
10
丁
か
12
丁
か
ね
、
持
た
せ
て
や
る
の
。
こ

の
人
を
よ
ろ
し
く
っ
て
意
味
で
。
そ
の
当
時
は
ど
こ
の
家
で

も
豆
腐
を
作
っ
た
も
ん
だ
か
ら
ね
。
山
の
神
は
、
結
局
女
の

人
の
お
産
を
軽
く
す
る
っ
て
こ
と
で
、
女お
な
ご子

の
神
様
だ
ね
。

（
熊
野
神
社
に
あ
っ
た
）
道
場
の
東
側
の
奥
の
方
さ
、
そ
の
山

の
神
様
が
祀
ら
れ
て
あ
っ
た
の
。
こ
の
山
の
神
様
は
、
正

月
の
山
入
り
の
時
の
〝
大
き
な
山
〟
の
神
様
と
は
違
っ
て
、

女お
な
ご子
の
山
の
神
な
の
。

　

そ
の
お
精
進
講
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
、
今
み
た
い
に
ガ

ス
も
何
に
も
な
い
か
ら
、
山
の
木
を
伐
っ
て
お
正
月
の
支
度

を
し
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
忙
し
く
な
っ
て
。
そ
の
後あ
と

、
今

度
は
嫁
さ
ん
方が
た

、
お
裁
縫
の
お
暇ひ

ま

が
出
る
の
ス
。
こ
れ
を

洗セ
ン
タ
ク濯
っ
て
言
う
ん
だ
ね
。
１
週
間
と
か
10
日
ほ
ど
、
そ
の
家

に
よ
っ
て
色
々
だ
け
ど
も
、
ま
ず
お
暇
が
出
て
、
嫁
ぎ
先
か

ら
実
家
に
行
っ
て
、
そ
の
間
に
一
生
懸
命
、
縫ぬ

い
物も

の

す
る
の
。

嫁
さ
ん
つ
う
も
の
は
、
な
か
な
か
お
姑
し
ゅ
う
とさ

ん
の
許
可
が
な
い

と
、
ね
ま
っ
て
（
座
っ
て
）
縫
い
物
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら

一
年
通
し
て
10
日
間
の
お
暇
い
た
だ
く
と
、
実え
家
さ
飛
ん
で

い
っ
た
も
の
ス
。
そ
し
て
、
上
げ
膳
据す

え
膳
で
縫
わ
せ
て
も

ら
っ
て
、
そ
し
て
ま
た
お
土
産
持
っ
て
嫁
ぎ
先
さ
送
ら
れ
て

き
た
も
ん
な
の
。
昔
は
ね
、
そ
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
。

　

昔
は
い
ろ
ん
な
お
膳
あ
げ
て
、
子
ど
も
育
て
れ
ば
育
て
る

な
り
の
、
い
ろ
ん
な
祝
い
事
や
っ
た
も
ん
だ
け
ど
、
今
で
は

ど
こ
で
も
や
ん
ね
く
な
っ
た
ね
。
津
波
に
な
っ
た
か
ら
余
計

し
な
い
け
ど
、
時
代
の
変
化
つ
う
も
の
は
こ
れ
な
ん
だ
な
。

武田トシ子さん（左）とテル子さん

秋

冬



4647

いのり ―祭り行事と信仰

　

古
地
図
を
読
む

　

次
ペ
ー
ジ
の
絵
図
は
、
西
舘
の
故
・
村
上
健た

け
お男
さ
ん
が
収

集
し
て
い
た
資
料
の
中
に
あ
っ
た
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
で
あ
る
。

原
本
は
熊
野
神
社
で
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
同
じ
絵
図

の
コ
ピ
ー
は
碁
石
の
吉
田
力
男
さ
ん
の
も
と
に
も
残
さ
れ
て

お
り
、
平
成
24
年
11
月
に
は
『
東
海
新
報
』
で
報
じ
ら
れ
て

話
題
に
な
っ
た
。

　

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
末
崎
村
の
総
鎮
守
で
あ
る
熊
野
宮

（
熊
野
神
社
・
次
㌻
地
図
番
号
17
）
を
中
心
に
、
八は

ち
ま
ん幡

神
社
（
22
）、

泊
里
浜
と
、浜
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
泊
里
の
集
落
で
あ
る
。

絵
図
の
右
に
は
「
気
仙
郡
末
崎
村
惣
鎮
守
熊
野
宮
社
地 
并

ニ 

八
幡
社
地
泊
里
濱
之
圖　

両
社
別
當
法
雲
院
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
熊
野
神
社
と
八
幡
神
社
が
、
と
も
に
法ほ
う
う
ん
い
ん

雲
院
と

い
う
別
当
家
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
時
代
、
そ
の
社
地

を
描
い
た
図
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
泊
里
浜
が
詳
し
く
描
か

れ
て
い
る
の
は
、
当
時
か
ら
開
け
た
集
落
で
あ
っ
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
熊
野
神
社
の
縁
起
を
説
く
の
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
場
所
だ
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

浜
の
ち
ょ
う
ど
中
央
あ
た
り
に
は
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
る

（
13
）。
そ
し
て
鳥
居
か
ら
集
落
を
横
切
り
、
川
沿
い
の
道
を

通
っ
て
熊
野
神
社
の
境
内
ま
で
が
赤
線
で
縁ふ
ち

取ど

ら
れ
て
い

る
。
こ
の
道
は
熊
野
神
社
の
参
道
で
あ
り
、
縁
取
り
は
熊
野

神
社
の
社
地
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
八
幡

神
社
の
境
内
も
同
じ
く
縁
取
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
も
熊
野
神
社
の
社
地
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
浜

の
鳥
居
の
先
に
は
大
き
な
島
が
あ
り
、「
権
現
出
現
之
地
也

　

ヲ
ク
サ
レ
嶋
と
云
来
由
ア
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
（
15
）。

言
う
ま
で
も
な
く
、
熊
野
神
社
に
祀
ら
れ
る
神
輿
と
宝
物
が

最
初
に
漂
着
し
た
と
い
う
伝
承
の
あ
る
麻お
く
さ
れ
じ
ま

腐
島
で
あ
る
。

　

こ
の
浜
の
鳥
居
か
ら
境
内
ま
で
の
参
道
は
、
泊
里
漁
港
の

船
揚
場
が
整
備
さ
れ
、
御お
た
び
し
ょ

旅
所
が
そ
ち
ら
に
設
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
以
前
の
昭
和
20
年
代
ま
で
、
熊
野
神
社
祭
礼
の

渡と
ぎ
ょ御
行
列
が
た
ど
っ
た
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
道
で
あ
る
。
祭

礼
の
渡
御
行
列
が
、
麻
腐
島
に
着
い
た
神
輿
が
浜
か
ら
上

が
っ
て
神
社
に
祀
ら
れ
る
ま
で
の
軌き
せ
き跡
を
再
現
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
ら
た
め
て
よ
く
わ
か
る
。

　

ち
な
み
に
浜
の
鳥
居
の
す
ぐ
隣
に
は
、
四
角
く
柱
を
組
ん

だ
よ
う
な
も
の
が
建
っ
て
い
る
（
14
）。
お
そ
ら
く
古
く
か

ら
祭
礼
に
は
渡
御
行
列
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
御
旅

所
と
も
見
え
る
が
、
昭
和
２
（

1927
）
年
刊
の
『
末
崎
村
誌
』

の
泊
里
湾
の
解
説
に
「
湾
内
に
護ご

ま摩
が
淵ふ

ち

と
称
す
る
所
有
り

　

往
昔
熊
野
神
社
の
護
摩
を
炊
き
た
る
所
な
り
」
と
い
う
興

味
深
い
記
述
が
あ
る
。
熊
野
神
社
は
修し
ゅ
げ
ん験

の
神
社
で
、
護ご

ま摩

祈き
と
う禱
は
修
験
道
に
と
っ
て
重
要
な
儀
礼
で
あ
る
。
屋
外
で
護

摩
を
焚
く
場
合
は
、
四
方
に
柱
を
建
て
、
注
連
を
張
っ
て
結

界
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
が
そ

の
護
摩
が
淵
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
想
像
も

湧
い
て
く
る
。

　

境
内
の
入
り
口
の
大
鳥
居
（
10
）
は
、
現
在
の
石
の
鳥
居

と
は
異
な
っ
て
お
り
、
朱
塗
り
で
鳥
居
本
体
の
柱
の
前
後
に

小
さ
な
柱
が
つ
い
た
形
状
で
あ
る
。
こ
の
鳥
居
は
、
両り
ょ
う
ぶ部

鳥と
り
い居
あ
る
い
は
権ご

ん
げ
ん現
鳥
居
と
い
っ
て
、
神し

ん
ぶ
つ仏
習し

ゅ
う
ご
う
合
の
神
社
、

と
り
わ
け
密
み
っ
き
ょ
う教
や
修
験
道
の
影
響
の
強
い
神
社
に
見
ら
れ
る

様
式
で
あ
る
。
や
は
り
修
験
の
神
社
で
あ
る
熊
野
神
社
に
ふ

さ
わ
し
い
。

　

そ
の
大
鳥
居
の
前
と
、
さ
ら

に
境
内
の
東
西
の
両
脇
に
は
、

大
き
な
椿
の
木
が
描
か
れ
て
い

る
（
６
・
11
・
20
）。
碁
石
地
区

の
人
で
あ
れ
ば
知
ら
ぬ
人
の
な

い
、
三さ
ん
め
ん面
椿つ

ば
きが
健
在
だ
っ
た
頃

の
姿
で
あ
ろ
う
。
そ
の
西
側
に

は
別
当
の
屋
敷
（
屋
号
：
上わ
ん
ぼ
う坊
）

も
描
か
れ
て
い
る
（
５
）。

　

興
味
深
い
の
は
、
そ
の
南
面

の
椿
の
す
ぐ
近
く
に
、「
三さ
ん
じ
ゃ社

コ
シ
カ
ケ
石
」
と
い
う
大
き
な

石
が
三
つ
描
か
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
（
12
）。
三
社
と
は
熊

野
の
本ほ
ん
ぐ
う宮
大た

い
し
ゃ社
・
速は

や
た
ま玉
大
社
・

那な

ち智
大
社
の
こ
と
を
指
す
の
だ

が
、
そ
も
そ
も
中
森
熊
野
神
社

は
「
熊
野
三
社
」
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
こ
の
三
社
を
ま
と
め
て

勧か
ん
じ
ょ
う
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
も
拝
殿
に
か
か
っ
た
扁へ

ん
が
く額
に

は
「
熊
野
三
社
」
と
書
か
れ
て
い
る
し
、
境
内
に
は
「
熊
野

三
社
碑
」
も
あ
る
。

　

泊
里
の
屋
号
シ
タ
ボ
の
村
上
勝
弘
さ
ん
は
、
こ
の
三
社
コ

シ
カ
ケ
石
が
近
年
ま
で
シ
タ
ボ
の
家
の
脇
に
あ
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
る
。
１
㍍
ほ
ど
の
直
径
の
丸
っ
こ
い
石
が
３
つ
あ

り
、
熊
野
神
社
祭
礼
の
と
き
に
は
注
連
縄
を
張
っ
て
い
た
と

い
う
。
平
成
４
年
に
神
社
参
道
を
拡
張
し
た
と
き
に
石
は
撤

去
さ
れ
た
が
、
そ
の
少
な
く
と
も
一
つ
は
、
神
社
の
下
の
広

場
の
隅
に
移
さ
れ
て
現
存
す
る
。
ワ
ン
ボ
ウ
の
志
田
絹
子
さ

４

鳥居前の三社コシカケ石と椿 熊野神社の大鳥居

ん
に
よ
る
と
、
先
祖
か
ら
こ
の
石
は
神
さ
ま
が
休
ま
れ
た
石

だ
と
聞
い
て
お
り
、
祭
礼
で
は
こ
の
石
に
神
輿
を
乗
せ
て
休

ま
せ
て
い
た
と
い
う
。

　

境
内
に
目
を
移
す
と
、
そ
こ
に
も
「
コ
シ
カ
ケ
松
」
が

あ
る
（
19
）。
そ
し
て
熊
野
宮
の
東
側
に
は
牛ご

ず頭
天て

ん
の
う王

（
18
）、

西
側
に
は
弁べ
ん
ざ
い
て
ん

財
天
（
９
）、
大
神
宮
（
８
）
と
い
っ
た
末
社
が

描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
立
派
な
社
屋
が
描
か
れ
て
い
る

が
、現
在
は
ど
れ
も
残
っ
て
い
な
い
の
は
少
々
意
外
で
あ
る
。

　

一
方
海
に
目
を
転
じ
る
と
、
そ
こ
に
も
興
味
を
引
か
れ
る

点
が
様
々
あ
る
。
と
く
に
浜
近
く
の
岸
辺
に
は
、
た
く
さ
ん

の
岬
や
島
、
石
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
、
よ
く
み
る
と
そ
の
中

に
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　

泊
里
湾
の
西
側
、
舘た
て

ヶ
崎さ

き

の
あ
た
り
は
小
山
と
し
て
描
か

れ
、「
古
舘
」
と
読
め
る
（
１
）。

そ
の
先
に
は
「
明み
ょ
う
じ
ん
さ
き

神
崎
」
と

も
書
か
れ
て
い
る
（
２
）。
現

在
も
聞
く
こ
と
が
で
き
る
地

名
で
あ
る
。
そ
の
舘
ヶ
崎
の

湾
内
側
に
は
「
蛭ひ
る
こ児

嶋
」
と

書
か
れ
た
島
が
あ
る
（
３
）。

蛭
児
は
記き

き紀
神
話
に
イ
ザ
ナ

キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
の
子
と
し
て

登
場
し
、
一
般
に
は
恵え

び

す

比
須

さ
ま
と
し
て
知
ら
れ
る
神
の

名
前
で
あ
る
。
こ
の
島
の
記

憶
は
今
も
聞
く
こ
と
が
で
き

る
（
54
㌻
参
照
）。

　

対
す
る
湾
の
東
側
を
見
る

と
、
や
は
り
岬
の
突
端
が
小

高
い
丘
と
し
て
描
か
れ
、
そ
こ
に
は
「
東
舘　

ア
タ
コ
山
ト

云
傅
ア
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
28
）。「
西
舘
」

が
地
名
と
し
て
残
る
の
に
対
し
、「
東
舘
」
は
忘
れ
ら
れ
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
れ
を
挟
む
よ
う
に
、
湾

内
側
に
「
弁
天
嶋
」
が
（
30
）、
湾
外
側
に
「
大だ

い
こ
く黒

嶋
」（
29
）

が
描
か
れ
て
い
る
。
18
世
紀
の
地
誌
『
封ほ

う
な
い内

風ふ

ど

き
土
記
』
に
、

海
中
の
島
に
弁
財
天
堂
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
弁

天
島
か
と
思
わ
れ
る
。舘
ヶ
崎
に
対
し
て
こ
ち
ら
の
岬
を「
弁

天
崎
」
と
呼
ん
だ
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
人
が
、
今
も
わ
ず

か
に
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
恵
比
須
、
大
黒
、

弁
天
の
島
が
あ
る
と
す
る
と
、
他
の
福
神
の
島
も
な
か
っ
た

も
の
か
と
探
し
た
く
な
る
。
こ
れ
ら
の
島
の
ほ
と
ん
ど
が
、

戦
後
の
港
湾
整
備
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
て
何
よ
り
も
気
に
な
る
の
は
、
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
た

泊
里
浜
は
い
つ
の
時
代
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
そ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
は
、
右
の
「
両
社
別
當
法
雲

院
」
と
い
う
文
字
で
あ
る
。『
末
崎
の
郷
土
誌
』
に
は
、
歴

代
の
熊
野
神
社
の
宮
司
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

中
で
「
法
雲
院
」
の
院
号
を
も
つ
の
は
、第
18
代
の
宥
教
と
、

第
34
代
の
宥
源
で
あ
る
。
34
代
の
宥
源
は
、
熊
野
神
社
が
享

保
18
（

1733
）
年
に
再
建
さ
れ
た
際
の
棟
札
の
一
枚
に
、
別
当

と
し
て
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
渡
辺
兼
雄
『
郷
土

誌
探
訪　

気
仙
つ
れ
づ
れ
』）。
こ
の
法
雲
院
宥
源
は
、
一
度
は

還げ
ん
ぞ
く俗
し
た
別
当
家
を
継
い
で
神
社
の
遷せ

ん
ぐ
う宮
を
実
現
し
た
、
熊

野
神
社
中ち
ゅ
う
こ
う
興
の
祖
と
も
言
う
べ
き
人
物
で
あ
る
。

　

た
だ
し
法
雲
院
を
号
し
た
の
は
宥
源
だ
け
で
な
く
、
以
後

の
別
当
は
、
少
な
く
と
も
明
治
の
神
仏
分
離
ま
で
法
雲
院
の

院
号
を
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
文
化
13
（

1816
）
年

の
松
の
植
林
を
記
念
し
て
碁
石
岬
に
建
て
ら
れ
て
い
る
顕
彰

碑
に
は
法
雲
院
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。『
末
崎
村
誌
』
に

よ
れ
ば
、
門
之
浜
の
新
山
神
社
の
棟
札
に
「
文
化
十
一
年
甲

戌
歳　

別
当
兼
帯
法
雲
院
栄
重
」
と
記
さ
れ
て
お
り
（
文
化

11
年
＝

1814
年
、
栄
重
は
熊
野
神
社
38
代
別
当
）、
熊
野
神
社
境
内

裏
の
経
塚
の
碑
に
は
「
安
政
丙
辰
八
月　

法
雲
院
四
十
世
現

住　

祐
慶
識
」と
刻
ま
れ
て
い
る（
安
政
丙
辰
は

1856
年
）と
い
う
。

　

も
う
一
つ
の
ヒ
ン
ト
は
、
前
に
述
べ
た
鳥
居
で
あ
る
。
絵

図
の
鳥
居
が
現
在
の
石
鳥
居
と
は
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る

が
、
で
は
、
現
在
の
鳥
居
は
い
つ
建
て
ら
れ
た
も
の
か
。
鳥

居
に
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、『
末
崎
村
誌
』
に
は
、
安
政
７
（

1860
）
年
に
石
鳥
居

ほ
か
が
献
納
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
在
の
鳥

居
だ
と
す
る
と
、
絵
図
は
少
な
く
と
も
そ
の
前
に
描
か
れ
た

と
考
え
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

社
殿
は
享
保
18
年
３
月
と
、
文
化
６
（

1809
）
年
９
月
の
２

度
、
再
建
の
記
録
が
あ
る
。
絵
図
に
描
か
れ
た
拝
殿
は
、
屋

根
が
葺
き
替
え
ら
れ
て
い
る
の
を
除
い
て
は
、
現
在
の
も
の

と
ほ
ぼ
同
一
の
建
築
様
式
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
が
正
し

い
と
す
る
と
、
絵
図
は
文
化
６
年
以
降
で
安
政
７
年
ま
で
に

描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、こ
れ
は
筆
者
の
推
測
で
あ
る
。

精
確
な
年
代
の
特
定
は
難
し
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
絵
図
は
、
泊
里
の
浜
が
こ
の
地
域
の

中
心
で
あ
っ
た
時
代
の
様
子
を
い
ま
に
伝
え
て
く
れ
る
、
た

い
へ
ん
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
こ
の
後
、
明
治
・
昭
和
・
平

成
の
３
度
の
大
津
波
や
、
戦
後
の
開
発
に
よ
っ
て
徐
々
に
生

活
圏
は
周
辺
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
い
ま
の
泊
里
５
部
落
の

礎
が
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
絵
図
と
と
も
に

後
世
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

弁天嶋と蛭児島
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1.  古館　　2.  明神崎　　3.  蛭児嶋　　4.  今石井　　5.    別当居家　　6. 椿　　7.  弁天社　　   8.  大神宮　　　9.    弁才天
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昭和 52年

（1977）

空
か
ら
み
た
碁
石

碁
石
を
空
か
ら
と
ら
え
た
航
空
写
真
。
左
は
戦
後
す
ぐ
の
昭
和
23
年
、
右
は
高
度
経
済
成
長
期
に
あ
っ

た
昭
和
52
年
の
も
の
。
現
在
と
は
風
景
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

昭和23年

（1948）

国土地理院　空中写真

②

①

③

④⑤

⑤

⑥

⑦

※ 地図上の番号は 次頁～の文章番号に対応しています



　

丘
の
風
景　

　

① 

高
台
の
耕
地　

　

か
つ
て
は
盛
ん
だ
っ
た
畑
作
は
主
に
女
性
の
仕
事
。
高

台
に
は
一
面
に
畑
地
が
拓ひ
ら

か
れ
て
い
た
。
昭
和
２
年
の
記

録
に
「
耕
作
物
の
主
な
る
も
の
は
麦
類
に
し
て　

米
、
大

豆
、
蕎そ

ば麦
こ
れ
に
次
ぐ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
特
に
多
く
作
ら

れ
た
の
は
麦
で
、
こ
の
一
帯
は
気
仙
地
域
で
も
有
数
の
麦
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
当
然
、
日
々
の
食
事
も
麦
が

中
心
で
、
主
食
は
押
し
麦
に
米
を
混
ぜ
た
ご
飯
。
米
よ
り
麦

の
割
合
の
方
が
多
か
っ
た
。
畑
で
は
麦
に
加
え
、
大
豆
を
は

暮
ら
し
の
変
化
は
、
風
景
の
変
遷
と
共
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
昭
和
23
年
の
航
空
写
真
で
は
高
台
を
中
心

に
一
面
に
畑
が
拓
か
れ
て
い
ま
す
。
時
代
は
戦
後
の
食
糧
難
、
特
に
精
力
的
に
畑
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
主

な
産
物
は
麦
。
幼
い
子
ど
も
達
も
麦
踏ふ

み
や
麦
刈
り
な
ど
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
、
繁は

ん
ぼ
う
き

忙
期
に
は
小
学
校
も
休
校

に
な
る
ほ
ど
で
し
た
。
一
方
、
昭
和
52
年
に
な
る
と
畑
は
だ
い
ぶ
減
り
、
耕
地
だ
っ
た
場
所
は
山
に
戻
っ
て
木
々

が
繁
茂
し
て
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。
宅
地
も
増
え
ま
し
た
。
泊
里
湾
で
は
、
湾
内
に
大
小
様
々
に
あ
っ
た
岩

や
島
が
取
り
払
わ
れ
、
護
岸
が
進
み
、
防
波
堤
が
ど
ん
ど
ん
海
に
せ
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
30
年
代
初
頭
に
ワ
カ
メ
の
養
殖
技
術
が
確
立
さ
れ
て
安
定
し
た
現
金
収
入
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
の

暮
ら
し
が
目
に
見
え
て
変
わ
り
は
じ
め
た
の
が
昭
和
40
年
代
後
半
頃
か
ら
。
あ
れ
ほ
ど
盛
ん
だ
っ
た
麦
作
も
、
多

く
の
家
で
は
昭
和
40
年
代
ま
で
で
や
め
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
頃
か
ら
徐
々
に
ガ
ス
が
普
及
し
、山
で
ゴ
ン
ド（
松
葉
）

を
か
き
集
め
た
り
、
薪
を
拾
っ
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
陸お

か

（
山
や
畑
）
か
ら
退

し
り
ぞ

き
、
海
へ
と
せ
り
出
し
て
い
く
傾
向
は
、
日
本
の
農
山
漁
村
で
広
く
見
ら
れ

る
暮
ら
し
と
風
景
の
変
化
で
す
。
東
日
本
大
震
災
後
の
復
興
も
、
こ
う
し
た
移
り
か
わ
り
の
先
に
あ
り
ま
す
。
今

後
、
碁
石
の
風
景
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

じ
め
と
す
る
自
家
用
の
野
菜
を
作
っ
た
り
、
現
金
収
入
と
し

て
煙た

ば
こ草
栽
培
を
行
っ
た
家
も
あ
っ
た
。
畑
の
脇
の
斜
面
や
家

の
境
に
は
お
茶
も
植
え
ら
れ
た
。
気
仙
地
方
は
お
茶
栽
培
の

北
限
地
（
太
平
洋
側
）
で
、
ヤ
ブ
キ
タ
と
い
う
寒
さ
に
強
い

品
種
が
自
家
用
に
作
ら
れ
た
。
か
つ
て
は
製
茶
ま
で
自
宅
で

行
っ
て
い
た
が
、
戦
後
、
小
友
（
陸
前
高
田
市
）
や
大
船
渡
の

農
協
に
お
茶
工
場
が
で
き
て
か
ら
は
そ
こ
で
製
茶
し
て
も
ら

う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
泊
里
に
「
茶
畑
」（
10
㌻
屋
号
番

号
76
）
と
い
う
屋
号
の
家
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
泊
里
で
は
麟

祥
寺
や
吉
十
郎
屋
（
屋
号
番
号
78
）
な
ど
、
近
年
ま
で
お
茶
を

作
っ
て
い
た
家
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
畑
地
で
は
ワ
カ
メ
の
天
日
干
し
な
ど
も
行
っ
た

め「箕ぶき」をする。麦ワラは納屋の２階などで保管し、屋根を葺く材やサツマイモの苗床として利用するなど、貴重な資源となった。
写真 3 は昭和 21 年（1946）、末崎町小細浦（こぼそうら）の屋号カカシミヤという家で農協職員の懇親会が行われた際に撮影されたもの。
後ろの畑は麦のように見えるが、不明（いずれも武田隆氏提供）

１

3

も
の
で
、
そ
う
し
た
慣
習
は
昭
和
40
年
代
に
ワ
カ
メ
の
塩
蔵

加
工
法
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。
重
い
ワ
カ
メ
を
高
台

の
畑
ま
で
担
い
で
あ
が
る
の
が
一
苦
労
だ
っ
た
と
い
う
。

　

麦
や
、
換
金
作
物
で
あ
る
煙
草
の
栽
培
は
昭
和
40
年
代
ま

で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
32
年
に
ワ
カ
メ
の
養
殖
技
術
が

確
立
し
て
以
降
、
養
殖
業
が
次
第
に
盛
ん
と
な
り
、
海
で
安

定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
作
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
く
。
畑
地
も
次
第
に
宅
地
に
な
っ
た
り
、
山
に

戻
っ
て
い
き
、
風
景
は
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

② 

ジ
ュ
ウ
タ
ク
―
昭
和
の
高
台
移
転
計
画

　

昭
和
８
年
に
津
波
が
襲
っ
た
後
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た

泊
里
で
は
高
台
移
転
の
必
要
が
叫
ば
れ
、
数
軒
の
地
域
住
民

が
土
地
を
提
供
し
て
、
碁
石
地
域
に
新
し
く
宅
地
が
造
成
さ

れ
た
。
そ
れ
が
現
在
「
住
宅
」
と
呼
ば
れ
、
家
が
立
ち
並
ぶ

一
画
。
写
真
４
は
昭
和
９
年
３
月
、
造
成
前
の
「
住
宅
」
予

定
地
の
一
帯
を
捉
え
た
写
真
。
一
面
の
畑
が
広
が
っ
て
い
る

の
が
わ
か
る
。

4.  昭和 9 年（1934）、「住宅」の建設予定地。「1360 坪の敷地を造成し、19 戸を収容す」
とある（『三陸津浪に因る被害町村の復興計画報告書』S9 年より転載）

5.  碁石の椿並木（吉田力男氏提供）
6.   農協泊里支所。左端は農協職員だった武田トシ子さん。右端は細川レンさん。

レンさんは終戦後に満州から引き揚げ、農協の一角で床屋を開業していた。メ
ガネの男性は泊里診療所の台湾人医師。「タイワン先生」と呼ばれ親しまれた。
子どもは泊里の村上忠一さん（武田隆氏提供）

4

5

6

写真 1・2 は昭和 34、5 年頃、西舘の屋号丸田（11㌻
屋号番号４）の付近で撮影した麦の脱穀作業の様子。
脱穀を終えた麦から穂や茎などの不純物を取り除くた →

1 2
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移りかわる風景

　

③ 

椿
つ
ば
き

並
木

　

写
真
５
は
碁
石
集
落
の
屋
号
滝
の
上
（
吉
田
力
男
氏
宅
）
の

上
に
あ
っ
た
椿
並
木
。
昭
和
30
年
代
、
こ
の
椿
並
木
を
挟
む

よ
う
に
道
路
が
２
車
線
に
拡
張
さ
れ
た
が
、
こ
の
写
真
は
そ

の
前
に
撮
ら
れ
た
も
の
。
椿
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
市
博
前

な
ど
に
移
植
さ
れ
、
椿
並
木
の
風
景
は
な
く
な
っ
た
。

　

④ 

農
協
泊
里
支
所

　

農
業
協
同
組
合
の
泊
里
支
所
（
写
真
６
）
は
昭
和
12
年
の

建
築
。
当
時
、
事
務
所
と
共
に
売
店
も
兼
ね
て
お
り
、
ガ
ラ

ス
窓
に
「
雑
貨
・
砂
糖
・
履
物
・
石
油
・
漁
具
・
木
炭
・
醤
油
・

米
穀
」
と
あ
る
よ
う
に
、
様
々
な
も
の
が
売
ら
れ
る
よ
ろ
ず

屋
だ
っ
た
。
地
域
の
中
心
的
な
公
共
施
設
で
も
あ
り
、
昭
和

27
年
に
は
こ
の
支
所
内
に
泊
里
診
療
所
が
開
設
さ
れ
た
。
軒

下
に
「
10
番
」
と
あ
る
の
は
、
当
時
の
電
話
番
号
。
碁
石
５

地
区
で
電
話
が
最
初
に
入
っ
た
の
は
こ
の
泊
里
で
、
昭
和
15

年
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
当
時
１
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
当
時
、
食
料
品
を
売
る
店
と
し
て
、
こ
の
泊
里
支
所
以
外

に
泊
里
に
４
軒
、
西
舘
１
軒
、
碁
石
と
三
十
刈
に
２
軒
の
商

店
が
あ
っ
た
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。　

海
の
風
景　

　

⑤ 

漁
港
の
整
備

　

泊
里
湾
の
漁
港
や
防
潮
堤
が
本
格
的
に
整
備
さ
れ
た
の
は

昭
和
25
年
の
こ
と
。
そ
の
後
、
数
度
の
拡
張
工
事
が
行
な
わ

れ
た（
写
真
７
）。
最
初
の
本
格
的
な
整
備
が
行
わ
れ
る
以
前
、

昭
和
23
年
の
泊
里
湾
に
は
ま
だ
防
潮
堤
や
護
岸
が
な
く
、
湾

内
に
は
た
く
さ
ん
の
小
島
や
岩
が
ん
し
ょ
う礁
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
湾

の
中
央
や
や
東
寄
り
に
あ
る
小
島
は
マ
ル
コ
島
と
呼
ば
れ
た

島
。
そ
の
南
、
東
側
の
湾
口
か
ら
突
き
出
た
岩
は
48
㌻
の
古

地
図
に
も
描
か
れ
た
弁
天
岩
。
こ
の
島
の
近
く
に
は
ヨ
ド
ッ

コ
（
淀
み
）
が
あ
り
、滞
っ
た
水
が
温
か
く
な
っ
て
い
た
の
で
、

「
銭
湯
」
な
ど
と
呼
ん
で
入
っ
て
遊
ん
だ
も
の
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
島
々
は
、
昭
和
52
年
の
写
真
で
は
き
れ
い
に
取

り
払
わ
れ
、
代
わ
り
に
船
着
場
や
防
波
堤
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
浜
沿
い
に
は
宅
地
や
作
業
小
屋
が
増
え
た
。
昭
和
23
～

52
年
ま
で
の
30
年
間
は
、
ち
ょ
う
ど
養
殖
業
が
盛
ん
に
な
っ

た
時
代
。
海
の
生
産
能
力
の
向
上
に
反
比
例
す
る
よ
う
に
、

湾
の
西
に
あ
る
舘
ヶ
崎
の
畑
地
は
ほ
ぼ
消
滅
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
平
成
13
年
に
は
、
さ
ら
に
外
洋
部
に
施
設
が
造

ら
れ
、
震
災
直
前
の
写
真
で
は
、
湾
口
防
波
堤
が
海
に
大
き

く
せ
り
出
し
て
い
る
。
作
業
場
も
大
幅
に
広
く
な
っ
た
。
こ

の
拡
張
工
事
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
泊
里
浜
か
ら
見
え
て
い
た

麻お
く
さ
れ
じ
ま

腐
島
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

一
方
、
写
真
８
は
昭
和
30
年
初
頭
の
碁
石
浜
。
碁
石
状
の

黒
い
石
は
、
当
時
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
魅み
り
ょ
う了
し
て
い
た
。

奥
に
と
ま
っ
て
い
る
の
は
す
べ
て
木
造
の
カ
ッ
コ
船
で
、
Ｆ

Ｒ
Ｐ
（
繊
維
強
化
樹
脂
）
船
は
一
艘
も
な
い
。
こ
の
時
代
に
は

ま
だ
木
造
カ
ッ
コ
が
主
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

⑥ 

蛭ひ
る
こ児
島じ
ま　

　

泊
里
港
の
整
備
に
伴
っ
て
取
り
払
わ
れ
た
湾
内
の
岩
の
ひ

と
つ
が
、
49
㌻
の
古
地
図
に
も
描
か
れ
て
い
る
蛭ひ

る
こ児
島
だ
。

泊
里
湾
の
西
部
に
あ
っ
た
小
岩
で
、
干
潮
時
は
陸
続
き
だ
っ

２

8.  昭和 30 年初頭の碁石浜で（武田貞一氏提供）

@ Google MAP

た
が
、
満
潮
時
に
は
島
に
な
っ
た
と
い

う
（
写
真
９
）。
こ
の
島
よ
り
も
集
落
側

（
北
側
）
の
浜
を
熊
野
浜
と
呼
び
、
か
つ

て
は
砂
利
の
白
浜
だ
っ
た
と
記
憶
さ
れ

て
い
る
が
、
蛭
児
島
も
熊
野
浜
も
護
岸

整
備
に
よ
り
残
っ
て
い
な
い
。
蛭
児
島

の
近
く
で
は
ガ
ゼ
（
ウ
ニ
）
が
よ
く
採

れ
た
と
い
う
。

　

⑦ 

白し
ら
は
ま浜

の
砂
利
運
び

　

か
つ
て
は
学
校
や
役
場
を
造
成
し
た

り
改
築
す
る
の
に
浜
の
砂
が
用
い
ら
れ

た
。
特
に
重
宝
さ
れ
た
の
は
舘
ヶ
崎
西

岸
の
白し
ら
は
ま浜
の
砂
利
。
こ
れ
を
運
ぶ
の
に

は
小
学
校
の
生
徒
た
ち
も
一
役
買
っ

た
。
西
舘
の
武
田
ト
シ
子
さ
ん
（
大
正

11
年
生
ま
れ
）、
照
子
さ
ん
（
大
正
13
年
）

に
よ
れ
ば
、
当
時
４
年
生
以
上
の
生
徒

が
「
体
操
の
時
間
」
に
白
浜
の
砂
利
を

風
呂
敷
に
包
み
、
小
学
校
ま
で
運
ん
だ

と
い
う
。
浜
か
ら
小
学
校
ま
で
は
子
ど

も
の
足
で
片
道
30
分
。
そ
れ
を
２
往
復

し
た
。
白
浜
の
ほ
か
に
も
、小こ
が
わ
ら

河
原
（
末

崎
町
）
の
浜
か
ら
は
玉
石
を
運
び
、
小

学
校
の
石
垣
を
造
っ
た
と
い
う
。
昭
和

23
年
に
中
学
校
を
建
て
る
際
も
同
じ
よ

う
に
子
ど
も
た
ち
が
活
躍
し
た
と
い
う

か
ら
、
砂
運
び
を
記
憶
し
て
い
る
人
は

今
で
も
多
い
。

9.  中組（泊里）の婦人会と子どもたち。戦地へ送る慰問袋へ入れるために、蛭児島で記念撮影（大和田太一氏提供） 

7.  泊里漁港の変遷。左から昭和 23（1948）年、52 年（1977）、東日本大震災前（2010 頃）、震災後（2011） 
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仙
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郷
土
誌
』
末
崎
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林
公
益
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成
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＊
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・
田
邊
希
文
（
撰
）『
封
内
風
土
記
』
巻
之
二
十
一
　
明
治
26
年

12
月
発
行
　
仙
台
叢
書
出
版
協
会

・
村
上
道
治
郎
編
　『
熊
野
神
社
の
来
歴
と
文
化
財
』　
大
船
渡

市
立
博
物
館
　
昭
和
47
年

・
山
奈
宗
真
『
岩
手
縣
沿
岸
大
海
嘯
取
調
書
』『
岩
手
縣
沿
岸
大

海
嘯
部
落
見
取
絵
図
』（
津
波
デ
ィ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ

所
蔵
／h

ttp
://tsu

n
am

i-d
l.jp

/

）

・
渡
辺
兼
雄
『
郷
土
史
探
訪
　
気
仙
つ
れ
づ
れ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
海
新
報
社
　
平
成
24
年

　
刊
行
に
よ
せ
て

私
た
ち
が
は
じ
め
て
碁
石
を
訪
ね
た
の
は
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
１
年
３
ヶ
月
後
、平
成
24
年
の
初
夏
の
こ
と
で
し
た
。

震
災
に
よ
る
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
碁
石
で
は
、
住

民
の
間
で
高
台
移
転
計
画
が
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
普
段
、専
門
に
し
て
い
る
民
俗
文
化
（
財
）
は
、

そ
の
地
域
で
時
間
を
か
け
て
育
ま
れ
、
人
か
ら
人
へ
、
少

し
ず
つ
形
を
変
え
な
が
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
と
共
に
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
無
意
識
に

営
ま
れ
て
い
る
こ
う
し
た
文
化
は
、
震
災
後
に
暮
ら
し
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
容
易

に
忘
れ
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
そ
れ
を
少
し
で
も
記

憶
に
留
め
て
お
く
た
め
の
お
手
伝
い
が
で
き
な
い
か
。
そ
の

よ
う
な
思
い
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
り
、
本
書
が

編
ま
れ
ま
し
た
。
地
域
の
民
俗
文
化
を
記
録
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
単
に
過
去
を
記
録
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
た
ち
が
背
負
っ
て
き
た
歴
史
や
文
化
が
ど
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
復
興
の
過
程
で
新
し

い
地
域
像
が
模
索
さ
れ
る
と
き
に
、
あ
る
い
は
地
域
の
方
々

が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
確
認
す
る
た
め
に
、
少
な
く
な

い
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
取
上
げ

る
こ
と
の
で
き
た
事
柄
は
ほ
ん
の
断
片
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、

本
書
が
、
地
域
の
文
化
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
小
さ

な
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
　

　
　
　
　（
東
京
文
化
財
研
究
所
　
無
形
文
化
遺
産
部
）
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